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　月明かりもない夜に、二頭立ての馬車がかなりの速さで進んでいた。ランタン一つしかない灯あかりでは、御ぎよ者しやの手元を照らすのがやっとで、それすらも吹き寄せる風で今にも消えそうだ。

　森に差し掛かると、道はますます悪くなり、馬車を制御するのがやっとの状態になった。御者は後ろを振り返り、大声で主あるじに確認する。

「大公様、これ以上急がせるのは、危のぅございます」

「もう少しだ。あと、もう少しで……国境に差し掛かる」

　馬車の中には、若い夫婦が乗っていた。妻つまはその手に赤ん坊をしっかり抱き、揺れに怯おびえさせまいとしている。赤ん坊はそれに安心したのか、すやすやと眠っていた。

　夫は窓を開き、後方に目を向けた。そして絶望的な声を上げた。

「追っ手が迫せまっている。急いでくれ」

　遠くにちらちらと松たい明まつの灯りが見えた。その数は十はあるだろうか。徐じよ々じよにだが近づいてきている。

　けれど馬車の速度は限界だ。どんなに急がせても、じきに追いつかれてしまう。不安が若夫婦を押し包んだ時、ついに悲劇は起こった。倒とう木ぼくに馬車の車輪が乗り上げてしまい、大きく傾かしいだ馬車はそのまま転倒してしまったのだ。

　額ひたいに血を滲にじませながら、それでも夫は何とか馬車から抜け出し、妻と子供を助け出す。哀あわれにも御者は、馬車の下した敷じきになって息絶たえていた。自由になった馬は、もう遠くに逃にげてしまっている。歩くしか追っ手から逃のがれる方法はなくなった。

「歩けるか？　捕つかまったら最後だ、急いで……」

　妻の体からも、血が流れている。どうやらどこか傷つけたらしい。それでも気き丈じように歯を食いしばり、妻は赤ん坊を抱いて、夫と共ともに夜の森の中を歩き始めた。

　遠くから狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえる。血の臭においに気が付いたのだ。夫は急いで銃じゆうを取りだしたが、扱あつかいになれていないのか、何度も射しや撃げき動作を確認しなければならなかった。

　しばらく歩いたら、二人ともすっかり息が荒あらくなっていた。こんな森の中など、歩いたことがほとんどないのだ。何度も倒木に足を取られ、気が付けば自分たちがどこに向かっているのかも分からなくなっていた。

　そんな時、二人は信じられないものを見た。

　黒のマントに身を包んだ若い男が、いきなり目の前に現れたのだ。

　黒髪かみのその男は、中に着ているものもすべて真っ黒で、まさに闇やみを切り抜いて人型にしたかのようだった。黒いはずの瞳ひとみは、獣けもののように赤く見える。

「無理だ。諦あきらめろ。この先にはとても進めない」

　嘲あざ笑わらうような声に、夫は妻を庇かばい、震ふるえる手で銃口を男に向けた。

「何者だ。バジェット将軍の手の者かっ？」

「いや……」

「な、なら、死に神かっ？」

「そうだな。そうかもしれない。そんな血の臭いをさせて、ふらふら夜の森なんかを歩いているからいけないんだ」

　男が黙だまると同時に、狼の遠吠えが近づいて来るのが分かった。さらに耳を澄すませば、馬の嘶いななきすら聞こえてくる。

「か、金なら払う。私たちを助けてくれ」

　夫の懇こん願がんに、男は冷たく首を左右に振った。

「その傷じゃ無理だ。狼の群むれが近づいている。俺おれも狼は苦手でね」

「せ、せめて妻だけでも」

　ところが妻は、ふらふらとしたと思ったら、その場に倒たおれてしまった。

「もったいない……まだ命のあるうちに、楽にさせてあげようか」

　男の姿すがたが一いつ瞬しゆん消えた。と、同時に、男は妻の上に覆おおい被かぶさっていた。

「な、何をするんだっ」

　急いでその体から男を引き離そうとした夫は、振り返った男の口が血で汚よごれ、鋭するどい牙きばが覗のぞいているのを見て思わず叫さけんだ。

「か、神よ……お助けください」

「無む駄だだ。本当に神がいるなら、俺たちみたいに呪のろわれた者が、こうして夜を歩いていることを許ゆるさないだろう。そう思わないか？」

　血ち塗ぬられた唇くちびるを舐なめながら、男が近づいてくる。

　撃うたなければ、そう思うのに、夫の手はまるで操あやつられているかのように動かず、逃げ出すこともできなかった。

「狼、追っ手？　どっちに捕まったほうがいいと思う？　それとも魔物か……」

「……」

「魔物にしておけ。そのほうが苦しみは少ない」

　鋭い牙が喉のど元もとに食い込む瞬間、夫は神の使いを見たような気がした。

　金色の髪をした天使は、なぜか魔物と同じ黒いマント姿で近づいてくる。救いを求めて手を差し伸のべたけれど、その手に触れる前に、若い夫の命は尽つきていた。
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　神という概がい念ねんを創つくり上げたものが人間でなかったら、その姿すがたはもっと違ったものになっていただろう。たった百年しか生きられない人間が、自分たちの少ない知識を寄せ集め、理想の姿を創ったのが神だから姿が人に似ているだけだ。

　もし世界が魔物だらけだったら、魔物の王こそが神になっていたに違いない。だったら自分は、神の一人になれるかもしれない。

　そんなことを考えながら、ジュリアン・ザビエルは邸やしきの望ぼう楼ろうから、夜の世界をじっと見つめていた。

　暁あかつきを忘れてからすでに三百年、この世ではジュリアン・ザビエル侯こう爵しやくという名を持っているが、その体は異い形ぎようのものだ。

　血を命の糧かてとし、陽ひの光を何より恐おそれる。鳥のように飛べ、狼おおかみのように戦えるが、その姿は宗教画に描えがかれる天使のように美しく、決して老おいることもなければ傷つくこともない。

　美しいジュリアンは、金色の髪と金茶の瞳ひとみを持っている。男にしては色白で、紅べにを塗ぬっているかのように見える唇くちびるから発する声は、糖とう蜜みつのように甘あまかった。

「んっ？　あれは……」

　遠くにちかちかと灯あかりが瞬またたいているのが見えた。人間の何倍もの聴ちよう力りよくを使い、この森にいつもはない音を探る。

　夜だというのに、全力疾しつ走そうで駆かけ抜けていく馬車、それを追おう十数騎き。

「何があったんだ……それにしてもブルムは遅いな」

　友人のブルムが今こ宵よいは訪たずねてくるはずだった。なのに訪おとずれた気け配はいはない。

「寄り道かな……。だったらまずい……」

　聴力を高めていたことを、次の瞬間、ジュリアンは後こう悔かいした。馬車が横おう転てんする音、そして御ぎよ者しやの断だん末まつ魔まの悲鳴まで、聞きたくもないのに聞いてしまったのだ。

　赤ん坊が泣いている。か細い泣き声に被かぶせるように、母親があやす声まで聞こえた。

「こんな夜に……狼がいる森で……」

　すぐに狼の遠とお吠ぼえが始まる。続けてジュリアンは、血の臭においを嗅かいでいた。

「怪け我がをしているようだな。助けてやるべきか……それとも、運命にすべてを委ゆだねるべきか」

　放って置いたら、すぐに狼の餌え食じきになってしまうだろう。けれどこの森には、狼の餌えさになるようなものは豊ほう富ふにある。木々を食い荒あらす鹿しかや、多産の猪いのししがいるのだ。何も傷ついた人間の親子を狙ねらうことはない。

　助けてやるべきだと思ったジュリアンは、望楼から飛び出そうとしてはっとした。

「ブルム……何てことだっ、あいつがいることを忘れていた」

　急いでジュリアンは飛び出す。けれどその耳には、悲ひ痛つうな若い男の声が聞こえてきた。

「やめろ、ブルム。やめるんだっ！」

　思し念ねんを送った。いつもならすぐに伝わるのに、ブルムからは何も返ってこない。血を吸うことを楽しんでいる最中だからだ。

　急いで血の臭いのする場所まで飛んで行ったが、すんでのところで間に合わなかった。若い男の差し出した手を握にぎる間もなく、男はブルムに血を吸われて絶ぜつ命めいしていた。

「ブルム、何てことをするんだっ。邸やしきに来れば、いくらでも用意してやるのに」

　怒おこるジュリアンを、ブルムはゆっくりと振り返る。

「羊ひつじの血を混まぜた、使用人の血だろ？　ジュリアン、よくあんなまずいもんで我が慢まんできるな。こいつらは本物の貴族だ。極ごく上じようだったよ」

　満足そうに笑わらうブルムは、ジュリアンを慰なぐさめるようにさらに言った。

「それにこいつら、ほっといても死ぬ運命さ。追われてるようだし……奥おく方がたはひどい怪け我がだった。あれでよく歩いていたもんだ」

　横たわる妻つまのドレスの腹部が、真っ赤に染そまっている。けれどその腕うでは、まだしっかりと赤ん坊を抱いていた。

　追っ手はすでにかなり近づいてきている。彼らが狙ねらっているのは、ブルムに襲おそわれた若夫婦であることは確かだった。

「どうする、ジュリアン。少ししか血はないが、デザート代わりにどうだ」

　ブルムは弱々しく泣いている赤ん坊を抱き上げ、ジュリアンに差し出した。それをジュリアンは奪うばい取り、慣なれない手つきであやし始める。

「いい子だ。もう恐おそれることはないよ。安心していい。助けてあげるからね」

「はっ？　助けてどうするんだ。親もいないし、乳ち飲のみ子ごだぞ。血がいらないんなら、そのへんに転がしておけよ。狼がメインディッシュにしてくれるさ」

「ふざけるな、ブルム。可か哀わい想そうに……親を亡なくして、お腹なかも空すいてるだろう」

「……ジュリアン。いい加減に自分が魔物だって認めろよ。そのまま助けても、何年後かにはおいしいレディになっちまうだけだ。たまたま襲おそった相手がその子だったら、どうするんだ？　ああ、それともほどよく育ててから、戴いただくつもりなのかな」

　冗じよう談だんのように言い続けるブルムの腹を、ジュリアンは片手で強く殴なぐった。

「人間はただの餌なんかじゃない。もっと尊そん重ちようしろ、ブルム」

「また始まった。どうにかしろ、その人じん道どう主しゆ義ぎ」

　どう非ひ難なんされようと、ジュリアンの魂たましいは三百年が過ぎてもまだ人間だった時のままの優しさを持っていて、そうそう変わることはなかったのだ。

「それよりブルム……追っ手が来るぞ」

　荒い息の音、興こう奮ふんした汗あせの臭い、そんなものがどっと押し寄せてきて、ジュリアンは思わず腕に抱いた赤ん坊をしっかりと胸元に引き寄せていた。

「ああ……生あい憎にくと二人分の血を戴いた後では、あまり食欲も湧わかないな。しかも……下品な臭いだ。俺の好みじゃない」

「だったらブルム、すぐに私の邸に帰ろう。揉もめ事はたくさんだ」

「そうだな……それでは王おう弟ていご夫妻、永遠に覚さめない……よい夢を」

　ブルムは芝しば居いがかった仕し草ぐさで、若夫婦の亡なき骸がらに礼をした。

「何だって……」

　急いでジュリアンは、ブルムの脳のう裏りに渦うず巻まいていることを読み取った。

「王弟……ガルデン公こう爵しやく夫妻なのか？」

　公爵の残ざん留りゆう思念が、ジュリアンの脳裏で再現されている。どうやら反乱によって、国を追われることになったらしい。

「国王は殺されたようだな。ジュリアン、おまえも一応貴族なんだろ？　これからいろいろと面めん倒どうなことになりそうだぞ」

「人間界の揉め事に巻き込まれたくない」

「そう言いながら、その腕にしっかり抱いてるのは何だ。置いていけよ。やつらの狙いは、王の一族なんだから、その子も含ふくまれてるってことだろ」

「……」

　赤ん坊の意識を読み取るのは難むずかしい。はっきりしているのは、ジュリアンに抱かれているこの赤ん坊は、安心しきっているということだけだった。

　だから母親から引き離されても泣いていない。紫むらさき色いろの瞳ひとみをしっかり見開いて、ジュリアンのことをじっと見上げている。

「無理だ……捨ててはいけない」

「おまえの大嫌いな、人間との揉め事になっても俺は知らないからな」

　ブルムに答えるより早く、ジュリアンは飛び上がっていた。

　空を飛ぶといっても、鳥のように長時間飛べるわけではない。木の枝に足を乗せて、飛び跳はねていくような感じだ。それでも人間の跳ちよう躍やく力とは、比くらべようもないほど高く飛び上がれる。

　黒いマントを翻ひるがえし、ジュリアンは城に向かって飛び続ける。その後をブルムも付いてきた。

　追っ手も空を飛ぶものたちには気付かないようだ。松たい明まつは転倒した馬車の辺あたりで揺ゆれている。これから獲え物ものを奪われたくない狼たちと、ちょっとした小こ競ぜり合いになるのだろう。
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　何でこの赤ん坊は、魔物である自分を恐おそれないのだろう。

　城に戻もどったジュリアンは、不ふ思し議ぎな思いでじっと赤ん坊を見つめた。

「母親でなくても、安心しているのはなぜだ？」

　ジュリアンの疑問に、ブルムはすぐに答えた。

「貴族は自分で子供を育てたりしないからさ。別に抱いてくれるのが母親でなくてもいいんだ。ジュリアンだって乳う母ばに育てられたんだろう？　もう忘れたか？」

「そうだな。さすがに三百年以上も前のこととなると、よく覚えていない……」

　美しかった母の姿が、一瞬、ジュリアンの脳のう裏りを過よぎった。魔物となってからは会うこともなかったが、その美しい姿は絵画に残されていて、今でも常じよう時じ見ることができる。

「きっとあの母親は、追われていたから不安で一いつ杯ぱいだったんだろう。そんな人間に抱かれているより、おまえのほうが安心なのさ」

「そんなものかな」

　ピンク色の産うぶ着ぎを着せられているから、女の子なのだろう。王弟の娘だけに、レースやリボンの付いた豪ごう華かなものだ。肌はだの色いろ艶つやもよく、大切に守り育てられていたようだ。

「人間の子供なんて、どうやって育てたらいいんだろう？」

「アルフォンソに任まかせろ。人間の執しつ事じなんてものを雇やとっているのは、こんな時には便利だな」

　ジュリアンが呼ぶまでもなかった。執事のアルフォンソが、音も立てずに部屋の入り口に立っていた。

「ご主人様、お出掛けでしたか？」

　頰ほおに大きな傷のあるアルフォンソは、三十歳になったばかりの茶色の髪かみをした男だ。いつも暗い表情で、笑顔などジュリアンは未いまだに見たことがない。笑ったらかなりいい男なのだろうが、笑うことを忘れてしまっている。それは過去に辛つらい事情があったからだ。

　五年前からジュリアンの城で働いているが、やはり森の中で怪け我がをしていて、狼おおかみの餌え食じきになりそうだったところを、ジュリアンに助けられたのだ。

　アルフォンソはジュリアンの正しよう体たいを知っている。それでも忠ちゆう実じつにジュリアンに仕つかえていた。人の心が読めてしまうジュリアン相手に、アルフォンソは噓うそをつけない。だからこの忠誠心は本物なのだ。

「ブルム様、ようこそ……」

　慇いん懃ぎんにブルムに挨あい拶さつしたアルフォンソは、初めてジュリアンが抱いているものに気が付いた。

「これは？」

「アルフォンソ、おまえの主あるじの人じん道どう主しゆ義ぎをどうにかしろ。この城は、ジュリアンが助けた人間たちで、ただでさえ大おお所じよ帯たいなのに、今度は赤ん坊だぞ」

「……失礼いたします」

　アルフォンソはジュリアンの腕から、赤ん坊を受け取る。その様子は慣れていて、ジュリアンとブルムは同時に、アルフォンソがかつて自分の子供を、その腕に抱いたことがあるのを知った。

　子供と妻つまを失うしなった哀かなしみだけが、アルフォンソの心からふつふつと沸わき上がっているのが感じられた。

「生後、半年ほどでしょうか。まだ乳ちちが必要でしょう。明日には、乳母を捜さがしてまいります」

「おい、アルフォンソ。どこで拾ってきたとか聞かないのか？　まぁ、ジュリアンには、子供を作ることなんてできないって知ってるだろうが、少しは疑うたがったらどうだ？」

　ブルムがおかしそうに言うと、アルフォンソはじっと赤ん坊を見つめたままで答えた。

「ご主人様は、意味のない人殺しなどなさいません。赤ん坊だけ連れ帰ったということは、親はすでに亡なくなっているのでしょう。狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえましたし……」

「何もかもお見通しか。利り口こうな人間というのは、説明する必要もなくて便利だな」

　皮ひ肉にくなことにアルフォンソの脳のう裏りに、この子の両親を殺したのはブルムなのかと疑問が浮うかんでいた。すぐにそれを察さつしたブルムは、アルフォンソの肩かたを叩たたいて苦にが笑わらいする。

「追われていたし、奥おく方がたはひどい怪け我がをしていた。俺がやらなくても、別のやつらが命を奪うばっただろう。今回のことで非ひ難なんはされたくないね」

　ブルムの言い訳に、ジュリアンは眉まゆを顰ひそめる。

「せめて父親だけでも、助けることはできたはずだ」

「ああ、そうかい。だがな、余よ計けいなことをすると、ジュリアンの嫌きらいな揉もめ事ごとに巻き込まれて、自分の身を危あやうくすることになるんだぞ。二百年、おまえとは付き合ってるが、いい加減に自分が何なのか自覚したらどうだ。人間はな、愚おろかで弱い生き物だが、敵てきに回すと厄やつ介かいな相手だからな」

　怒おこったのか、ブルムはそのままジュリアンの部屋から出て行ってしまった。

　ブルムの怒いかりの理由は分かる。自分に第二の命を与えてくれた主を、人間たちによって消されてしまったからだ。ジュリアンが同じような目に遭あうことを、ブルムは友人として心配してくれているのだろう。

「そうだな……私にできたことは、この子を狼から守ることだけだった」

　アルフォンソに抱かれた赤ん坊は、そろそろぐずりだした。空くう腹ふくが耐たえきれなくなってきたようだ。

「どうしたらいい、アルフォンソ？　お腹なかを空すかせているみたいだ」

「今夜は山や羊ぎの乳を温めて与えてみましょう。明日には、身持ちのいい、乳母になれそうな者を捜しますので」

「そうしてくれ……それと……もう分かっていると思うが、日中はその子の面めん倒どうをおまえが見てくれると嬉うれしいのだが」

「はい、ご主人様。お任せください。ですが、ご主人様、もしこの子のことを捜す者が訪たずねてきたら、どう答えたらよろしいのでしょう」

「私の娘だと言えばいい」

　ジュリアンはそう答えたものの、妻つまもいないのにいきなり子供だけいるのは不自然ではないかと思った。そこで思案を巡めぐらせる。

「こうしよう。亡くなった愛人の子供で、私が引き取った。どうだ？」

「……では、姫様の名前は、何とお呼びしたらいいでしょうか？」

「名前か……」

　ジュリアンは再びアルフォンソの腕から赤ん坊を受け取り、じっと目を見つめる。するとそれまでぐずっていたというのに、赤ん坊はジュリアンを見てにこっと微笑ほほえんだ。
















　忘れかけていた温かいものが、ジュリアンの心を包み込んだ。それと同時に、微かすかに赤ん坊の中で不ふ明めい瞭りような言葉が響ひびいた。

「んっ……アンナ？　カンナ、ハンナだろうか……きっとそう呼ばれていたんだろうな。では、アンナと名付けよう……アンナ、愛らしい姫君、我わが邸やしきにようこそ……」

　アンナの全身から、笑っているような感情が伝わってくる。それがジュリアンの心を明るくさせていった。思わず口元に笑みが広がっていく。

「アルフォンソ、どうやら彼女は私に夢中のようだ。笑っている」

「きっとご主人様の優しさが、よく分かるのでしょう」

「不思議だな。私は……血を飲み、太陽を恐れる魔物だというのに……」

　夜には最強になれる魔物だ。ジュリアンはこれからはずっと、アンナを闇やみの恐きよう怖ふからは守ってやれると思った。だが昼には、全く無力になってしまう。

「子供は……太陽に愛されて育つものだ……。アルフォンソ、アンナにはせいぜい昼間の世界を楽しませてやってくれ」

「はい……」

　ジュリアンがアンナの頰ほおに触ふれようとしたら、その指を小さなアンナの手が握にぎった。

「分かるのか、アンナ？　そうだよ、これからは私が君の保護者だ。大切に守って育ててあげるからね」

　魔物の父親なんて欲しくない。そんな生なま意い気きなことをアンナは考えもしない。ひたすら純じゆん粋すいに、ジュリアンを慕したう思し念ねんが伝わってくる。

　二人の愛は、こうして始まったのだ。
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　翌よく日じつ、アルフォンソは約束どおり、健康そうな若い女を乳う母ばとして連れてきた。生まれて間もない我わが子を亡なくしたばかりで、悲ひ嘆たんにくれていたところを城に呼び出されたのだ。

　乳母はアンナを一目見て、ぱっと顔を輝かがやかせた。その愛くるしい笑え顔がおに、一いつ瞬しゆんで惹ひきつけられたのだろう。

　高額な支し度たく金きんが与えられ、毎日、馬車での城への送そう迎げいが約束された。城内にいる早朝から夕方まで、おいしい食事をたっぷりと与えられ、アンナの世話をすればいいだけだ。これ以上のいい話はない。

　日にち没ぼつとなって目覚めたジュリアンは、綺き麗れいに洗われ、乳ちちをたっぷり飲んで満ち足りたアンナをその腕に抱かせられた。

「ありがとう、アルフォンソ。よく面めん倒どうを見てくれた」

「いいえ、ご主人様。当たり前のことをしただけです。それより……日中、国軍より使者がまいりました。どうしても直接ご主人様とお話ししたいそうで、夕ゆう刻こく再びいらっしゃるそうです」

「そうか……もう聞いているだろう？　陛へい下かが討うたれた。相手はバジェット将軍……反乱だ」

「やはり、噂うわさは本当だったのですね」

　アルフォンソの脳のう裏りに、日中、通いの行商人が血けつ相そうを変えて報告している場面が渦うず巻まいている。首都は大変なことになっていて、バジェット将軍に刃は向むかう者は、すべてその場で兵たちによって斬きり殺されたという。

「温厚ないい王だったのに……残念なことだ」

　けれどあまりにも優しすぎたため、国軍の暴走を止めることができなかったのだ。そのために反はん旗きを翻ひるがえされることになり、あっさりと命を失うしなってしまった。

「ご主人様……その姫は……もしかして」

「そうだ、アルフォンソ。おまえが疑うたがっているとおり、昨夜森で儚はかなくなったのはガルデン公こう爵しやく夫妻だ。この子は王弟の娘、もし王族がすべて殺されたなら、スワンドール王国唯ゆい一いつの王位継けい承しよう者となる」

「……ご主人様、それはあまりにも危険ではないかと」

　やはりアルフォンソも、ブルム同様ジュリアンの身を案じていた。

「そのとおりだ。普通の貴族が匿かくまったら、とても面倒なことになるだろう。だが安心しろ、私はこれでも魔物なのでね。そう簡単に、やつらのいいようにはさせないから」

　まだ言葉にならないのに、アンナは口をもごもごと動かして、意味のない声を出している。赤ん坊なりに、精せい一いつ杯ぱいジュリアンに話し掛けているつもりなのだ。

　その無む心しんな様子を見ていたら、反逆者の手に渡してあっさりと殺させるわけにはいかないと思えてくる。

「ブルムに下へ手たな手出しをせずに、大人おとなしくしていてくれと伝えてくれ」

　まだふて腐くされているのか、顔を出さないブルムのことを心配して、ジュリアンはアルフォンソに頼み込んだ。

　数頭の蹄ひづめの音が聞こえる。ジュリアンがアルフォンソにアンナを渡すと、それまで大人しかったアンナがいきなりぐずりだした。

「アンナ、お願いだ。しばらくいい子にしていておくれ。私からアンナを奪おうとする者と、戦わなければいけない」

　そうジュリアンが話し掛けると、アンナは再び大人しくなって、自分の手を口元に持っていって吸い始めた。

「いい子だ、アンナ。君が誰だれの子供かなんて関係ないんだよ。私は……ただ、君を助けたいだけなんだ」

　アルフォンソはすぐに、小さな揺ゆりかごにアンナを寝かしつけると、来客を出で迎むかえるために部屋を出て行く。ジュリアンもタイの結び目をしっかりと直し、人らしく見えるように身なりを調ととのえた。

　ジュリアンは目を閉じる。そして来訪者に向けて意識を集中した。

「貴族なのに、貴族を憎にくんでいる……ややこしいやつらだな」

　部屋にいながらジュリアンは、アルフォンソが一いつ行こうを出迎えている様子を見ていた。そして頃ころ合あいを見み計はからって、階下の入り口ホールへと下りていく。

「日中は外出していて失礼した。何か、私に話があるとのことだが」

　ジュリアンが階段に姿を現し、ゆっくりと下りていくと、国軍の兵の間に言葉にならない動どう揺ようが広がる。どう身分を偽いつわろうと、異い形ぎようの者であることを、人は本能で感じるのだ。そして畏い敬けいの念を抱く。

　けれどあからさまに追及するような愚おろか者はいない。

　その正体を見破ろうなどとしてはいけないと、思わず身を引いてしまうのだ。

「国軍中将、アベル・カムイと申します。ザビエル侯こう爵しやく、我が国の全権は、国軍が掌しよう握あくいたしました」

　まだ若い中将は、ジュリアンが狼狽うろたえるのを期待している。けれどジュリアンは、軽く期待を裏切ってやった。物もの憂うげに頷うなずいただけで、それ以上何も追及しなかったのだ。

「明日、宮中にて新政権樹立の会議が行われます。ご出席賜たまわりますよう」

「残念だが……私は重じゆう篤とくな病やまいに罹かかっているので、宮中に伺し候こうすることは適かなわない」

「では……今後の処しよ遇ぐうがどう決まろうと、異論がないと署名にサインを戴いただけますか？」

　ジュリアンが近づいていくと、中将は焦あせりだす。甲かつ冑ちゆうを纏まとい、完全に武装しているというのに、その全身から冷や汗が噴ふきだしていた。

「簡単にサインはしたくない。今後、貴族に対してどのような処遇がされるのか。領地をすべて没ぼつ収しゆうとでもなったら、隣りん国ごくに避ひ難なんしなければいけなくなりそうだな」

　中将の周りをゆっくりと歩きながら、ジュリアンは中将の意識を探る。ここで刃向かえば、たとえ貴族といえども斬り殺していいと、すでに指令が出ているようだ。

「それと……ザビエル侯爵。昨夜から今朝にかけて、誰かが森で赤ん坊を拾わなかったでしょうか。もしそのような情報をお持ちなら、ただちにお知らせください」

　本当はこの城を徹てつ底てい的てきに調べろと命じられている。なのに中将は、ジュリアンの金茶の瞳ひとみに見つめられただけで、身動きできなくなっていた。

「赤ん坊？　この森には狼おおかみが多数棲せい息そくしている。気の毒どくだが、乳ちち臭くさい赤ん坊なんてすぐに狼の餌え食じきになってしまうだろう」

「そうですね……」

「そうだよ、どこの赤ん坊か知らないが、狼が食べてしまったんだ……」

　低くジュリアンが囁ささやくと、中将はこくこくと頷いて同じように繰くり返した。

「狼が食べてしまった……。そうだ、食べてしまったんだ」

「ああ、そうだ。赤ん坊なんてどこにもいない。だからこの城を探ろうとしても無む駄だだ」

「無駄だ……ここにはいない」

　ジュリアンに心を操あやつられているなど気付かないまま、中将は同じ言葉を繰り返す。周りにいる兵たちも、同じようにジュリアンの言葉をただ聞いていた。

「では、もう何の問題もない。こんな辺へん境きようの地にいる、病に冒おかされた貴族なんて、バジェット将軍の敵にはならない……。このまま放置しておいても構わないんだ」

「そうだ……放置で構わない」

　中将の肩をジュリアンは軽く叩たたく。すると中将は、はっとして我に返った。

「失礼いたしました。では、明日の会議には欠席なさるということで、よろしいのでしょうか？」

「代理の者を行かせる。その者に会議での発言権はなくてもいいが、会議の内容をしっかり聞き取らせ、後にバジェット将軍には書簡で返答するので、よろしくはからってくれ」

「畏かしこまりました……」

　きっと他の貴族の前では、もっと高圧的な態度に出るのだろう。相手がジュリアンだったから、今までどおり貴族に対する敬けい意いを失うしなっていないだけだ。

　この城を出た途と端たんに、貴族に対する嫌けん悪お感かんが増すのははっきりしていた。

「中将も貴族なのに、なぜ貴族を憎む。すべての貴族が、領民から搾さく取しゆするだけの愚おろかな統治者ではないのに」

「えっ……私のことをご存ぞんじですか？」

「男だん爵しやく家の四男か。家か督とくを譲ゆずられる可能性も少なく、国軍に志願したのだろうが、家族に対する不満を貴族社会への不満に置き換えるのは、問題の核かく心しんから逸それているように思うが」

　ジュリアンは、思わず説教臭い言い方をしてしまった。

　三百年も生きてしまった。その間、肉体は年老おいることはなくても、知識や経験値は増していく。人間の愚かさを知れば知るほど、哀かなしみは増すばかりだった。

「バジェット将軍の元で忠誠を示しめしたからといって、必ずしも望むような出世はないかもしれない。血で塗ぬり替えた世界が、平和であるとはいえないだろう。王にどれだけの非があったのか、後々よく考えてみるといい」

「……そ、それは……」

　中将は震ふるえる手で剣を握った。ジュリアンの発言は、今なら許ゆるされないものなのだ。即そく座ざに反抗する貴族を切り捨てるにはいい口実だと思えたが、やはり中将にはできなかった。

「も、森で、赤ん坊の産着でも見かけたら、ただちにお知らせください。まさか狼も、産着まで綺き麗れいに食べるようなことはしないでしょうから」

　それだけ言うと、中将は踵きびすを返して去さっていく。その後を兵たちが、慌あわてて追っていった。

「生きたってせいぜい百年なのに、なぜそんなに権力に固こ執しつする。愚かなことだ」

　王を殺して玉ぎよく座ざに座ったものの、その後バジェット将軍に平安は訪れるだろうか。罪亡き者を殺したことで、罪悪感だけが残るに決まっている。

　ジュリアンにとって、人間世界の揉もめ事などどうでもいいことではあったが、城の領主でいられなくなるといろいろ不便になる。できることならこのまま平和に暮らしていきたかった。

　部屋に戻ると、いつの間に起きたのか、ブルムがアンナの相手をしていた。

「何をしてるんだ」

「遊んでるんだよ。面おも白しろいな、赤ん坊って。何も考えてないんだぞ」

　ブルムはいつも黒い服ばかり着る。今夜も黒のシャツ一枚に、黒のズボンというスタイルだ。髪も黒いから、顔と手だけが異様に白く浮き出て見えた。

「若い男が大勢来ていたな。中に一人、上品な匂においがした……」

　アンナを膝ひざに乗せてあやしながら、ブルムはうっとりした口く調ちようで言う。

「やめてくれ。バジェット将軍の使いの者だ。後々問題になる。狙ねらわないでくれ」

　ブルムの貴族好きには、いつも手を焼やく。ジュリアンから見れば、皆みな同じ人間なのに、ブルムは貴族ばかりを襲おそいたがるからいつもトラブルが絶たえないのだ。

「ご主人様……ご用意いたしました」

　そこにアルフォンソが、赤い液体の満たされたグラスを二つ持ってきた。

「ありがとう……アルフォンソ」

　ジュリアンはそのグラスを見つめて、ため息を漏もらした。

　自みずから望んで、こんな呪のろわれた身になった。そのことで後こう悔かいするのは、いつでも食事の時間だ。

　ブルムのように吸血鬼らしく、人を襲って飢うえを満たせればいい。なのにジュリアンは、三百年経たっても未いまだに上う手まくできない。

　森で迷まよった者、家族を失うしない行き場のない者、大勢の使用人のほとんどがそんな人間だが、ジュリアンは彼らから血を貰もらい、羊ひつじの血を混ぜてどうにか飢えを凌しのいでいた。

　難病に冒おかされていて、治すために生しよう涯がいを賭かけて血の研究をしているというのが、血を貰う口実だ。使用人の中には、疑う者もいるだろう。だがジュリアンは使用人に優しく、食べ物も豊富に与えているので、文もん句くを言う者はいない。

　多少疑いの気持ちを抱いても、ジュリアンが軽く頸けい動どう脈みやくに触れ、耳元で何か囁ささやくと、途と端たんに疑いは消えてジュリアンを信頼するようになってしまう。

　吸血鬼の力は、身軽に動き回れるだけではない。何よりも優すぐれているのは、人の心が読め、自じ在ざいに操あやつれることだった。

「アルフォンソ、俺のは羊なんて混ぜてないだろうな」

　ブルムに言われて、アルフォンソは頷うなずく。

「羊は混ぜておりませんが、今こ宵よいは羊飼いのものです」

　真ま面じ目めにアルフォンソが答えたのに、ブルムはそれが冗じよう談だんだと受け取ったのか、楽しそうに笑いだした。

「そうか、ジュリアンが飼かってる羊を世話する羊飼いは、今夜も羊の肉をたっぷり食べて、俺たちに血を提供してくれるわけか。この邸では、ジュリアンのために毎晩のように羊が犠ぎ牲せいになるが、みんなでそれをおいしく食べてるんだし、実に無む駄だがないな」

「私も戴いております。当家の羊は、とても美び味みでございます」

　ジュリアンの資産は、広大な牧草地とそこで育てられた羊や牛だ。羊毛と羊肉、牛肉とミルクが主おもな収入源になっている。さらに領地の農民から納められる租そ税ぜいと、羊毛を使っての繊せん維い工場からもかなりの収入があった。

　もしこれらを奪われたら、安全な生活が脅おびやかされる。

　光を避さけて安眠するためには、この古びた邸はどこよりも最適だ。ここでの生活を奪われたら、日中は教会の死体安置所で眠り、夜になったら誰彼構わず襲わなければいけなくなるのだ。

「バジェット将軍は、貴族からも奪うだろうか」

　ブルムの手からアンナを取り上げながら、ジュリアンはため息を漏らす。

「さあな。利り口こうなやつなら、貴族から領地を奪わず、これまでどおり税を徴ちよう収しゆうするだけで済ませるだろう。だが変に権勢欲があると、何もかも独ひとり占じめしたがるからな」

　アンナはジュリアンの金の髪を摑つかみ、嬉うれしそうに笑っている。その様子が愛らしくて、ジュリアンは思わず微笑んでいた。

「ジュリアン、で、その子はいつになったら食べるんだ？」

「冗談でもそんなことを言うな」

　本気でジュリアンが怒おこると、新しん鮮せんな血を飲み込んだばかりで真っ赤になった口を開いて、ブルムは笑いだす。

「本気で子育てなんてするつもりか？　こんな世の中で？　バジェット将軍がとんでもないクソ野郎だったらどうするんだ」

「何があってもこの子は守る。いずれ成人したら……」

「がぶりと頸動脈に食いつくか？」

「ふざけるなと言っただろ」

　ジュリアンの怒りに怯おびえたのか、アンナは弱々しく泣きだす。すぐにジュリアンは、人間たちが赤ん坊をあやす動作で、アンナをしっかり抱えて揺すり始めた。

「アンナ、ごめんよ。君に怒ったんじゃないんだ。だからいい子でいなさい」

　ジュリアンがあやすと、途端にアンナは笑いだす。

　まるで真まっ新さらな布に、水を染み込ませるように、アンナはジュリアンが捧ささげる愛情を吸い取っていく。

　愛しさが溢あふれた。愛なんて感情は、とうに見失ったと思ったのに、無む垢くなる者は無心に愛を受け取るから、捧げずにはいられない。

「嫌いやな時代になりそうだな。だけど俺にはありがたい。貴族が大勢死んでも、疑われることは少ないからな。ジュリアン、明日、首都に行ってみようか」

「やめておけと言っても、ブルムは行くんだろうな」

「ああ、騒そう乱らんは大好きだ」

　ブルムはすでに行く気になっている。ジュリアンはそんなブルムから、情報が得られるだろうと期待した。

「だけど本気でその子を育てるつもりか？」

「いけないか？」

「いけないね。十歳にもなれば、俺たちの秘密に気が付くだろう。自分が餌えさとして飼われていると思ったら、どんなに意識を操そう作さしても、誰かにばらすぞ」

「そんなことにはならない。年頃になったら、さっさと嫁とつがせる」

　言ってしまってから、ジュリアンは悲しくなる。

　美しい犬や猫を飼っても、すぐに儚はかなくなってしまう。十年なんて、異い形ぎようの者たちにとっては一瞬だからだ。

　アンナもあっという間に育ってしまい、いつかジュリアンの前から去っていくのだろう。

　誰かに嫁ぎ、子を産うみ、静かに老いて、いずれは儚くなってしまう。

　それでもいい、今は精せい一いつ杯ぱいこの子を愛そうと、ジュリアンは決めていた。
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　そして五年の月日が流れた。

　ジュリアンによって助けられたアンナは、黒髪に紫むらさきの瞳ひとみを持つ、利り発はつで美しい少女に育っていた。

　日中は、アルフォンソと乳う母ばが養育に当たっている。そして今日、新たに家庭教師が加わった。元は伯はく爵しやく家けの令れい嬢じようだった、イボンヌ・ハードレーだ。国王を惨ざん殺さつし、新たな支配者となったバジェット将軍に刃は向むかったため、ハードレー伯爵は処しよ刑けいされ、爵位も剝はく奪だつされた。

　領地も資産もほとんど没ぼつ収しゆうされたイボンヌは、亡なき母から譲ゆずられた僅わずかの宝石類とドレス数着、そして名めい工くの手によるピアノを携たずさえて、ジュリアンの城にやってきたのだ。

　だが城でイボンヌを出で迎むかえたのは、執しつ事じのアルフォンソと幼おさない姫君だけだった。

「こんにちは、レディ・ハードレー。イボンヌと呼んでもよろしくて？」

　五歳とは思えないはきはきとした様子でアンナから挨あい拶さつされ、イボンヌは表情のあまりない顔に微かすかに笑えみを浮かべる。

「はい。では私は、アンナ様とお呼びしてもよろしいでしょうか？」

「ええ……」

　にこっと微笑ほほえむアンナの顔は、どこか他の子供たちとは違った気品に溢あふれている。イボンヌも何となくこの子は普通の子供とは違うと感じた。

「ピアノをご教授するように、侯こう爵様からご依い頼らいされました。簡単な楽がく譜ふの読み書きは、もうおできになられるそうですから、これからはもう少し難しいものもお教えしましょう」

　緊きん張ちようした様子で言うイボンヌに、すぐにアンナは近づいてきて、その手を握にぎってくる。

「イボンヌ、ここにいれば安心よ。もう誰も、イボンヌを苛いじめないわ。お父様が守ってくださるから」

　アンナの言葉に、イボンヌは口元を歪ゆがめる。泣きたくなってしまったけれど、幼いアンナの前でいきなり泣きだすようなことはしたくなかった。

「お父様は病気なの。だから昼間は寝ていらっしゃるの」

　ため息交じりに、アンナはイボンヌに訴うつたえる。

「お父様が大好き。なのにお父様とは、夕食の時と眠るまでのほんの少ししか会えないの」

　それがアンナにとってたまらなく寂さびしいことだというのは、イボンヌにもよく分かった。

「ご病気がよくなられるとよろしいですね。私も……父が大好きでした。今は……もう亡くしてしまいましたけれど……。こんなことになるのだったら、もっと父といられる時間を大切にしておきたかったです」

　五歳の子供に言っても分からないかもしれないのに、イボンヌは正直な気持ちを告白する。アンナはそれを聞いて深く頷うなずいていた。

「そうよね。私も、お父様とずっと一いつ緒しよにいたい。イボンヌもきっと、私のお父様のことを大好きになるわ」

　二人はそのまま音楽室に向かい、ピアノが運び込まれる様子を見守った。音楽室には、年代物のオルガンや弦げん楽がつ器きが幾いくつも置かれている。それらはすべて、ジュリアンが趣しゆ味みとして奏かなでているものだと、お茶の用意をしながらアルフォンソがイボンヌに説明してくれた。

　ピアノの調ちよう律りつを請うけ負おう職人が、時間をかけて仕事を開始する。その間、アンナとイボンヌは椅い子すに座すわり、お茶を飲みながら静かに待った。

「イボンヌもお母様がいないの？」

「はい……十年前に亡くなりました。その頃ころは悲しかったけれど、今となっては、こんな嫌いやな時代を知らずに済んで、母にとってはよかったと思っておりますわ」

「お母様を知っているんでしょ。羨うらやましいな。私はお母様を知らないの」

　茶色の髪に、同じ色の瞳のイボンヌは、ほんの少し前までは清せい楚そで美しい女性だった。それが父を失って以来、表情から輝かがやきは消え、陰いん気きな雰ふん囲い気きの女性になってしまっていた。

　だがそんなイボンヌも、アンナを見る目は優しくなり、自然と微笑みも生まれている。

「アンナ様のお母様は、きっと美しいかただったのでしょうね」

「ええ、絵で見たお母様、綺麗だったわ。でもね、お父様のほうがずっと綺麗なの」

　父親を愛するアンナの様子に、イボンヌはどう言葉を掛けたらいいのか困こまってしまった。

　すでに重い病と聞いている。

　まだ国王が生きていた頃、イボンヌも伯爵家の姫君として、王宮内での舞ぶ踏とう会かいに何度か出たことがあるが、一度もジュリアンの姿を見かけたことはなかった。余よ程ほどひどい病なのかと思えて、イボンヌはこの愛らしい姫君の行く末すえを心配してしまうのだ。

　イボンヌ自身、父という後うしろ盾だてを失って、とても苦労している。二は十た歳ちの時に、父が決めた婚こん約やく者しやは内乱時に殺され、その後婚こん姻いんの話は一つもなくなった。生しよう涯がい、独身でもいいから家か督とくを継つぐつもりでいたら、それすらできなくなり、イボンヌは行き場を失ったのだ。

　路ろ頭とうに迷まようとは、まさにこのことだろう。

　広大な屋敷も、首都にあった別邸も、所有する農地もすべてなくなった。貴族年金も受け取る資格はなくなり、後は宝石を売って暮らすしかなくなった時に、イボンヌはアルフォンソの訪問を受けたのだ。

『ザビエル侯爵が、姫様のために家庭教師を捜さがしておられます』、そう言ってアルフォンソは、邸での生活の保障と高額な給金を示しめした。

　このままでは安やす下げ宿しゆくに住むか、親しん戚せきを頼っていくしかない状じよう況きようだ。親戚は反逆者となってしまった伯爵の娘なんて引き受けたがらないに決まっている。自分たちまで反逆者だと疑われたくないからだ。

　イボンヌはジュリアンの厚こう意いを、ありがたく受け入れることにした。

　隣りん国ごくとの国境近くにあるジュリアンの邸は、生家の伯爵邸を凌しのぐ大邸宅だ。領地の中には羊飼いや農民のための住居があり、そこには大勢の健康そうな人たちが暮らしている。

　日々、荒こう廃はいしていく首都に住んでいたイボンヌにとって、ここでの平和そうな暮らしぶりは信じがたいものだった。

　この豊かなザビエル侯爵家の資産に、バジェット将軍が注目しないはずがない。いずれは何らかの理由をこじつけて、ジュリアンを反逆者に仕立て、すべてを奪うつもりではないかと、つい心配してしまう。

　いろいろなことを考えているうちに、ピアノの調律は終わった。そこでイボンヌは、アンナと二人並んで早さつ速そく練習を開始する。

　いつの間にか陽ひは陰かげり、燃えるような夕ゆう焼やけが風景の色を変えていた。邸内のそこここの燭しよく台だいに火が灯ともされ、夜を迎える準備が整ととのう。

「イボンヌ、もうすぐ夜ね」

　アンナは瞳を輝かせ、楽しそうに鍵けん盤ばんに指を滑すべらせていた。

「夜しかお会いできないというのに、アンナ様に十分な昼の時間を過ごさせていらっしゃるのは、とてもよいことだと思いますわ」

　太陽を浴あびない子供は、病気になると聞いていた。ジュリアンはしっかり子育てをしているのだろう。アンナは健康そうで、しかもかなり賢かしこい。

「明日、見せてあげるわね。私、子馬も持ってるのよ。イボンヌも馬に乗れる？」

「はい……乗れますわ」

「だったらお父様にお願いして、優しい馬を貰もらうといいわ。一緒に、馬に乗ってお散さん歩ぽしましょうね」

　唯ゆい一いつ問題があるとしたら、ジュリアンもアンナを溺でき愛あいしていて、望むままに何でも与えすぎることではないだろうか。このままではわがままに育ってしまうのではないかと、イボンヌはつい心配してしまう。

　ここはしっかりと、ジュリアンと意思の疎そ通つうをしておくべきだ。そう思ったイボンヌは、自然とジュリアンに会えるのを楽しみに待つようになっていた。

　空を炎ほのおの色に染そめ上げていた夕陽もついに力尽つき、夜の帳とばりが訪れる。

　すると部屋の中に、ふーっと清せい涼りような風が吹き抜けたような気がした。

「お父様っ！」

　アンナはそう叫さけぶと、ピアノの椅子から飛び降りて走りだす。

「お父様、イボンヌよ。とてもピアノが上手じようずなの」

　そう言いながら、アンナが抱き付いていく相手を、イボンヌは急いで椅い子すから立ちあがり、ドレスをつまんで挨拶しながら、しっかりとその目で見ていた。

　金の髪をした美しい青年だった。

　想像していたのとは明らかに違う。もっと窶やつれた男を想像していたのに、ジュリアンはとても病弱には見えない。

　確かに白い肌はだは透すき通るようで、男にしては色白過ぎるが、赤い薔ば薇らで染めたような唇くちびるも、明るい月の色をした瞳も、すべてが輝くばかりに美しかった。

「ザビエル侯爵様、この度は、私のような者に大切な姫君の教育係をご指名いただき、深く感謝しております」

　挨拶するイボンヌの声は震えていた。

　こんな美しいものが、人であるはずがない。これはきっと天界から舞い降りた、天使の仮の姿なのではないかと思ってしまう。

　ジュリアンは軽々とアンナを抱き上げ、その頰ほおに優しくキスしている。

「レディ・ハードレー。あなたの身分に相応ふさわしい厚こう遇ぐうができないことを、まずお詫わびする」

　その美しい唇に相応しい、甘あまい声が聞こえてきた。

「時代が変わって本来の身分に戻もどれるまでの、仮の住まいと思ってくれればいい。この黒髪の天使に、ピアノの演奏とレディ教育を施ほどこしていただけないだろうか」

「はい……喜よろこんで……」

「望むものは与えているが、それによって増ぞう長ちようするような娘ではない。それでも悪いと思うようなところがあったら、遠えん慮りよなく叱しかってくれ」

　イボンヌが危き惧ぐしていたことを、すでに知っていたかのようにジュリアンは言った。

「私は特異な病に罹かかっている。そのため食事に同席することはないが、了りよう承しよう願いたい。必要なものがあったら、執事のアルフォンソに言ってくれ。それと蔵書の貸し出しもするが、図書室への入室は午前中に済ませるように」

「畏かしこまりました」

　逆さからうということは、許ゆるされないような気がした。イボンヌは記憶力がいいほうだが、今言われたことは余計に深く脳のう裏りに刻きざみ込まれたような気がする。

「それと……これはとても重要なことだ。夜は、自室から出ないように」

「はい……」

「アンナと私の、大切な時間を誰にも邪じや魔まされたくはないのでね」

　にこやかに微笑んでジュリアンは言った。

　そのとおりだろう。夜しか会えないとなったら、二人きりの時間を邪魔されたくはないと思うものだ。それは分かったが、イボンヌの中に小さな疑ぎ惑わくが生まれていた。

　この家には、何か秘密があるのだろうか。

「あなたは聡そう明めいな人だな」

　ジュリアンはアンナを抱いたままイボンヌに近づいてくると、じっとイボンヌを見つめて言った。その瞬間、イボンヌの全身が総そう毛け立だった。
















　なぜかこの美しいジュリアンが、恐おそろしくてたまらない。

　そして恐いと思うのと同じくらい、イボンヌはどうしようもなくジュリアンに惹ひかれていた。

「私の娘に……忠誠を誓ちかってくれ。そうすれば決して悪いようにはしない。いつか……あなたを元の場所に、戻してあげると約束しよう」

　イボンヌの脳裏に、失った邸宅が蘇よみがえる。今は散ちり散ぢりになってしまった、気のいい使用人や、父に忠実に仕つかえていた執事の姿が浮かんでは消えていった。

「仰おおせのままに……侯爵様……」

　アンナを抱いたジュリアンの姿は、まるで絵画から抜け出たようだ。どこか現実離れしていて、この世のものではないかのようだ。

　詮せん索さくしてはいけない。余計なことを知ろうとするなと、誰かが囁ささやいたような気がした。

「明日より、日中はアンナの相手をよろしく頼む。今夜はこれで失礼するが、自室でゆっくり休まれるといい」

「はい……侯爵様」

　ジュリアンはアンナを下に下ろすと、挨拶するように促うながした。

「よい夜を……レディ・ハードレー」

　アンナはまるで本物のレディのように優ゆう雅がに挨拶すると、再びジュリアンと手を繫つないで音楽室から出て行った。

　二人の姿が消えたと同時に、イボンヌは魔法から醒さめたような気がした。

　清涼感のある冷気は消え、音楽室には日中の光で暖あたためられた、古い邸独特の匂いが籠こもっているのが感じられた。

「あれが……ジュリアン・ザビエル侯爵……。まだお若いのね」

　病やんでいると言われても、ジュリアンは実に魅み力りよく的てきだった。イボンヌはピアノを前にして、ぼんやりと佇たたずみながら、とんでもない思いに取り憑つかれる。

　ジュリアンはアンナのためにも、妻つまを持つ必要があるのではないか。それが自分ではいけないだろうか。身分的には十分に釣つり合う。

「いいえ……無理よ。私ったら、いったい何を考えているのかしら」

　婚約者となった男と初めて会った時も、こんなに胸はときめかなかったのにと、誰にも見られていないのにイボンヌは羞しゆう恥ちで頰を赤く染そめていた。

　この家の女主人、そうなれたらどんなに素す晴ばらしいだろう。

　ジュリアンは謎なぞめいているけれど、そこがまた魅力的だ。落ち着いた教養のありそうな男だし、何よりあんな美しい男を見たことがない。

「まだ、前の奥様を愛してらっしゃるのよね」

　誰もいなくなった音楽室を出ながら、イボンヌは自分を納得させるように呟つぶやいた。

　アンナに似た女性だったら、きっと美しい女性だったのだろう。容姿にそれほど自信のないイボンヌは、そこでまず諦あきらめのため息をつかねばならなかった。

　イボンヌは自室に向かう前に、邸内を散策する。古い城は格式があって、飾られた調度の類たぐいにも歴史が感じられた。

　階段には、代々続くザビエル侯爵家領主の肖しよう像ぞうが上から下へ飾られていた。それを何気なく見ていたイボンヌは、その途中で足を止めて、また再度上から見直さなければいけなくなった。

　美男、美女の家系なのだろう。どの肖像も美しい。髪の色は様々だったが、やはり金の髪をした者が多いようだ。

　三百年以上も前の作品だろうか。家族の肖像が描えがかれているのはそれが最後だった。その中にジュリアンの幼年期を思わせる、金色の巻き毛をした天使のような少年が、やはり金の髪をした美女の膝ひざに、手を乗せているものがある。

　それ以降の肖像画は、なぜかどれもジュリアンにそっくりだったが、年代も百年の隔へだたりがあった。

「家族の肖像がないわ……」

　それはあまりにも珍めずらしいことだ。貴族というものは、女主人の肖像も必かならず描かせるものだった。そして子供の姿も描かせることが多い。

　なのにこの家では、三百年前の家族の肖像以降、よく似た領主の肖像が二枚増えているだけだった。

　イボンヌはそこで立ち止まり、隠された意味を読み解こうとする。

「もしかしてお子様のできにくい家系なのかしら。だからわざと、ご自分に似た子供を引き取って、家を継つがせてらっしゃるとか？」

　そう考えてしまうほど、どこか不自然だ。

　もやもやとしたものが沸わき上がる。歳を取らない一族がいるというが、あるいはジュリアンもそんなものなのだろうか。けれどすぐにイボンヌは自分の考えを否定した。

　あんなに美しい人が、魔物の一族などということはありえない。きっともっと親しくなったら、こんな思いも払ふつ拭しよくされるだろう。

「レディ・ハードレー。そこで何をなさっておいでです」

　いつの間にかアルフォンソが近くにいて、燭しよく台だいを手にイボンヌを訝いぶかしそうに見ている。

「絵を……見ておりましたの」

「お部屋はこちらです」

　慇いん懃ぎんな態度で、アルフォンソはイボンヌを案内する。その様子からイボンヌは、この邸では詮索好きは歓迎されないのだと瞬時に悟さとった。
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　アンナは上じよう機き嫌げんだ。ピアノが上手なイボンヌを気に入ったからだ。だがジュリアンは少々困こまっている。

「よう、アンナ。相あい変かわらず小さいな」

　部屋に戻もどると、そこにいつの間にかブルムが来ていた。

「ブルムおじさま、こんばんは。いい夜をお過ごし？」

「ああっ、とってもいい夜を過ごしてるよ」

　ブルムは手品のようにして、黒いマントの中から真っ白な子兎うさぎを取り出す。そしてアンナの胸に押しつけた。

「まぁ、兎。可か愛わいい」

「食べてもいいし、耳当てにしてもいいぞ」

　すぐにブルムは残ざん酷こくな冗じよう談だんを口にする。けれどアンナは、その程度でめげるような子供ではなかった。

「この子は女の子？　男の子？　おじさま、もう一つ捕つかまえてきて。私、兎牧場を作るから」

「なるほど、賢かしこいな。増やせば耳当てだけじゃなく、コートも作れる」

　側そばで聞いているジュリアンの機嫌が最悪になるまえに、ブルムはさっさと兎の話題を終える用意をした。

「アルフォンソに言って、籠かごを用意してもらうといい。兎は穴あなを掘るから、ただの柵さくだけじゃ逃にげちゃうぞ」

　ブルムの言葉に、アンナは急に生き真ま面じ目めな顔になって、うんうんと何度も頷うなずいた。

「わ、分かったわ。お父様、アルフォンソに籠を用意してもらっていい？」

「ああ、いいよ」

　子兎を抱えて、アンナは急いで部屋を出て行った。その姿が見えなくなると同時に、ブルムは長椅い子すに座ると、ジュリアンに向かって意味ありげに微笑ほほえむ。

「いい匂においがするな、ジュリアン。貴族の若い娘だ」

「やめてくれ。彼女はアンナの家庭教師だ。手を出さないでくれ」

「別に……死ぬほどの量を吸うつもりはないさ。ワインだって一ひと瓶びん開けずに、残すやつがいるだろう？　あれと同じだ。ちょこっと味見させてくれればいいだけさ」

　ブルムが来ていると分かった時点で、ジュリアンは憂ゆう鬱うつになっている。イボンヌの存そん在ざいを隠すなんてことは無理だ。だがそう簡単に手を出されても困ってしまう。

「人じん道どう主しゆ義ぎ者のジュリアン。そうやってバジェット将軍の悪政による犠ぎ牲せい者を、助けて楽しいのか？　俺としては、路ろ頭とうに迷まよったレディ・ハードレーを、さっくり戴いただくほうが簡単だったんだが」

「他に襲おそいたい相手がいるなら、そっちで満足していろ」

　まだ食事前のジュリアンは、空腹のせいで少し苛いら立だっている。イボンヌを前にして、その項うなじに嚙かみ付きたい気持ちになったのは、ジュリアンとてブルムと同じなのだ。

　なのにジュリアンは自じ制せいする。そうすることで、自分はまだ完全に魔物になったのではないと安心したかった。

「ブルム、いつまでこの国にいるつもりだ？」

　ジュリアンの質問に、ブルムは笑わらった。

「あと二十年くらいかな。アンナがおいしそうに育つまではいるよ。内乱というのは、実に便利だな。身を隠すのにちょうどいい」

「……首都はどうなってる？」

「兵隊たちが好き勝手やってる。無法地帯になりつつあるかな」

　ブルムはジュリアンが首都に構える別邸を、今の住処すみかにしている。別邸には、年老いた管理人がいるだけだったから、ブルムによる新たな犠牲者が出る心配はなかった。

「邸やしきにも、勝手に入ってこようとするんだぜ。それも一度や二度じゃない。その度に脅おどかしていたから、今じゃあの邸は幽ゆう霊れい屋敷として有名になってる」

　酒に酔よった兵たちが、貴族の邸宅を襲っているのだ。それが恐おそろしくて、ほとんどの貴族が田舎いなかの領地に逃げ出していた。すると今度は、無人になった邸宅に押し入り、物を盗ぬすんだり、勝手に住み着いたりと好き放題だった。

「ジュリアンも一度くらい、別邸に顔を出したらどうだ。首都は今、裏では面おも白しろいことになってるぞ」

「人間の揉もめ事に巻き込まれるのは嫌いやだ……」

「俺も好きじゃないが……」

　そこにアルフォンソが、二人分の夕食を運んできた。搾しぼり取られたばかりの新しん鮮せんな血だが、アンナは未いまだにワインだと思っている。けれどさすがに匂いを嗅かがれたら分かってしまうので、ジュリアンはできるだけすぐに飲み干ほし、グラスを片かた付づけさせていた。

　ブルムもそれだけは守ってくれている。アルフォンソは空あいたグラスを受け取り、すぐに下がろうとしたが、ふと振り返るとジュリアンに向かって言った。

「アンナ様は兎が大変気に入られたようで、厨ちゆう房ぼうで人にん参じんを貰もらって兎に与えています」

「そうか、よかった。しばらく面めん倒どうを見ていてくれ」

「畏かしこまりました」

　アルフォンソが下がると、ブルムは口元を指で触れながら言った。

「確かに血の質はいいが、ジュリアン、本当にこれだけで足りるのか？　人間を殺さずに、ほどよく吸う方法だって知ってるだろ？」

「私は、これでいいんだ」

「首都に行こうぜ、ジュリアン。俺は今、自じ警けい団だんに参加している。魔物のこの俺が、何と人間のために働いてるんだ」

「自警団……」

　あまりの兵の横おう暴ぼうぶりに手を焼やいた貴族たちが、裏で治安のために男たちを雇やとっている。その中には貴族の子弟もいれば、前国王に忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎き士したちもいた。

　そんな中で、ジュリアンの従い兄と弟こだと名乗り、活かつ躍やくしているブルムの姿が脳のう裏りに浮うかんで、ジュリアンは思わず眉まゆを顰ひそめる。

「いったいいつから、私の親しん戚せきになったんだ？」

「いいじゃないか。反逆貴族の中には、ザビエル侯こう爵しやくに興味を持っているやつが大勢いる。彼はどうやって、あの横暴なバジェット将軍から、資産を守り抜いているんだってな」

「ここには資産なんてものはない。羊と羊飼いがいるだけだ……」

　バジェット将軍の使者たちは、ジュリアンの元を訪れても、帰る時は必ずそう信じてしまう。貧まずしい辺へん境きようの地に住む貴族なんて、無視するに限ると思ってしまうのだ。

「ブルム、君らしくないな？　何でまた人間に関わろうなんてするんだ？」

　堂々と人を狩かれる楽しみだけではないだろう。ジュリアンはブルムの思考を読もうとして、拒こばまれたのを感じた。

　人間の思考は簡単に読めるが、同族同士だと秘密を持つのも可能だ。知られたくない感情などは、巧たくみに隠すこともできる。

「あんな愚おろかな将軍に、好きにさせているのが嫌いやなだけさ。ジュリアンだって、首都の荒こう廃はいぶりを見れば分かる。どうだ、いっそあの家庭教師も連れて、首都の別邸にしばらく滞たい在ざいしないか？　アンナの教育のためにもいい」

「そんな危あぶないところに、アンナを連れていけるかっ！」

　ジュリアンは怒おこったけれど、もう遅おそかった。鳥籠に子兎を入れて捧ささげ持ったアンナが、いつの間にか部屋に戻ってきてしまったのだ。

「なぁに、お父様。どこかに行くの？　私も連れてってくださるのね」

「アンナ……聞いていたのか？」

　この不思議な娘は、時々ジュリアンにも気け配はいを悟さとらせない。それはきっとジュリアンが、自分の一部のように思ってしまっているせいだ。

「おじさま、しゅとってどこ？」

　さらにアンナは、時折ジュリアンやブルムの考えを読んでしまう。言葉を使わずに意思を伝えてしまうことを繰くり返しているうちに、アンナにもそんな能力が備そなわってしまったらしい。

　もちろん完かん璧ぺきとはいえないし、何となく分かってしまう程度だが、普通の子供にはない能力だった。

「兎は気に入ったか？　それじゃ首都の話をしよう。おいで、アンナ」

　アンナは兎の籠を持ったまま、長椅子に座るブルムの横にちょこんと座った。

「元は王様が住んでいた宮きゆう殿でんがある……」

　ブルムはアンナの髪に触れ、囁ささやくようにその耳元で話し始める。するとアンナには、見たこともない宮殿の様子がありありと浮かぶのだ。

「ブルム……」

　そういうことは控ひかえろ。アンナは普通の子供なんだと伝えても、ブルムは応おうじない。

「そうだ、アンナ。ドレスを作ってもらおう。そろそろ今のドレスじゃ、きつくなってきただろう？　ドレスを作ってくれる店とか……綺き麗れいな人形を売っている店もある。お父様とお買い物だ。楽しいぞ」

　けれどブルムの誘ゆう惑わくに、アンナは簡単には乗らない。

「お父様は心配なの。悪い人がいっぱいいるからですって」

「安心していい。おじさんには、今、大勢友達がいるんだ。彼らは強いから、アンナを守ってくれるよ」

「でも……」

　アンナは必ひつ死しになって、誘惑と戦っている。ジュリアンが望まないことを、アンナはしてはいけないと思っているからだ。

「お父様が……」

　ジュリアンはできることなら、この邸から出たくない。首都になど出掛けたら、途と端たんに食事に困る。血を提供させるために、使用人たちまで連れていくのは無理だった。

『血を売ってくれる人間なら、大勢いるさ。銘めい柄がらに拘こだわらなければ、いくらでも手に入る』

　ブルムの声が聞こえてきて、ジュリアンは迷った。

「そんなに私を首都に連れていきたいのか？」

「ああ、連れていきたい。人道主義者のジュリアンには、ぜひ、今の首都の姿を見てもらいたいものだな」

　それだけではないはずだ。普段、あまり物事に拘こだわりのないブルムが、そこまで言うからには、やはり出掛けていくしかなさそうだった。

「分かった。それでは一週間後……」

　ジュリアンが答えた途端に、アンナは思わず長椅子から飛び降りて駆かけ寄ってくる。

「お父様、行ってもいいの？　私も連れていってくれるのね」

「連れていくよ、アンナ。だからいい子で、ちゃんと残さずに食事をしなさい。それと明日からは、ピアノの練習をしっかりやるように」

「はい、お父様。大好きよ」

　ぎゅっと抱き付いてくるアンナをしっかり受け止めながら、ジュリアンは悲かなしくなる。

　首都には、アンナの本当の両親、ガルデン公爵夫ふ妻さいのことを知っている者もいるだろう。彼らはアンナの正しよう体たいに気が付いてしまわないだろうか。

　アンナを奪われることが、ジュリアンには一番辛つらい。

　ずっと一いつ緒しよにいられないことくらい分かっている。だからジュリアンは、後こう見けん人にんとなれるようにイボンヌを呼んだのだ。

　彼女ならレディ教育をしてくれるだけでなく、この先もずっとアンナを見守ってくれるだろう。だがアンナを幸せにするためには、まずはこの国が平和を取り戻すことが何より必要なのだということも、ジュリアンには分かっていた。
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　首都までは、馬を飛ばしても二日掛かる。馬車で行けば三日の距きよ離りだ。アンナは初めての遠出に興こう奮ふんしていた。しかも旅の途と中ちゆう、二回も宿に泊とまることができたのだ。物もの心ごころついてからというもの、邸やしき以外の場所で眠るなど初めてで余よ計けいに嬉うれしかった。

　イボンヌと二人で、馬車に揺られている。もう一台の馬車には、気心の知れた小間使いと侍じ従じゆう、それにアルフォンソが乗り込んでいた。

　ジュリアンはすでにブルムと共ともに、馬で先に向かっている。

「ザビエル侯こう爵しやく様はお体が悪いのに、馬での旅など大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

　イボンヌは心配そうだ。

「陽ひの光を浴あびなければいいのよ。陽に当たると、肌はだがただれてしまうんですって」

「まるで伝説の魔物のようですわね」

　不用意にイボンヌが口にした言葉に、アンナはすぐに反はん応のうした。

「そんな魔物がいるの？」

「失礼なことを申しました。気に障さわったら、申もうし訳わけありません」

「いいのよ。それよりどんな魔物か教えて」

「……陽の光を恐れ、夜になると現れて、人の血を吸うそうです。姿は人に似にているけれど、狼おおかみのような牙きばを持っているとか」

　イボンヌの声は小さくなっている。そんな魔物と同じだとジュリアンのことを言ってしまったので、居い心地ごこちが悪かったのだろう。

「だったらお父様は魔物なんかじゃないわ。狼みたいな牙なんて生はえてないもの」

　アンナは安心したのか、もう窓まどの外ばかり見ている。邸の周りののどかな風景と違って、宿屋のあるような宿場町は建物も多く、何より大勢の人たちが行き交かう様子がアンナには面おも白しろくてたまらなかった。

「ねぇ、イボンヌ。こんなにたくさん人がいるのに、お父様みたいに綺き麗れいな人はあまりいないわ。そう思わない？」

「ええ……思いますわ。アンナ様は、侯爵様が大好きなのですね」

「大好き。だから、ずっと、ずっと、お父様と一緒にいるの」

「でも大きくなられたら、どちらかの殿との方がたに嫁とつがないといけません……」

「とつぐって、なぁに？」

　何にでも興味を示すアンナは、すぐにその言葉に反応した。

「番つがいになることです。その、おかしな例ですが、羊ひつじだって兎うさぎだって、ちゃんと自分に相応ふさわしい相手を見つけて婚こん姻いんしているから、子供が生まれるんですよ」

「だったらお父様にとつげばいいのね」

　無邪気に答えるアンナに、イボンヌは残ざん酷こくな真実を告げた。

「父親や兄弟に嫁ぐことはできません。よくない子供が生まれてしまうからです」

「じゃ……とつぐのやめるわ。お父様とずっと一緒にいたいもの」

　楽しかった気分が、急に悲しいものに変わってしまった。今日のイボンヌは、意地悪だなとアンナは思う。

　大好きなジュリアンを魔物と言ったり、ジュリアンには嫁げないと言ったり、アンナが嫌な気持ちになることばかり言ってくるからだ。

　どんなに利発でも、アンナにはまだイボンヌの複雑な気持ちなど分からない。謎なぞめいたジュリアンに惹ひかれ始めたイボンヌは、溺でき愛あいされているアンナに嫉しつ妬としているのだ。けれどそういう感情を認めたくないから隠そうとはしているのだが、時折こんな失敗をしてしまう。

　アンナの不機嫌はしばらく続いたが、すぐにまた新たな興奮に捉とらえられ、気分が高こう揚ようし始めた。

　ついにスワンドール王国の首都、ウェルンブルグに入ったのだ。

「イボンヌ、あれが宮殿なの？」

　夕暮れが近づいていて、宮殿を取り囲む森は色を暗くしている。そんな森を背景に、白っぽく見える城じよう壁へきに囲まれた宮殿が間近に迫っていた。

　所々に篝かがり火びが焚たかれ始め、宮殿内にも灯あかりが灯ともされたようだ。宮殿そのものが命あるかのように、生き生きと輝き始めている。

「宮殿って大きいのね。ブルムおじさまが教えてくださったとおりだわ」

　前王の一族のほとんどが惨ざん殺さつされたことなどアンナは知らない。そして本来なら、自分がこの宮殿に迎えられるべき存在であることも、アンナは全く知らなかった。

　だから純粋に、宮殿を見て感動している。

「イボンヌも宮殿に行ったことがあるの？」

「ええ……ありましたわ。以前の……よい時代に」

　イボンヌにしてみれば、ここは二度と訪れたくない場所だっただろう。父を処しよ刑けいしたバジェット将軍が、今はこの宮殿の主あるじなのだから。

　宮殿を取り囲むようにして、貴族の別邸が建ち並んでいる。大たい概がいの貴族は、領地にある邸で暮らすより、首都に構える別邸のほうで一年の大半を過ごしていた。

　今でも煌こう々こうと灯りを灯しているような邸のほとんどは、バジェット将軍に恭きよう順じゆんを示した貴族たちのものだ。叛はん意いのある者は、ほとんど首都から逃げ出していた。そんな事情を知らないアンナは、何なん軒げんもの邸から灯りが漏もれていないのを、不思議そうに見ている。

「みんなまだお邸に帰ってないのかしら？」

「中には、私のように追い出された者もおります。あそこは、私の邸でした」

「えっ？」

　イボンヌがそっと指さし示しめす先には、他に比くらべてもずっと荒あれた印いん象しようの邸があった。鉄製の門は壊こわされ、庭木は倒たおされている。そして庭先を飾かざる彫像の幾いくつかは、醜みにくく破壊されていた。

「お気の毒どくね、イボンヌ……。今の王様は、悪い人なの？」

「正確には王ではありません。あまり裕福ではない貴族の家に、高額な持参金を携たずさえて婿むこ入りした、ただの剣士です。国軍に入った後は、策さく謀ぼうを用もちいて今の地位……将軍になったのです」

「それじゃ王様は、どこに行ったの？」

「バジェット将軍が、みんな殺してしまいました」

　そこでイボンヌは耐たえきれなくなったのか、両手で顔を覆おおって泣き崩くずれてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、イボンヌ。きっとお父様が、その悪い将軍をやっつけて、イボンヌのお邸も取り戻してくれるわ」

「ええ……そうですわね……。そんな奇き跡せきが起こることを、祈いのっておりますわ」

　アンナには奇跡なんてものではないと思えた。ジュリアンがその気になれば、きっと何でも願ったとおりになるはずだ。だがジュリアンは病気だから、なかなか思ったように動けないだけなんだと、アンナは考えてしまう。

　そうしているうちに、ついに馬車はジュリアンの別邸の門を潜くぐっていた。

　庭先から煌こう々こうと火が揺れている。アンナたちを出で迎むかえるために、先に到とう着ちやくしたジュリアンがすべて用意してくれていたようだ。

　馬車を降りたアンナは、急いで空を見上げる。

　もう太陽の姿はどこにもなく、星が瞬またたき始めていた。

「夜だわ……」

　待っていたのは、夜の時間。

　夜になればジュリアンに会える。

　別邸の扉とびらは大きく開かれていた。そして中から、ジュリアンがいつもと変わらぬ姿で現れ、アンナに向かって大きく手を広げた。

「ようこそ、姫君。ここがアンナのもう一つの邸だよ」

「お父様っ！」

　アンナはジュリアンに抱き付き、いつものように楽々抱え上げられてしまう。

「お父様、聞いて。お宿に泊まったの。二回もよ。最初の夜は、よそのベッドが珍めずらしくて、眠れなかったの。だからね、馬車でずっと寝ていたの」

「落ち着きなさい、アンナ。楽しかったのならそれでいい……」

　ジュリアンは愛いとしげにアンナの髪を撫なで、その頰にキスをする。

「お父様、お口」

「んっ！」

　アンナはジュリアンの美しい口元を開き、その歯を確認する。

「狼おおかみの歯じゃないわ。真っ白で綺麗な歯よ」

「んっ？　それがどうかした？」

「いいの……」

　けれどアンナがイボンヌから聞いた話は、もうジュリアンには伝わっている。

　世間の子供のように、アンナは噓うそをつくことを学べない。ジュリアンには、どうせ何もかも分かってしまうのだ。

「レディ・ハードレー、ご苦く労ろうだった。会わせたい人がいる」

　そこでジュリアンは、数人の使用人を呼び寄せた。その顔を見た途と端たんに、イボンヌは驚き悲ひ鳴めいに近い声を上げた。

「ま、まぁ、みんな、どうして」

　そこにはかつてハードレー伯はく爵しやく家で働いてた使用人が、ずらっと並んでいたのだ。

「姫様」

「イボンヌ様」

　口々に言いながら、彼らはイボンヌの元に駆け寄る。そして抱き合って涙なみだを流していた。

「料理人まで本邸から連れてきていないのでね。それにアンナに不自由な思いをさせるわけにはいかない」

　さりげなくジュリアンは言ったが、それがどんなに思いやり深いものであったか、アンナにも分かる。

「ねぇ、お父様」

　ジュリアンに抱かれたまま邸内に入ったアンナは、真しん剣けんな眼まな差ざしでジュリアンを見つめて言った。

「どうして悪い将軍を、みんなでやっつけないの？」

「そんなことを教わったのか？」

　この話題は気に入らなかったらしい。ジュリアンから不快感が伝わってくる。

「子供だから、そんな話題に興味を示すべきじゃないと言いたいところだが……アンナ、本当のことを教えてあげるよ。今はその将軍の悪口を言うと、レディ・ハードレーのお父さんのように、殺されてしまうからだ」

「ご、ごめんなさい。もう二度と言わない」

　アンナは強くジュリアンに抱き付く。悪口を言ったせいで、ジュリアンがいなくなってしまうようなことになったらと思うと、アンナは恐こわくて耐たえきれなかったのだ。
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　見回りと称しようして、早さつ速そく兵が数人、ジュリアンの邸やしきの様子を見に来ていた。アルフォンソが応対していたが、その様子をブルムとジュリアンは、窓まどから窺うかがっていた。

「目を付けられたぞ、ブルム。アンナがいるというのに、どうするつもりだ？」

「何、問題はないさ。バジェット将軍に、ご拝はい謁えつ賜たまわればいい」

「よしてくれ……」

　うんざりしたジュリアンだったが、アルフォンソが慇いん懃ぎんに兵たちを追い払ったのを見て、ほっとして胸を撫なで下ろした。

「どうせ明日も来る。金の無心にな。金を払わないと、やつらは平気で邸内に入ってきて、荒あらし始める」

「だったら……予防するべきだ」

　ジュリアンが外に飛び出そうとするのを、ブルムは腕を引いて止めた。

「やつらを騙だましても無む駄だだ。明日には、また違うやつがやってくる。端はした金がねだ、払ってやればしばらくは上う手まくいく」

「ブルム……君らしくない」

「仕方ないだろ。ジュリアンがハードレー伯はく爵しやくの使用人まで呼び寄せたんだから。俺たちがここからいなくなっても、やつらは来るんだ。そうなった時、傷つくのは使用人だぞ」

　珍めずらしくブルムが、いかにも人じん道どう主しゆ義ぎ者のようなことを言っている。けれど言っていることはまともだった。

「アンナももう寝たようだし、ジュリアン、そろそろ俺たちも出掛けようか」

　どこへなどと訊たずねる必要はない。ジュリアンの脳のう裏りに、ラドベリー侯こう爵の名前が浮うかんだ。

「彼が自警団の発ほつ起き人にんなのか？」

「まとめ役というところかな」

　そう言うとブルムは、腰こしに剣を差した。剣など使わなくても、楽々戦える超人的な能力を持っているというのに、あえて剣を携たずさえていくというのは、より人間らしく見せるためだろうか。

　それとも元が凄すご腕うでの剣士だったから、久しぶりに剣の腕を試したくなったのかもしれない。

「私にも、その無用なものを携えていけと言うつもりか？」

「ああ、形だけでもそれらしくしろよ」

「ふむ……気が乗らないな……」

　剣で人を斬きったことなど、百年以上なかった。そんな面めん倒どうなことをしなくても、人間は簡単にジュリアンの意のままになったからだ。

　久しぶりに剣を取り出した。手入れはされているが古いものだ。禍まが々まがしいほどの赤いルビーで飾かざられた剣を手にすると、ジュリアンは自分が生きてきた時の長さを感じる。

　今はこんな剣を持っている者など、そうはいないだろう。平和が続いたここ二百年近くの間に、剣は装そう飾しよく性の高いものになってきている。けれどジュリアンの剣は、実戦でも使われた肉厚の重いものだった。

「いい夜だな、ジュリアン」

　ブルムは大きく窓を開き、すっかり寂さびれてしまった首都の貴族邸街を見渡す。

　中天に月がかかっていた。野良犬たちが、時折遠とお吠ぼえを上げる。狼よりも迫はく力りよくのない声だから、どこか侘わびしげに聞こえた。

　マントを羽は織おると、ジュリアンはブルムと共ともに窓から庭に飛び降りる。そして月明かりを避さけ、塀へいや木立の影かげに紛まぎれ込むようにして、素す早ばやく夜の中を走った。

　飛ぶように走る彼らには、誰も追いつけない。追いついたとしても、すぐにその姿を見失っただろう。

　ジュリアンは気分が高こう揚ようしてくるのを感じた。いつもは隠れるようにして暮らしているのに、珍しく派は手でに動き回っているせいだ。

　その昔、まだ人間だった頃は、こんな高揚感にいつも包まれていたような気がする。けれどここ数百年は特に、ジュリアンはまるで影のように暮らしていたのだ。

　アンナを助けてから、何かが大きく変わった。日々成長していくアンナの姿を見ているだけで、ジュリアンもまた新たに生き直しているような気がするのだ。

　けれど派手に動き回って生きることは、魔物の有あり様ようとしてはあまり相応ふさわしくない。ほんの少しの油ゆ断だんで、逆に人間にやられてしまう可能性だってあるのだから。

　ブルムが案内したラドベリー侯爵の邸は、質しつ素そな構えだった。庭園も華はなやかではなく、泉せん水すいや彫像があるわけではない。その昔の騎き士しの城のように、堅けん固ごなだけが取とり柄えのような建物だった。

　ジュリアンは意識を集中する。すると内部で、ジュリアンの到着を楽しみにしているラドベリー侯爵の意識を摑つかまえた。さらに数人、元国王の騎士だった者と、平民の男が混じっていた。

　彼らの中に裏うら切ぎり者はいない。皆みな、バジェット将軍を排はい斥せきするという強い意志を持っている。それだけは安心できた。

「お待ちかねだぞ、ジュリアン」

　ラドベリー侯爵邸のテラスに舞まい降りたブルムは、ジュリアンにも来るようにと促うながす。ジュリアンはふわっと舞い上がり、ブルムと並んでテラスに立った。

「よい夜だな、諸しよ君くん」

　ブルムはいきなり窓を開き、二階の一室で密みつ談だんをしていた者たちを驚おどろかせる。

「ブルム・ザビエル卿きよう、貴き殿でん、どうやって入ったのだ」

　騎士の一人が訊たずねた。

「お待ちかねの我わが従い兄と弟こ、ジュリアン・ザビエル侯爵を同行した」

　ブルムは芝しば居いがかった仕し草ぐさで、仲間にジュリアンを紹しよう介かいした。するとどよめきが巻き起こり、皆が一いつ斉せいにジュリアンに注目する。

「ザビエル侯爵、わざわざお越しいただき光こう栄えいだ」

　立ちあがって二人を出迎えたのは、オークス・ラドベリー侯爵だ。そのすぐ横には、まだ少年と呼べるような若者がいる。

「そんな若者を……まさか仲間に引き入れたのか？　危険だというのに」

　ジュリアンの抗こう議ぎに、若者はきっと眉まゆを吊つり上げて名乗ってきた。

「ヒルマン・ラドベリー。侯爵家の嫡ちやく男なんです」

「ああ……なるほど」

「若年ですが、この圧あつ政せいに嘆なげいているのは、私とて同じです」

　はきはきと答える様子から、漆しつ黒こくの髪をした青い瞳ひとみの色男ぶりまでがそっくりな親子だった。

「ザビエル侯爵、従兄弟殿どのから、あなたのことはいろいろと伺うかがった。王制復活のために、ぜひご協力願いたい」

　ラドベリー侯爵は、ジュリアンに最大限の敬けい意いを示しながら切り出した。

「……協力……」

　その瞬間ジュリアンは、ブルムが何を隠そうとしていたのか悟さとった。

　思わずブルムを振り返ると、怒いかりを押し殺して低く呟つぶやく。

「アンナのことを……話したんだな」

　ブルムはにやっと笑っている。その顔を殴なぐってやろうと思ったが、すぐに気け配はいを察さつしたブルムはすっと身を引いてしまった。

「早速本題に入ろう。ザビエル侯爵、皇おう女じよを保護されていると伺ったが」

　ラドベリー侯爵は、期待の籠こもった目でジュリアンを見つめる。

　王位継けい承しよう権けんのもっとも高位置にあり、両親を殺された悲ひ劇げきの皇女を次期女王とすることで、現政府に対する反対派をまとめようとラドベリー侯爵は考えていた。

「誤ご解かいなさっているようだ。あれは皇女などではない。私が愛人に生ませた娘だ」

　咄とつ嗟さにジュリアンは噓うそをついた。

「皇女を実の娘同様に育て、愛着があるのはよく分かる。けれどこの国の惨さん状じようを見れば、何をどうすべきかお分かりだと思うのだが」

「隣りん国ごくに嫁とついだ前王の妹君が、いずれ何人か子を生なすだろう。そのうちの一人を呼び寄せて、新王にすればいいだけだ」

　ジュリアンは冷たい口く調ちようではね除のける。だがここではまだ、ラドベリー侯爵の意思を操あやつることまではしなかった。

「いや、それではまずいのだ、ザビエル侯爵。嫁がれたソフィ王女がお生みになる皇子は、半分は隣国の血が流れている。それよりハンナ皇女が即そく位いされるほうが、民たみの支持も得られるというものだ」

　熱心にラドベリー侯爵は訴うつたえてくる。彼が本気なのは、痛いたいほど伝わってきた。

「それにソフィ王女は嫁がれてから六年も過ぎたのに、未だに懐かい妊にんの兆きざしがない。子を生しにくいお体かもしれないし、まずは隣国の世よ継つぎが先だ」

　何と愚おろかな血の約束だろう。人間はすべて同じように血が流れているというのに、王の血を受け継いだ者だけに玉座は与えられるべきだというのか。

　そこに固こ執しつしているから、バジェット将軍のような男からこの国を奪い返せないのだ。

「何度も同じことを言わせないでくれ。あれは、私の娘だ」

　そこでブルムは小さく首を振り、再びジュリアンをテラスへと連れ出した。

「ジュリアン、冷静になって考えろ。自分が何者か分かってるだろ」

　二人の会話は、彼らには聞こえない。聞き耳を立てているのは分かっていたが、聞かせられる話ではなかった。そこでジュリアンは、ブルムの肩に手を置き、直接心で会話を始める。

「ああ、分かっている。分かっているが、アンナはこの国の女王になんてさせられない。危険過ぎるだろう」

「危険なのは俺たちだって同じさ。アンナだって今はあんなにいい子だが、あと五年もしてみろ。俺たちが歳としを取らないことや、普通の食べ物を口にしないことに不信感を抱くようになるぞ。そして気が付いたら、聖職者のところに駆け込むかもしれない」

「そんなことアンナがするものか！」

「ジュリアン、これはおまえのためでもあるんだぞ。五年育てただけで、こんなに溺でき愛あいしているが、あと二十年経たったらと考えてみろよ。アンナはおまえと同じ歳になる。そしてその先は、おまえを追い越して老おいていくんだ」

　そんなことは分かりきっていた。これまで何人、親しんだ人間をそうやって見送ってきただろう。いつも変わらない顔で側そばにいるのは、同類の魔物たちだけだった。

「おまえは人間的過ぎる。人と別れるたびに悲しんでるのが、その証しよう拠こだ。このままいったら、アンナを手放せなくなるぞ。それともおまえは、この国の王位継承者を、魔物の仲間に加えるつもりなのか？　そのほうがアンナのためにいいと思ってるなら、俺はもうこれ以上、何も言わないけどな」

　ブルムはそれだけ言うと、テラスから飛び降りてしまった。

「待ってくれ、ブルム。なぜ、彼らにアンナのことを話したんだ」

　ジュリアンも慌あわててブルムの後を追う。またもや消えてしまった二人の様子を確かめにテラスに出てきた数人の男たちは、その姿をどこにも見つけられず焦あせっていた。

「あいつらなら、アンナをしっかり守ってくれるだろう。そう思ったからさ」

「無理だ。今でもバジェット将軍を倒たおせない、軟なん弱じやく者ものばかりなのに」

「だったらおまえがバジェット将軍を始し末まつしろ」

「ブルム……」

　ブルムは早足で歩いていたが、いつの間にか飛ぶように走り出していた。どうやら危険を察さつ知ちしたらしい。
















「人間の揉もめ事には、できるだけ関かん知ちしない。それが生き残る術すべだと、私は主あるじであるイパネラ女王に教えられた」

「ああ、そのとおりだ。うっかり深入りすると、俺の主みたいに、人間に狩かられる。主もおまえみたいに人間たちに優しかったが、結果はどうだ。館やかたで安眠しているところを襲おそわれ、真昼に棺かん桶おけを暴あばかれたんだぞ」

　ブルムに永遠の命を与えた領りよう主しゆが、人間たちに消されたことの恨うらみは、ブルムの中で決して消えないものになっている。

「だから揉め事の種になってるアンナを、さっさとやつらに引き渡せと言ってるんだ。安心して任せられるように、バジェット将軍を消したいと思うなら、いくらでも手伝ってやるさ」

　いつの間にか二人は、ジュリアンの別邸近くにまで戻ってきていた。

　野の良ら犬すら歩いていない路上の陰に、数人の男たちの姿がある。闇やみを見通す力のない人間たちには、その姿は影のようにしか見えないだろう。

　けれど夜にもすべての世界が見渡せるジュリアンには、はっきりと彼らが見えている。

　先ほどアルフォンソによって追い払われた兵たちだった。

　あそこの邸は、金持ちの匂においがぷんぷんする。しかも若い女と娘がいた。女は陵りよう辱じよくの対象だし、娘は拐かどわかせば父親からたっぷり金を引き出せる。指を咥くわえて見ていることはない。今夜のうちに襲ってしまえと彼らは考えていたのだ。

「人間の欲というやつには、うんざりだな、ブルム」

「ああ……そんな人間に優しくしているおまえが哀あわれだよ……ジュリアン」

　ブルムは剣を引き抜いた。そしてふわりと兵たちの前に舞い降りる。

「あの女は、俺の獲え物ものなんだ。今時珍しい、純じゆん潔けつな貴族の娘なんだぞ」

　何も迷わず、ブルムは最初の一人の喉のどを、剣で一気に斬きり裂さいていた。

「アンナを拐かされたりしたら、大切な仲間のジュリアンが怒いかり狂くるう。やつのいいところは、いつだって冷静で優しいところだ。その美点を奪われると、俺としても面おも白しろくない」

　続けて二人、ブルムは楽々と突つき刺さした。

　人間だった頃、凄すご腕うでの剣士だっただけのことはある。今では当時以上の身体能力を身に着けているから、ブルムに敵かなうような人間はまずいないだろう。

「王に対する忠誠、臣しん下かの誉ほまれ、そんなものがあったいい時代は、とうに過去のものになったな。昔は、たとえ一兵卒でも、ならず者とは違うという自じ負ふがあったぞ」

　残った三人の兵は、慌てて逃にげようとした。そのうちの二人を背はい後ごから斬ると、ブルムは最後に残った一番若い兵を羽は交がい締じめにする。

「おまえが一番汚よごれていない……」

　そう言うと、ブルムは若い兵の喉に牙きばを突き立てていた。

　ジュリアンには何もすることがない。ただ惨さん劇げきの後を、呆ぼう然ぜんと見守っているだけだ。

　この様子では、ブルムは今回のことにかなり深入りしている。人間たちがブルムの並外れた能力に気が付いたら、味方に引き入れたいと思うはずだ。ラドベリー侯爵は、最強の仲間を手に入れたと喜んでいることだろう。

　けれど彼らも、その正体を知った途と端たんに尻しり込ごみする。聖水や神具を手にして、ブルムを追う立場になってしまうのだ。

　アンナを手放せば、またブルムは静かな闇の世界に帰るだろうか。

　バジェット将軍を消すことなど、ジュリアンからしてみたら簡単なことだ。どんなに堅けん牢ろうに守られた城でも、侵入するのは容た易やすい。ブルムの協力があれば、警護の兵がたとえ百人いたとしても、何の問題もなかった。

　だがここでバジェット将軍を消したら、歴史が塗り替えられてしまう。ジュリアンを魔物に変えた吸血鬼の女王イパネラが、それを許ゆるしてくれるかどうかが問題だった。

　ジュリアンは空を見上げる。中天にはまん丸な月があって、そこに浮かぶ影は女が笑っているかのように見えた。

　最強の夜の女王、イパネラの笑顔にも似ていると思ったジュリアンは、はるか遠く過ぎてしまった特別な夜のことを、思い出していた。
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　代々続くザビエル侯こう爵しやく家の嫡ちやく男なんだったジュリアンが、遊学先の隣りん国ごくアスレシア王国で不ふ思し議ぎな一族と出会ったのは、今からおよそ三百年前だった。

　まだ科学の芽めも育っていない、迷めい信しんが支配する世界で、二十五歳の若き貴族の子し弟ていであるジュリアンは、歴史を学び、そこから新しい時代を作ろうと向こう学がく心しんに燃えていた。

「つまらぬ王のために、命を投げ出すなんて愚おろかなことだ。そうは思わぬか、ザビエル卿きよう」

　不ふ遜そんなことを口にするのは、この国に来て知り合ったボイドという騎き士しだった。王に忠誠を誓ちかったものの処しよ遇ぐうが不満で、酔ようと必かならず文もん句くを言う。今夜もすでにかなり酩めい酊ていしていて、そろそろ宿のテーブルから追い出されそうになっている。

「ボイド様、下はもう閉めますんで、部屋にお戻りになってください」

　粗そ末まつな木の椅い子すを片付けながら、宿屋の親父はジュリアンにもこれ以上の長居は迷惑だと、それとなく態度で告げてくる。

「それじゃ私は部屋に戻るので……」

「まぁ、そう急ぐな。ああ、あんな愛あい想そのない親父の顔も見み飽あきた。女のいる店に行こう。付き合えよ、ザビエル卿」

「いえ……私は、結構です」

「そう言うな。女はいいもんだぞ。金を払えば、うーんと優しくしてくれる」

　ボイドは真っ直すぐ歩くのもままならないほど酔っているのに、ジュリアンの体に絡からみつくようにして、無理やり外に連れ出してしまった。

　夜風に当たっているうちに、酔いも醒さめるだろう。そう思って人のいいジュリアンは、ボイドに付き合うことにした。

　外は満月のもたらす月明かりで、歩くこともそれほど困こん難なんではない。ボイドは酔っているのに、迷まよわず娼しよう館かんのあるほうに向かって足を進めていた。

　もしボイドが最後までへたりこまなければ、娼館の前で置いていこうとジュリアンは思った。ジュリアン自身は、金で女を買うようなことはしたくなかった。まだ純情なジュリアンは、恋愛に夢を持っている。本当に愛する人に巡めぐり会う前に、厄やつ介かいな下半身の病やまいになど罹かかりたくなかったのだ。

　だがボイドの足は、途中からかなり怪あやしくなってきた。森に踏み込んでしまい、そのせいで迷ってしまったようだ。

「ボイド殿どの、もう戻りましょう。霧きりが出てきたようです」

　深い森から、真冬の戸こ外がいで吐はき出した息のような白い霧が流れてきている。こうなるとますます道に迷いそうだった。

「宿屋の灯あかりが見えているうちに、さっ、早く」

　ところが霧はどんどん深くなり、すべてを覆おおい尽つくし始めた。もう遠くで微かすかに瞬またたいていた、宿屋の灯りも見えない。ジュリアンに見えるのは、白い霧だけだ。しかも霧は音までも吸い尽くすのか、それまで聞こえていた枝葉が風で揺れる音すら消えてしまった。

　どちらに進んだらいいのだろう。白い闇やみの中、ジュリアンが途と方ほうに暮くれていると、いきなり目の前に一頭立ての小さな馬車が近づいてきた。

「おーい、こっちに人がいる。気を付けてくれ」

　ジュリアンは御ぎよ者しやに向かって、大きく手を振ってみせる。ボイドが馬車に轢ひかれたら大変だと心配したからだ。

「すみません、霧で道に迷ってます。ハイゼルの宿はどちらか分かりますか？」

　馬車に近づいたジュリアンは、思い切って御者に訊たずねてみた。すると小さな馬車の窓まどが開いて、誰だれかがジュリアンを手招きしている。もっと近づかないと顔も見えないので、ジュリアンは素直に寄っていった。

　中にいたのは、見事な金の髪に小さな黒い帽ぼう子しを被かぶった、この世のものとも思えない美女だった。

「どうなさったの、天使。天界からとんでもないところに、落ちてしまったようね」

　甘あまい囁ささやくような声で言われて、ジュリアンは緊きん張ちようした。この近くに貴族の邸てい宅たくなどあっただろうか。それともこの美女は、こんな夜に馬車を走らせてでも、行かなければならないところがあるのかといろいろ考えてしまう。

「宿屋に戻りたいのですが」

「戻る必要はないわ、ジュリアン」

「えっ、どうして私の名を知ってるんですか？　どこかでお会いしたでしょうか？」

　ジュリアンには全く記憶がない。こんな美女だったら、覚えていないはずはないのだが。

　馬車の扉とびらが開かれた。そして美女は体を僅わずかにずらして、ジュリアンの居場所を作る。

「私と一いつ緒しよにいらっしゃい、ジュリアン」

　なぜか逆らうことはできないような気がした。そしてジュリアンは、霧の中に浮ういているような不思議な気持ちのまま、気が付いたら馬車に乗り込んでいた。

「おかしいな、何でこんなところに？　あなたはいったい誰なんです？」

「名前はイパネラ……人の歴史と同じだけ生きているの。人間は私たちのことをいろいろに呼ぶけれど、最近はこう呼ぶのが普通らしいわ……吸きゆう血けつ鬼きとね」

　ジュリアンは慌あわてて馬車から飛び降りようとした。けれどどうやっても扉は開かない。そうしているうちに、イパネラの美しい顔が間ま近ぢかに迫せまってきていたが、開かれた唇くちびるからは恐おそろしい犬けん歯しが覗のぞいていた。
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　目が覚さめた時、自分がまだ生きていることを知ってジュリアンは驚おどろいた。吸きゆう血けつ鬼きに血を吸われたら、生きてはいられないと聞いていた。または自分もすぐに呪のろわれた者になってしまって、太陽の光を浴あびたら灰はいになってしまうと思っていたのだ。

　なのにその部屋は天窓から明かりが差し込み、あまりの眩まぶしさでジュリアンは目覚めたのだ。

「夢ゆめだったんだろうか？」

　シャツ一枚になって、ジュリアンは寝台に寝ていた。上着とブーツはなく、素足でジュリアンは木の床ゆかを歩き窓辺に寄った。

　頑がん強きような鉄格子が塡はめ込まれた窓の外には、うっとりするような薔ば薇ら園が広がっていた。その先は深い森になっていて、小鳥たちの囀さえずりが聞こえてくる。それ以外には、何の物音もしなかった。

「ここは……どこなんだ」

　窓は開かない。そこでジュリアンは急いで扉とびらに向かう。けれど扉も外から鍵かぎが掛けられていて、力一いつ杯ぱい体当たりしても開く様子がなかった。

「誰だれか、誰かいないかっ、開けてくれ」

　どんどんと扉を叩たたいたが、何の答えもない。まるでこの邸やしきから、人がすべて消えてしまったかのようだ。

　だがしばらくすると、引き摺ずるような足音が聞こえてきた。そして扉の下の僅わずかな隙すき間まから、食事が差し込まれた。

　ジュリアンはとりあえず受け取る。空くう腹ふくだったし、自分を殺すつもりならとうに殺しているのだから、この食事に毒どくは入っていないと思ったのだ。

　新しん鮮せんな清流の水、堅かたいがそんなに古くはないパン、それにリンゴと茹ゆでた玉子だ。

「すみません、ここはいったい誰の邸なんです？」

　捕とらえられたというのに、ジュリアンは優しく訊たずねる。けれど返事はなくて、また引き摺るような足音を立てて去ってしまった。

「イパネラの邸なんだろうか……あれは、本当にあったこと？」

　首筋に思わず手をやる。するとそこにははっきりと、小さな二つの傷きず跡あとがあった。

　どんなことをされたのか、記憶は全くない。痛みもなければ、目め眩まいも感じなかった。気が付いたらここにいた、まさにそんな感じだ。

　部屋の中まで、薔薇のいい香りが漂ただよっている。ジュリアンは小さなテーブルに食事を置き、黙もく々もくと食べ始めた。

　食べなければいけない気がしていた。パンをむしりながら、ふと、どうして自分はこんなに冷静なのだろうと思ってしまう。もっと不安になってもおかしくないのに、不思議と穏おだやかな気分だ。

　食事を終えると、また寝台に横たわった。体力を維い持じしなければいけない。そんな気がするのも、何か理由があるのだろうか。

　うつらうつらしているうちに、やがて陽ひは陰かげり、薔薇園の花たちから色しき彩さいが失うしなわれていく。そしてすべての色が闇に吞のみ込まれた頃になると、この邸の方々から人声や物音がし始めた。

　そしてついに扉は開かれた。

　目の前にいるのは、金髪で青い目の長身の男で、どこかジュリアンにも似にている。

「面めん倒どうな話に耳を傾かたむけることはない。自分がなぜここにいるか、すぐに分かる」

　その男の名前はヘイゼン、言われてもいないのにすぐに分かった。そしてジュリアンが、イパネラ女王に血を提てい供きようするために、ここに留とどめられたということも。

「提供者？　何です、それは？」

　由ゆい緒しよ正しき吸血鬼の一族は、人を襲おそって飢うえを満たすことなど野や蛮ばんだと思っているようだ。だから常に健康な人間を側そばに置いて、彼らから血を提供してもらって生きている。

　ジュリアンは女王の提供者という、名めい誉よある地位に就ついたらしい。

「逆さからっても無む駄だだというのは分かっているだろう？　我われ々われは人の心を読めるし、動きは素早くて強い。ただの人間が敵かなう相手ではない」

　試しに背後から斬きりつけてみようかなとジュリアンが考えると、すぐにヘイゼンが答えた。

「剣で斬っても、そんな傷はすぐに治ってしまう。無駄なことだ」

「えっ……」

「ジュリアン・ザビエル……。おまえは私の妹の子し孫そんだということが分かった。だから粗そ略りやくには扱わない。安心していい」

　そう言うとヘイゼンは部屋を出て歩き出す。ジュリアンも自然とその後を追おっていた。

　邸内のいたるところで、蠟ろう燭そくの灯ひが輝かがやいていた。まるで昼のように明るく、どこから現れたのか着き飾かざった男女がゆっくりと広間に向かって歩いていく。

　広間の中央には玉ぎよく座ざがあって、そこでは紫むらさきのドレスに身を包んだイパネラが、艶えん然ぜんと微笑ほほえんでいた。

「よい夜ね、ジュリアン」

　イパネラはジュリアンを招き寄せると、自然な感じで手を差し出す。ジュリアンはその手を取って、思わず唇くちびるを押し当てていた。

「我が夫おつとのルシフェルは、今は南の諸しよ国こくを旅しているの。いずれ目め通どおりも叶かなうでしょう」

　その途と端たんにジュリアンは、燃えるような赤い目をした、白銀の髪を持つ男の姿を思い浮かべていた。

「あなたはヘイゼン伯はく爵しやくに繫つながる、良い血けつ統とうを持っているわ。それに性格は穏やかで、知性も勝まさっている。いずれあなたさえよければ、主あるじとなるべき資格を与えましょう」

　それはつまり吸血鬼になれということか。冗じよう談だんじゃないとジュリアンは即そく座ざに否ひ定ていしたが、すぐにイパネラから様々な言葉が送られてきた。

　たった百年生きて、どうするつもりなのだ。知の道は閉ざされ、後年はただ老おいて死を待つばかり。それよりも永遠の命を手に入れ、限りない未来を見続けていたくはないかと、イパネラは誘ゆう惑わくしてくる。

「血を吸って、相手を殺してしまうのは、下級の吸血鬼のすることよ。本物の主は、ほどよく吸うことを知っているものなの。ジュリアン、今夜の気分はいかが？　あなた、私に血を提供しても、何の苦しみも感じていないでしょう？」

「そ、それは……そうですが」

「いいのよ。我々のことを理解するのに時間がかかるというのは、よく分かっているわ。別に急ぐことではないし、あなたにその気がないのなら、いずれここであったことのすべての記憶を消して、帰してあげましょう」

　ジュリアンの脳のう裏りに、三年前に出てきたザビエル侯こう爵邸が浮かんだ。遊学を許ゆるしてくれた両親の元に、今すぐにでも帰るべきだろうか。

　そう思いながらもジュリアンは、イパネラの誘惑を完全に断たち切れない自分を感じていた。

　永遠の命などというものを手に入れたら、どうなるのだろう。そして人の心を読める不思議な能力を手に入れたら、世界はどう変わってしまうのだろう。
















　夜しか生きられないと分かっていても、この若さを失うことなくいられるというのが、ジュリアンの心をかき乱していた。

「嚙かまれたら誰でも吸血鬼になるというのは、単なる迷信よ。ましてや高位の主と呼ばれるような者になれるのは、選ばれたほんの数人だけ。ここにいるのは、その選ばれた者たちなのよ」

　イパネラがそれとなく示しめす先には、美しい男女が数人、じっとジュリアンを見つめていた。

「ジュリアン、古代バビロニアの話を知りたければ、いつでも答えてくれる主がいるわ。ローマの栄光と挫ざ折せつ、神になった男の真実……私たちは歴史の証人なのよ」

　もしジュリアンに、様々なことを学びたいという欲がなければ、数年後にそのままの体で家に帰っただろう。

　けれどジュリアンは、知識欲というものに負けてしまった。

　過去も未来も、知りたいことばかりだったからだ。
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　窓まど辺べに佇たたずみ、空の月をじっと見上げながら、三百年前にイパネラの誘ゆう惑わくに負けたことを、ジュリアンは今改あらためて考えている。

　後こう悔かいするくらいなら、暁あかつきを見てとうに散ちっていただろう。今でも人の血を糧かてに生きながらえているのは、変わり続ける世界を見ていたいという欲望が、未いまだに消えていないせいだ。

　三百年生きている間に、母国は百年前からスワンドール王国となった。小国ながら、穏おだやかな王が治おさめるいい国だったのに、ここにきて軍人に玉ぎよく座ざを明け渡してしまったのだ。

　軍人が治める国に、明るい未来はないような気がする。

　イパネラには人間界の問題に深入りするなと言われたけれど、ジュリアンの心は揺ゆれている。このままいけば、いずれ誰だれかがアンナの正しよう体たいをバジェット将軍に教えるだろう。そうしたらバジェット将軍は、何があってもアンナの命を狙ねらうはずだ。

「ジュリアン、早々に帰宅してしまったな。ラドベリー侯こう爵しやくががっかりしていたぞ」

　いつの間にかブルムが戻ってきていて、お気に入りの椅い子すに座すわっていた。

「……何で、アンナのことを話したんだ？」

「そのことなら心配するな。もうやつらから、アンナが皇おう女じよだという記憶はすべて消してきた」

「そうだな、それでいい」

「本当にそれでいいと思ってるのか？　アンナの後こう見けん人にんにするなら、ラドベリー侯爵のほうがずっといい。彼に預あずけておけば、いずれいい婿むこを見つけてくれて、アンナはこの国の女王になれるんだぞ」

　ブルムの本心が、今は綺き麗れいに透すけて見える。

　この危険な友人は、ジュリアンがアンナを失うしなって悲しむことを、何より心配してくれていたのだ。

「他にも王家の血ち筋すじを引く者がいるんだ。アンナには……もっと平和な結婚をさせたい」

「ああ、分かった。それならもうこの問題で、とやかく言うのはやめておく。ただし……バジェット将軍を殺やるんなら、いつでも手を貸かすぞ」

「ブルムらしくないな……」

「らしくないが、平和でないと俺も困こまる。俺はまともな住まいなんて持っていないから、ジュリアンの邸やしきはいい隠かくれ家なんだ」

　ブルムを吸きゆう血けつ鬼きなどという呪のろわれた者にした主が、自分の邸で消されたのを見ていたからか、ブルムは定住する邸を持たない。いつも仲間の誰かの邸に身を寄せていた。

　それも最近はジュリアンの側そばにいることが多い。平和主義者で、ブルムに戦いを挑いどむような愚おろかな真ま似ねをしないから、もっとも居い心地ごこちのいい相手なのだろう。

「ラドベリー侯爵たちの記憶は消したが、これはまた別の意味での招しよう待たいだ」

　つまらなそうにブルムは、一通の手紙をジュリアンに投げて寄よ越こす。手紙はまるで命のある蝶ちようのようにひらひらと舞まいながら、ジュリアンの手元に落ちてきた。

「貴き殿でんの歓かん迎げいのために、晩ばん餐さん会かいを催もよおすそうだ。実際は、反逆貴族同士の顔見せ会ってとこだろう。そこで俺に裏うら切ぎり者を見つけ出して欲しいらしい」

「あまり自分の能力を、見せびらかさないほうがいいぞ。危険だ」

　ジュリアンは手紙を開き、そこに招待客としてジュリアンとアンナ、さらにイボンヌの名前まで書かれていることに驚おどろいた。

「どうしてレディ・ハードレーまで呼ばれたんだ？」

「爵位を剝はく奪だつされた、悲ひ劇げきのヒロインだぞ。爵位がなかったら、どんなみじめな身になるか、貴族たちに教えるのにいい見本だからさ」

「ラドベリー侯爵は策さく略りやく家かだな」

「それほど複ふく雑ざつなやつじゃない。バジェット将軍を退しりぞけて、また栄光ある王国に戻りたいと、単純に願ってる貴族なだけさ」

　アンナを連れていくことに、ジュリアンはたまらなく不安を覚える。どんなに彼らの記憶を消しても、ガルデン公こう爵夫ふ妻さいをよく知っている者がいたら、アンナの姿を見て疑うたがいだすだろう。

「明日は買い物だな、ジュリアン。アンナはともかく、イボンヌにみっともない格かつ好こうをさせて、晩餐会に連れていくのは可か哀わい想そうだろう」

　ブルムの頭の中に、執しつ拗ようにイボンヌの姿が浮かんでは消えている。ジュリアンは警けい告こくをその心に送った。

「イボンヌを狙ねらうのはやめたほうがいい。彼女は頭のいい女性だ。どんなに記憶を消しても、いずれ我われ々われの真実に気が付く」

「殺しはしないって約束する。ただ……いい夢を見させてあげるだけさ」

　イパネラ女王に血を提てい供きようしていたジュリアンには、殺さずに血を奪うばわれる立場というものはよく分かっていた。

　一度や二度血を吸われたからといって、イボンヌの体が変調をきたすということはない。

　だが問題なのは、それで彼女が不審をつのらせて、一気に神の元へ駆かけ出すことだった。

「その心配もない。今はジュリアンに夢中のようだが……すぐに俺に心を奪われる」

　ブルムはすぐにジュリアンの心を読んで、恐おそろしいことを言ってくる。

「駄だ目めだ、ブルム、そんなことをしてはいけない。人間の心を弄もてあそんだりしてはいけないんだ」

「無む垢くな赤ん坊の時から、アンナの心を支配しているおまえに言われたくないね」

　そう言うと、ブルムはふっと姿を消してしまう。

　どこに行こうとしているのか分かっているから、ジュリアンは慌てて後を追おおうとしたがすぐに留とどまった。

　どうやっても、ブルムはいずれ思いを遂とげるだろう。それならいっそ、イボンヌの記憶を綺麗に消してしまうほうがいい。

　これ以上、ブルムと揉もめたくはなかった。イボンヌにすまないと思うが、利り己こ的てきなのは人間も魔物も同じだ。ジュリアンはアンナの家庭教師の心の平和より、親友のブルムの満足感を選んでしまったのだ。

「こうなったら、何が何でもバジェット将軍を倒たおして、イボンヌに爵位を取り戻させてあげないといけない。それが私にできる、せめてもの罪つみ滅ほろぼしだ」

　どこで誰が誰の血を戴いただこうと、無関係だと言ってしまえればいい。

　なのに心こころ根ねの優しいジュリアンは、人をただの血を生うむ生き物だとは、どうしても思えないのだ。

「血を吸われるのは、そんなに嫌いやなものじゃない。むしろ……何とも言えない快感があるくらいだ……。すまない、イボンヌ……」

　ジュリアンは静かな邸内に意識を飛ばす。

　アンナは幸福な夢の中だ。

　そしてイボンヌは、まだ不幸な夢の中にいた。
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　父は城に呼び出され、二度と帰ってこなかった。あの朝、見送りに出たイボンヌを優しく抱ほう擁ようしながら、父は悲しげに微笑ほほえんだだけだった。何か言いたそうにしていたが、何も言わなかったのはどうしてなのだろう。

　イボンヌは夢の中で泣く。すると涙は現実のものになって、枕まくらを濡ぬらした。

「可か哀わい想そうに……いつも辛つらい夢の中にいる。心を軽くしてあげようか」

　声がしたのは、夢の中からだろうか。イボンヌは目を開き、暗くら闇やみの中にぼんやりと浮かび上がる人の姿に気が付く。

「あなたは……」

　慌あわててイボンヌは、寝ね間ま着きの胸元を押さえ、ベッドの端はしに身を寄せる。けれどそんなことをしても無む駄だな抵抗でしかないということは、すでに分かっていた。

「何をなさっているの。そのような振る舞まいは、侯爵がお許ゆるしになりませんわ」

　ほんやりとした影でも、それが誰だれかは分かっている。ジュリアンの従い兄と弟こと名乗るブルムだ。

　ほとんど話したこともない。何しろブルムは、イボンヌの苦手な影のある危険な男の匂においがしたからだ。

「怖がらなくていい。夢を変えてやろう。そうすればもう泣かずに済む」

　ブルムは手を伸のばしてきて、イボンヌの頰ほおに触ふれる。その手はぞっとするほど冷たかった。

　逃にげたくても、体はもう自由にならない。動きはすべて封ふうじられていた。

「あ、あなたは、ま、魔物なの」

　イボンヌの言葉に、ブルムの中からそうだと答えが伝わってくる。言葉を使わなくても、触れられているだけで何もかもが分かってしまうのだ。

「貴族の乙女おとめか。最高だね、イボンヌ。ジュリアンのことは諦あきらめろ。あいつはアンナしか愛せないし、俺と同じ魔物だ」

　言葉で伝えられたのか、心に直接響ひびいてきてるのか分からない。けれどイボンヌには、はっきりとジュリアンも魔物だということが伝わってきた。

「俺は、領主だったご主人様を守るために、魔物の仲間入りをした。だけどそのご主人様も人間に消されてしまったけどな。今はずっと旅をしている」

　そのままブルムはベッドの上に乗ってきて、イボンヌのことを真上から見下ろしていた。

　暗闇の中、その目だけが赤く輝いて見える。

「貴族の血は旨うまい。なぜならいいものを食べているからさ。特に乙女の血は旨い。何者にも汚けがされていないからだ」

「わ、私の血を吸うつもり」

「安心しろ。血を吸うといっても、ワイン一杯分ほどさ。明日にはもう、今夜のことも何もかも忘れている」

　本当に忘れることができるのだろうか。そうでなければイボンヌは、明日も命があったなら、真っ先に聖職者の元に駆け込もうと思っていた。

「教会に頼っても無駄だ。それより、ほんの一ひと時とき、俺に優しくしてくれ」

「優しくなんてできません。だってあなたは……魔物だわ」

「いつも俺を見ないようにしていただろう。ジュリアンに惹ひかれながら、俺にも心が揺ゆれていた。それを決して、認めようとはしなかったな。貴族じゃないからだ……」

　ブルムの顔はますます近づいてきて、イボンヌの首筋に唇くちびるが当たった。

「し、死ぬのですか？　あなたに血を吸われたら、私は死ぬの」

「死ぬほどは吸わないと言っただろう。うん、いい匂いだ。あんたは、上質な人間だな。だけど頑かたくなだ。そうか……婚約者も殺されたんだ。可哀想に」

　もう顔も上手く思い出せない婚約者の姿が、イボンヌの脳のう裏りに蘇よみがえる。それと同時に、夢見ていた幸福な家庭の様子もぼんやりと蘇った。

　イボンヌの頰を新たな涙が流れる。それは婚約者に対して、一度も恋心を感じなかったことに対する、懺ざん悔げの涙だった。

「いいんだよ、それで。貴族のほとんどは、家のために結婚するんだから。愛なんてものは、一瞬の幻まぼろしだよ。だったら、夢の中だけで永遠の愛を追っていればいい」

「わ、私は、私は……そんなもの」

「いらないなんて言うな。それじゃ生きるのはあまりにも寂さびしすぎる。俺が言うのもおかしいけどね」

　首筋に触れていた柔やわらかい唇の間から、堅かたくて尖とがったものが伸びてきた。それが何か分かって、イボンヌは悲鳴を上げようとしたができなかった。

　ぐっと首にブルムの牙きばが突つき刺ささる。痛みを覚悟していたイボンヌだったが、与えられたのは全く別のものだった。

「あっ……」

　得も言われぬ陶とう酔すい感かんが、イボンヌを包み込む。そしてイボンヌの脳裏に、父との別れの場面が再び蘇った。

『イボンヌ、幸せにおなり。もう何も悲しむことはない。私は、ただ少し先に行っているだけだよ。いずれまた、会えるのだから』

「お父様……」

　父はにこやかに手を振って、馬車に乗り込んだ。なぜかその横には、イボンヌの婚約者も乗り込んでいて、黙だまって頷うなずいている。

　馬車が向かう先は、美しい花畑だった。血ち塗ぬられた王宮ではない。

「……ああ、お父様……」

　幸福感がイボンヌを包み込む。それと同時に、自分を救ってくれた魔物に対して、とても優しい愛情を感じていた。

「こう見えて、俺も優しいところがあるんだ。だけど人に知られるのは、嫌いやだけどね」

　ブルムの体がすーっと離はなれていく。それと同時にイボンヌは意識を失うしない、再び深い眠りの世界に戻っていく。

　けれど今度の見る夢の世界には、悲しみは一つもなかった。
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　アンナは大はしゃぎだ。ジュリアンが買い物に連れていってくれるという。そんなことは滅めつ多たになかったから、嬉うれしくてしょうがない。

「ねぇ、イボンヌ。ドレスを買うのよ。私が自分で選んでもいいんですって。これまでは邸やしきに届くものを着ていたのに、好きなものを選べるの、素す敵てきでしょ」

「ええ……そうですわね」

　イボンヌは今け朝さから元気がない。ふらふらするのか、椅い子すに座すわってじっとしているばかりだ。きっと旅の疲つかれが出たのだろうと、イボンヌはアンナに説明していた。

　そんなイボンヌのために、少し早めに始まった今夜の食事は、いつもよりずっと豪ごう華かだ。以前ハードレー伯はく爵しやくの家で雇やとわれていた料理人が、イボンヌの好きなものをたくさん用意してくれている。

　元気がないのに、イボンヌはしっかりと食べていた。つられてアンナもいつもよりたくさん食べてしまったようだ。

「困こまったわ。こんな子こ豚ぶたさんみたいに太ふとっていたら、ドレスが入らないかもしれないわね」

　無む邪じや気きに笑わらうアンナに、イボンヌは優しい眼まな差ざしを向けていた。

「ねぇ、晩ばん餐さん会かいって、どんなことをするの？」

「お食事をしながら、席が近いかたといろいろお話しするのです。あまり失礼のないように、楽しくお話しするのがレディの嗜たしなみですわ」

　本来なら、こんな子供は招待なんてされない。家で静かに留る守す番ばんさせられているのが普通なのだ。そんな事情など知らないアンナは、ただ喜よろこんでいる。

「イボンヌ、私のお食事のマナー、おかしくない？」

「大変にお行ぎよう儀ぎよく召めし上がっておりますわ。そのままでも十分です」

「よかった……お父様に、二度とアンナは連れていかないなんて言われたくないもの」

「二度とアンナは連れていかないぞ」

　突とつ然ぜんのジュリアンの声に、アンナはぱっと顔を輝かがやかせる。

「お父様、駄だ目めよ、イボンヌに褒ほめられたんだから、連れていってくれないと駄目」

　すぐにアンナは椅子から立ちあがり、ジュリアンに向かって走っていく。

「それじゃすぐに買い物に出掛けよう。夜に店を開けているところは少ないから、急いで回らないと欲しいものが買えないぞ」

　そのまますぐにジュリアンはアンナを抱き上げ、外に連れ出そうとする。イボンヌはふらふらしながら、ショールを纏まとってその後に従したがった。

「レディ・ハードレー、具ぐ合あいが悪そうだが」

「ご心配なく、侯こう爵しやく様。旅の疲れが出たのですわ」

　アルフォンソに手伝われて、やっとイボンヌは馬車に乗り込んだ。けれど馬車が動き出す頃には、不ふ思し議ぎと元気が戻ってきていた。

　一いつ行こうが向かったのは、首都の目抜き通りに昔からある、『マダム・ソルジェの被ひ服ふく工こう房ぼう』だった。アンナはそこがどんな店か知らないが、イボンヌは知っている。店の前に馬車が停まると、目を潤うるませて店名の書かれた看かん板ばんを見上げていた。

「またここに来られるなんて、夢のようですわ」

　大きなガラス窓まどからは、人型に着せられたドレスが飾かざられた店内が見えるようになっている。

　この国に住むすべての女性と、洒しや落れ者ものを気き取どる男性にとって、ここはまさに聖地だったのだ。

　アンナは大きな目をさらに見開き、ぼうっとなってしまってもう何も言わない。けれど心の中では、素敵という言葉を何百回も繰くり返していた。

　ジュリアンが扉とびらの前に立つと、中から正装した店員が現れて恭うやうやしくドアを開く。アンナはジュリアンに手を引かれ、夢の中にいるような足取りで店内に入った。

　美しい布が溢あふれていた。それ以外にも毛皮や羽う毛もう、色とりどりのリボンに、華はなやかなレースなどがたくさんある。

「こんばんは、ザビエル侯爵。まぁ、お久しぶりですわ、レディ・ハードレー」

　奥から現れたマダム・ソルジェは、白髪の気品ある老婦人だった。そのドレス姿は完かん璧ぺきで、多くのレディたちが見本にしているという。

「不ふ思し議ぎですわね、ザビエル侯爵。私は、侯爵のお父上、先代のザビエル侯爵を存ぞんじ上げておりますが、まるで生き写しのようによく似ていらっしゃること」

　かなり高齢のマダム・ソルジェは、過ぎた日を懐なつかしむようにしてジュリアンを見つめる。

「侯爵のお父上も、それはそれは美しい殿との方がたでしたわ」

「お褒ほめいただき感謝します、マダム・ソルジェ」

　ジュリアンはマダム・ソルジェの手を取り、優ゆう雅がに唇くちびるを押し当てた。

「こんな愛らしいお嬢じよう様がいらしたなんて、存じ上げませんでした。レディ・ザビエル」

「アンナと呼んでくださいな、マダム・ソルジェ」

　アンナはドレスの端はしをつまんで、ちょこんと膝ひざを曲まげて挨あい拶さつした。

「ではレディ・アンナ。その美しい黒髪は、お母様から戴いただいたのですか？」

　マダム・ソルジェは、少し腰こしを屈かがめてアンナに優しく話し掛ける。

「はい、きっとそうだと思いますわ。母は私を生むと、すぐに亡なくなりましたの」

　精せい一いつ杯ぱいレディのように振ふる舞まうアンナに、マダム・ソルジェの目はますます細くなっていった。

「では、その美しい髪に似合うドレスをお作りいたしましょう」

　マダム・ソルジェはアンナを、奥へと案内する。

「マダム・ソルジェ、大変申し訳ないが、三日後に晩餐会に招待されている。それまでにレディ・ハードレーとアンナのドレスを、間に合わせて欲しいのだが」

「畏かしこまりました、侯爵」

　そんなことは何でもないというように、マダム・ソルジェは頷うなずく。

「素敵、マダムは魔法をお使いになるの？」

　アンナは好こう奇き心しんで瞳ひとみをきらきら輝かせながら訊きいていた。

「魔法ではありませんのよ、レディ・アンナ。私の雇やとっているお針はり子こは、皆みな、優すぐれた力量を持っているのです」

「凄すごいわ。だって普通は一日や二日で作れないものなんでしょう？」

「ご安心を。晩餐会には、今のレディ・アンナにぴったりの素す晴ばらしいドレスをご用意させていただきますわ」

「ではイボンヌにも、素敵なドレスをお願いします」

　自分だけの喜びに舞い上がらない、アンナの深い思いやりに、マダム・ソルジェは満足そうに頷いた。

「それではお二人で、お好きな色をまず決めていただきましょう」

　まるで川の水が流れ出したかのように、店員が大きなテーブルの上に様々な色の布地を拡ひろげていく。その様子を見ていたジュリアンが、遠えん慮りよがちに声を掛けてきた。

「レディたちの買い物に付き合うのは苦にが手てだ。私は……従い兄と弟このブルムとちょっと出てくる」

　ブルムの名が出た途と端たんに、イボンヌの頰ほおが微かすかに赤くなる。それをアンナは見み逃のがさなかった。

　イボンヌはきっとブルムおじさまが好きなんだわ。私のお父様を好きになってくれるより、そのほうが嬉うれしいなと、アンナは子供心にも思ってしまった。

「お父様、帰りはブルムおじさまと迎むかえに来てね」

　アンナの提案に、なぜかジュリアンは顔をしかめる。なぜイボンヌがブルムを好きになったことをジュリアンが嫌いやがるのか、アンナには分からない。

　けれどすぐにアンナの興きよう味みは、溢れるほどの布に向かってしまった。レディらしく振る舞っても、やはりアンナはまだまだ子供だったのだ。
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　ラドベリー侯こう爵しやく邸ていの晩ばん餐さん会かいは、華はなやいだものとなった。バジェット将軍の暴ぼう政せいに怯おびえて暮くらす貴族たちにとって、かつての栄光の日々を思い出させてくれる、貴き重ちような晩餐会だ。

　アンナはなぜかジュリアンと離はなれて、ラドベリー侯爵の息子むすこヒルマンの横に座すわらされてしまった。隣となりに座った人とは、和なごやかに話さないといけない。そう教わっていたけれど、何を話したらいいのか分からない。

　だが逆にヒルマンのほうが気を利きかせて、アンナの好このみそうな話題を提供してきてくれた。

　アンナより八歳年上で十三歳になるヒルマンは、楽しい話し相手だ。邸やしきにいる羊ひつじ飼かいの若者たちよりはるかに教養はあるし、両親からしっかり貴族教育を受けているから、非ひ礼れいなことなど一いつ切さい口にしない。

　食事の後で若者たちの間で簡単なゲームが始まったが、その時もずっとヒルマンが側そばにいてくれて、アンナをいろいろと手助けしてくれた。

　楽しい夜だった。けれど平和で親しん密みつな時間は、一いつ瞬しゆんにして崩ほう壊かいしてしまった。

　突然、大勢の兵が邸内に乱入してきたのだ。

「誰だれの許きよ可かを得えて、このように派は手でな晩餐会など催もよおしたのだ」

　兵たちに守られるようにして入ってきた大おお柄がらな男が、広間中に響ひびき渡るような怒ど声せいを上げる。

　怯おびえたアンナを、ヒルマンは守るようにして抱き締しめてくれた。

「あの人は、いったい誰なの？」

「バジェット将軍……今、この国を支配している男だよ」

　ヒルマンは小声でアンナの耳元で囁ささやく。

　この男に嫌きらわれたら、イボンヌの父親のようにジュリアンも殺されてしまうのだろうか。アンナは不安になってジュリアンの姿を探したが、さっきまで室内にいたのに今はどこにもいなかった。

　同じようにブルムもいない。アンナとイボンヌを置いて、逃にげ出すようなジュリアンではないと知っていたが、アンナは不安でたまらなくなっていた。

「ラドベリー侯爵、今こ宵よいは反逆者たちの親しん睦ぼく会か」

　居並ぶ貴族たちを睨にらみ付けながら、バジェット将軍は中央に歩み出てきた。

　バジェット将軍の縮ちぢれた赤毛は禿はげかけていて、髭ひげも伸のび放題だった。豪ごう華かな衣い装しようを纏まとっていたが、ちっとも似合っていない。潰つぶれた鼻はなや、眉み間けんの深い皺しわのせいで、魔王が人間のふりをしているようにアンナには見えてしまう。

「反逆の証しよう拠こはすでに挙あがっている。ラドベリー侯爵をただちに捕とらえろ」

　レディたちの間から悲ひ鳴めいが上がった。兵たちは貴族を押しのけて、ラドベリー侯爵に向かっていく。

「父上っ！」

　ヒルマンも急いで駆け寄ろうとしたが、そこで思い留とどまった。アンナを守らないといけないと、咄とつ嗟さに判断したのだ。けれどその顔には、苦く渋じゆうが滲にじみ出ている。

　ラドベリー侯爵は威い厳げんを正し、真っ直ぐ前を向いて立っている。決してみっともない言い訳などしない、実に男らしい態度だった。

　その時、ラドベリー侯爵の前に、突然どこからかジュリアンが舞い降りた。

　そう、まさに舞い降りたと表現するしかない現れようだったのだ。

「これはこれはバジェット将軍。初めてお目にかかります」

　ジュリアンはまるでレディにダンスを申し込むかのように、優ゆう雅がな姿勢で挨あい拶さつする。するとみるみるバジェット将軍の顔が、まさに魔物のように赤くなった。

「何者だ、貴様！」

「この晩餐会の主しゆ賓ひん、反逆の提案者、ジュリアン・ザビエル侯爵がこの私です」

「何だと！」

「あなたは密みつ偵ていであるローレン男だん爵の言葉を真まに受けられたようだ。だが真実は違っている。辺へん境きようの地に住まう、重じゆう篤とくな病やまいの貴族こそがあなたに反旗を翻ひるがえそうと思い、こうしてラドベリー侯爵の邸に皆を呼び集めたのですよ」

　アンナにはジュリアンの言っている言葉の意味が分からない。いつジュリアンは、そんな反逆者とかいうものになったのだ。

「捕らえるのなら、私を捕らえなさい。ラドベリー侯爵は無関係だ」

「いや、それは……」

　ラドベリー侯爵はそこで違うと叫さけびたかったのだろう。けれどその声は、途中で立たち消えた。いつの間に戻ったのか、その後ろにはブルムがいて、ラドベリー侯爵の背後にぴたっとすり寄っている。

「ラドベリー侯爵、せっかく晩餐会を開いていただいたが、私のせいでとんでもない濡ぬれ衣ぎぬを着せることになってしまった。お詫わびする。そしてここに集まった、善ぜん良りようなる貴族の皆様にもお詫びしなければ」

　堂々と話すジュリアンの姿を見ているうちに、アンナはそれが本当に自分の父なのか、分からなくなってきた。

「どういうことなの、ヒルマン、教えて？」

「しっ、静かに……」

　ヒルマンにも分からないのだろう。アンナを制することしか、咄嗟に思いつかないようだ。

「バジェット将軍、わざわざこれだけの兵を連れて乗り込んだからには、全員捕ほ縛ばくするおつもりか？　だったらとんだ勘かん違ちがいだ。あなたは無駄なことをして、新たに貴族を敵に回したいのですか？」

「うっ、うるさい。首しゆ謀ぼう者しやがおまえだということくらい、とうに分かっていたわっ。こやつを引っ捕らえろ」

　兵たちは抜いていた剣の先を、今度はジュリアンに向けていた。けれどジュリアンは恐おそれることもなく、微笑ほほえんでいる。

「手て荒あらなことをする必要はありませんよ。私は喜んで、宮殿に伴ともなわれてまいりますので」

　ジュリアンは真っ黒なマントを身に纏まとうと、バジェット将軍に近づき、ここを出ようと促うながしていた。

「そんな、お父様、駄目よっ。殺されてしまう」

　アンナが慌てて走り寄ろうとしたら、誰かが強く腕うでを引いた。
















「離はなして、お父様のところに行くのっ！」

　振り向くとそこにアルフォンソがいて、小さく首を振っていた。

「アンナ様、侯爵様なら何も心配はありません。それよりすぐにここを出ましょう」

「だって、だって、お父様がっ」

「レディ・ハードレーもお待ちです。急いで馬車に乗って、ここから出るようにとの、侯爵様のご命令ですから」

　なぜ、ジュリアンを見捨てられるのか。アンナにはアルフォンソの気持ちが分からない。無駄だと分かっていても、ここで剣を抜いて戦うべきではないのか。

「ヒルマン、お願い、お父様を助けて」

　けれどヒルマンにも、どうすることもできない。悲しげにアンナを見つめて手を握にぎると、ヒルマンは慰なぐさめるように言った。

「ザビエル侯爵は勇気のあるおかただ。きっとすぐに処しよ刑けいされるようなことはないよ。みんなで何とか助け出すから、安心して」

　それがヒルマンに言える、精一杯の言葉だったろう。

　アンナはアルフォンソに抱きかかえられるようにして、ラドベリー侯爵邸から連れ出された。そして真っ青になって震えているイボンヌと共ともに、馬車に押し込められてしまった。

　馬車はそのまま別邸に向かうことはせず、夜だというのに田舎いなかにあるジュリアンの本邸に向かって走り出していた。
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　ジュリアンは兵たちに左右を囲かこまれながら、護ご送そう用の粗そ末まつな馬車に乗せられていた。バジェット将軍はなぜか馬車に乗らず、馬で護送用馬車のすぐ側そばを併へい走そうしている。

　もうアンナは逃にげ出しただろうか。アンナを逃がしたのには訳わけがある。これから起こる血の惨さん劇げきの主人公が自分であることを、アンナには知られたくなかったのだ。

「何を恐おそれている？　恐れなければいけないのは、私のほうだろう？」

　ジュリアンは隣となりにいる兵に、笑え顔がおで話し掛けた。兵は何も言わなかったが、内心恐きよう怖ふで震ふるえていた。ジュリアンから言いしれぬ気き迫はくと、この世のものではない雰ふん囲い気きを感じ取っていたからだ。

　今夜はずっと晩ばん餐さん会かいで貴族たちと懇こん談だんしていた。滅めつ多たに社交の場に姿を見せないジュリアンに、皆みな、興きよう味み津しん々しんだったようだ。次々と質問されて答えているうちに、いきなりアルフォンソから呼び出された。

　アルフォンソはジュリアンの特とく殊しゆな能力を知っている。だから強く念ねんじれば、きっとジュリアンに通じると思ってやってみたのだろう。

　呼ばれたジュリアンが外に行くと、アルフォンソは青ざめた顔で告つげてきた。

「あちらに兵が集まり始めています。その先頭にいる太った男が、バジェット将軍です」

　告げると同時に、アルフォンソの閉ざされた心の扉が一気に開き始める。

　バジェット将軍の前に将軍職を務つとめていたのは、温おん厚こうなハゼル卿きようだった。アルフォンソは彼の執しつ事じとして若い頃から仕つかえていたが、十年前の闇夜にバジェット将軍の急きゆう襲しゆうを受けたのだ。

　主あるじは斬り殺され、館やかたには火が放たれた。その時にアルフォンソは、愛する妻と我が子も失ったのだ。

「アルフォンソ……辛つらかっただろうな」

　アルフォンソはすでに銃じゆうを取りだしている。それでバジェット将軍を撃うつつもりなのだ。

「私にも心を読ませないほどだから、余よ程ほど胸の奥深くに憎にくしみを隠していたんだろう」

「侯爵様、これにてお別れさせていただきます。私のように素す性じようも明らかでないものに信を置き、お側そばに仕えさせていただいたことを感謝しております」

　たった一人でアルフォンソはバジェット将軍に戦いを挑いどむつもりだ。しかも旧式の銃には、弾たまが一発しか込められていなかった。

「私のせいで、侯爵様やアンナ様にご迷めい惑わくをかけるかもしれません。お許ゆるしください」

　そのまま行こうとするアルフォンソの手を、ジュリアンは引いた。

「気持ちは分かるが、そんな無む謀ぼうな戦いをするな。アルフォンソの復ふく讐しゆうは、私が代わって行うから、安心してすべて任せるといい」

「……侯爵様」

　アルフォンソはジュリアンの正体を知っている。だからジュリアンが本気になってくれたら、バジェット将軍一人を倒すくらい、苦もなくやれることは分かっていただろう。

　だがジュリアンに頼らず、自みずから戦いに出向こうとする。その心こころ根ねの潔いさぎよさに、ジュリアンは心を揺さぶられる。

「今からやるのは、アルフォンソがしたかった復讐だ。だからその憎しみを、すべて私に移すといい」

「それでは……私自身が何もしたことになりません。ハゼル卿や私の妻子に、それでは申し訳が立たないのです」

「ここで無駄死にしたいのか？　それならいっそ死んだと思って、残った人生をアンナを守るために使ってくれ。もし私が失敗しても、今度はブルムが代わって仇かたきを取る」

「あなたがたの能力が、特別なのは存じ上げていますが……」

　アルフォンソは動揺していた。確かにアンナを、失った我が子同様に愛いとしいとアルフォンソは思っている。日中に動けないジュリアンの代わりに、アンナを守れるのはアルフォンソしかいなかった。

「私はもう三百年も生きた。いつ消えても後こう悔かいはない。こんな呪のろわれた命だが、私に血を与えてくれた人々のためにも、ここで少しぐらい役だってもいいだろう」

　ジュリアンの言葉は、少しずつアルフォンソの心に染しみ込んでいく。堅けん固ごな守りの中にいるバジェット将軍を倒すのは、そう簡単ではないことくらいアルフォンソにも分かっていた。前後の見み境さかいもなく、咄嗟にバジェット将軍を撃とうとしたが、それがいかに無謀だったかと、今のアルフォンソはどうするのがいいのか迷まよっている。

「憎しみをくれ、アルフォンソ。私がとうに失った感情……愛をアンナがくれた。そして今度は、憎しみが欲しい。それがなければ、私はどんな極ごく悪あく非ひ道どうな男でも、倒す勇気が持てない」

「憎しみならいくらでも差し上げられます」

　アルフォンソの脳裏に、炎ほのおに巻かれた元将軍の邸内で、深傷を負いながら必死に妻子を捜さがす自身の姿が蘇よみがえっていた。

「子供はまだやっと歩き出したばかりでした。妻は奥様付きのメイドで、気立てのいい女でした。私は……家族を愛していたのです」

　炎の向こうに、バジェット将軍の顔が見えた。けれどアルフォンソには、当時それが誰なのかよく分からなかったのだ。

　結局、元将軍の死は火事によるものとされてしまって、急襲された事実は明かされなかった。アルフォンソはジュリアンの元に身を潜ひそめながら、復讐する機会を探っていたのだ。

「すべて受け取った、アルフォンソ。今すぐアンナとレディ・ハードレーを連れて、本邸に戻るように。誰が来ても邸内に入れさせるな」

「ですが侯爵様、夜明けまでに時間があまりありません」

「宮殿内で身を隠せる場所なら知っている。心配するな」

　皮ひ肉にくにもこの時、アルフォンソは神にジュリアンの無事を祈いのっていた。もしジュリアンが無事に戻れたとしたら、神も少しは役に立つのかもしれない。

　そしてジュリアンは囚とらわれ、宮殿に向かっている。

　反逆者の中に裏切り者がいたことくらい、ブルムはとうに見抜いていただろう。けれどあえてそのままにしていたのは、泳およがせておくつもりだったからだ。

　ブルムが背後にいることを、ジュリアンは確信している。ジュリアンを助けるのを口実に宮殿内に忍しのび込んだブルムは、そこにいるレディたちの血を、たっぷり戴いただくつもりなのかもしれない。

　そんな余裕はないぞと、ジュリアンはブルムに告げる。けれど返ってきた思念は、ただ嘲ちよう笑しようのみだった。

　大きく開かれた城門が待ち構えている。そこを潜った途端に、兵たちの怯えも軽くなった。この堅固な城の中では、どんなにジュリアンが不思議な力を持っていたとしても、逃げ出すことなどできないと思っているようだ。

　そんな心配はいらない。明日の夜まで、ジュリアンは逃げ出すつもりなどなかったのだから。
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　深夜に差し掛かっていたが、バジェット将軍は尋じん問もんのためにジュリアンを元は王の執しつ務む室だった部屋に呼び出した。

　やはりバジェット将軍も、ジュリアンに対しては畏い怖ふの念ねんを感じていたのだろう。呼び出したものの、ジュリアンを前にして落ち着きをなくしている。

　ジュリアンは椅い子すに座すわることを許ゆるされ、バジェット将軍と面めんと向かった。

　ブルムだったら、ここで一気にバジェット将軍の喉のど元もとに嚙かみ付くだろう。けれどジュリアンはそんな野や蛮ばんな真ま似ねはしない。それよりもっと巧妙な手で仕留めるつもりだった。

「あの場で斬きり殺してもよかったのだ。それをしなかったのはなぜか、もう分かっていると思うが」

　バジェット将軍の脳のう裏りに、ハンナ・ガルデンの名前が浮かんでいた。

　ブルムはあの場にいた全員の記憶を消したように言っていたが、もしかしたらその時に裏うら切ぎり者のローレン男だん爵しやくはすでにいなかったのかもしれない。ジュリアンも初めて彼らの集まりに出た時、皆みなの中に裏切り者はいないと感じていたから、巧こう妙みように隠れていたのだろうか。

「侯こう爵が連れていたという黒髪の娘。あれは本当に侯爵の娘か？」

　ガルデン公爵の馬車を襲おそって夫ふ妻さいを亡き者にしたが、娘だけがどんなに捜してもいなかった。そのすぐ近くにあったのはジュリアンの邸だったから、助けたのがジュリアンではないかとバジェット将軍は疑っている。

　そしてバジェット将軍は、ジュリアンがアンナを利用して、この国の王位を狙ねらっているのではないかとまで邪じや推すいしていた。

　バジェット将軍が何より恐おそれているのは、ハンナ・ガルデンが生きていることだ。王制復活を願う者たちにとって、ハンナ・ガルデンという名前は集結の旗はた印じるしとなる。

　そんな時にローレン男爵が、とんでもない話を持ってきたのだ。ザビエル侯爵の娘は、ハンナ・ガルデンだと。しかも晩餐会にその娘が招待されているという。

　何としてもハンナを連れ去ろうと思ったのに、上う手まく逃にげられてしまったことでバジェット将軍は焦あせっている。

　今頃は必死になって、大勢の兵がアンナの行方ゆくえを捜していることだろう。

　とりあえず本邸まで逃げればいい。そうしている間に、バジェット将軍を始し末まつしてしまえばいいだけだ。

「あの娘がハンナ・ガルデンだったら、あなたは殺すつもりなのですか？　あんなに利り口こうで美しい娘を……」

　ジュリアンはじっとバジェット将軍の目を見つめる。するとバジェット将軍は慌てて目を逸そらした。

「将軍……私を恐れるのですか……あれだけ大勢の人間を、何の悩なやみもなく殺せたあなたが、おかしいですね？」

　笑いながらジュリアンは手を伸のばし、バジェット将軍の手を握った。すると恐きよう怖ふが逆流してくるのが感じられた。

　この感じは好きだ。自分が魔物になってしまった証あかしだと思うが、人間の恐怖は魔物にとっては何よりもの快感になる。

「恐れないで……将軍……私を見るんだ」

　ひんやりしたジュリアンの手から、どんどん心を侵しん食しよくする魔力が伝わってきて、バジェット将軍は大きく目を見開いた。

「お、おまえは何者だっ！　人間じゃないな！」

　勘かんの鋭するどい人間は大勢いて、彼らはすぐに魔物の気け配はいを察さつ知ちする。たとえ鈍にぶい人間だったとしても、恐怖にさらされればやはり気が付くようだ。バジェット将軍がそのいい見本だろう。

「私は、将軍に殺された人間の代理人だ……」

　ジュリアンがそう言っただけで、バジェット将軍の脳のう裏りには、殺した人間の姿が勝手に溢あふれだしていた。

「は、離せ。その手を離せっ！」

「いいのか……この手が離れた瞬しゆん間かん、亡ぼう霊れいたちは自由になっておまえを襲おそうぞ」

「は、離せーっ！」

　ジュリアンの手を振りほどくと、バジェット将軍は剣を抜き、いきなり斬りかかってきた。

　ひらっとジュリアンは舞い上がる。そしてはるか彼方かなたに着地していた。

　警護の兵が走り寄る。けれど彼らの誰一人として、ジュリアンのマントの裾すそを摑つかまえることすらできなかった。

「もういいだろう、将軍……。この五年間、十分栄えい華がを味わったはずだ。報むくいを受けるべき時がついにやってきた」

「だ、黙だまれ。こ、こんなものっ、恐れてなどおらんぞっ。みんな斬り捨ててやるっ！」

　バジェット将軍は剣を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回しながら、ジュリアンを追おってくる。その切っ先が、ついに警護の兵まで斬りつけてしまった。なのにバジェット将軍は気が付いた様子もなく、しまいにはそこにいた全員、誰彼構わず斬りつけ始めた。

「将軍、将軍、お願いです。どうか、落ち着いてください、将軍」

　側そつ近きんの兵が何とか落ち着かせようとするが、もうバジェット将軍の目は現実を見ていない。自分の心が描えがき出した幻まぼろしに追われて、必ひつ死しになって戦っている。

「斬られたくなかったら、近づかないほうがいい」

　ジュリアンは兵たちに向かって言った。

「どうするんだ、こんなおかしくなった将軍に、いつまでも忠誠を示すつもりか？　逃げるなら今のうちだぞ」

　ジュリアンの言葉は、兵たちに動どう揺ようを引き起こす。そうしているうちにも、バジェット将軍は味方のはずの兵に次々と斬りかかっていた。

　一人、また一人と兵が逃げ出していく。それを見ながら、悠ゆう々ゆうとジュリアンは取り調べに使われるはずだった執務室から出て行った。

「そうだ……言い忘れていたな」

　ジュリアンは扉の前で立ち止まると、ゆっくりと振り返ってバジェット将軍に告げる。

「将軍。敵てきの一団が、宮殿を取り囲んでいるぞ。望ぼう楼ろうに昇のぼって、その目で確認したほうがいい」

　するとバジェット将軍は、言葉にならない奇き声せいを発しながら、望楼に向かって走り出した。

「ふむ……もしかしたら飛べるかもしれない。試してみるといいな」

　それだけ言うと、ジュリアンは宮殿内の霊安室目め指ざして歩き出す。じきに夜明けだ。今は馬を飛ばして邸に戻るより、もっとも安全な場所、死者が眠る場所に隠れているほうがいい。

　明日には世界が変わっているだろう。そこはきっと今より住みやすい世界で、ジュリアンとアンナの平和な生活を脅おびやかすものはいないのだ。
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　馬車は凄すごい勢いで走っている。アンナはイボンヌに抱き付き、恐きよう怖ふと戦っていた。

「イボンヌ、お父様はどうなるの？　将軍に殺されてしまわない？」

「分かりません。ですが侯こう爵しやくは、不ふ思し議ぎなかたですし、強いブルム様がきっと守ってくださいますわ」

　なぜだろう、アンナはこんな恐こわい思いなどしたことがないはずなのに、以前も同じような思いを味わったような気がしていた。

　恐おそろしい思いに耐たえながら、思わず窓まどの外を見ると、松たい明まつを掲かかげた一団が追おってくるのが見える。

「どうしたらいいの、イボンヌ。誰だれかが追いかけてくる」

　馬車よりも騎き馬ばのほうがはるかに速い。すぐに追いつかれてしまうのは明らかだった。

「お気を確かに……。アルフォンソもおりますわ」

　アルフォンソは御ぎよ者しやと一いつ緒しよに乗っていた。もっとも信頼できる人間だと分かっていたが、こんな時に頼りになるかどうかまでは分からない。

「イボンヌ、イボンヌ、どうしよう」

　追っ手はどんどん馬車に近づいてくる。すると殺さつ伐ばつとした気け配はいが、アンナにも伝わってきた。

「私たちも殺されてしまうの？」

「そんなことはありません。安心なさって」

　けれどイボンヌだって、内心は不安でたまらないのだ。

「止まれーっ、止まれ」

　背はい後ごから叫さけび声が聞こえ、ついに先頭を走っていた兵が馬車に追いついてしまった。

「バジェット将軍の命令だ。すぐに馬車を止めろっ！」

　ここで止めなければ、もっとも恐ろしいことになる。御者もアルフォンソも殺されてしまうだろう。そこでアンナは気き丈じようにも叫んでいた。

「アルフォンソ、馬車を止めて。大だい丈じよう夫ぶよ、安心して」

「アンナ様？」

　アルフォンソはそこで、仕方なく馬車を止める。するとあっという間に馬車は、兵たちに取り囲まれてしまった。

　兵たちは無言で剣を抜く。そして馬車の扉を開いて、中に押し入ろうとした。

　その時、樹上から真っ黒なものが降ってきた。

　と、同時に、馬車に押し入ろうとしていた兵の体は、ぐずぐずと力なく崩くずれていく。

「イボンヌ、アンナが余計なものを見なくて済むように、目をしっかり覆おおってやれ」

　馬車を覗のぞき込んでいるのはブルムだった。

「ついでに断だん末まつ魔まの声なんかも聞かせないで済むように、耳もしっかり塞ふさぐんだ」

「は、はいっ」

　イボンヌはアンナを自分の胸元に抱き寄せ、耳までしっかりとその腕うでで覆う。

「アンナ様、もう大丈夫ですよ。ブルム様が来てくださいましたから」

　安心したのだろう。イボンヌも落ち着いているのが、アンナに伝わってくる。

　けれどアンナは、イボンヌに隠れるようにして、しっかりと外の光景を見てしまった。

　十人以上いる兵を、ブルムは次々と剣で薙なぎ払っている。その動きがあまりに素す早ばやくて、誰もブルムに追いつけない。あっという間に、ほとんどの兵が倒たおれていた。

　ところがその後に、また新たな騎馬の一団がやってきた。

「また来たわ。ブルムおじさま一人では、とても無理よ」

　ジュリアンがいてくれたら、そう思ったアンナが馬車の窓から身を乗り出すと、聞き覚えのある声が響ひびいた。

「アンナ、無事かっ！」

「ヒルマン」

　まだ少年と呼べる歳としなのに、ヒルマンは仲間たちを連れてアンナを助けるために追ってきたのだ。

「おい、ボウヤ。騎士を気き取どるつもりなら、もう少し速く動けよ。俺が追いつかなかったら、どうなってたと思うんだ」

　ブルムはそう言うと、剣を鞘さやに納おさめた。

「アンナ、ここからはヒルマンが邸やしきまで送ってくれるそうだ」

「ブルムおじさまはどうするの？」

「ジュリアンを助けに戻る。夜が明ける前にな……」

　そう言うとブルムはすっと木こ陰かげに身を隠す。するとどこにいるのか、もうアンナには見つけられなくなってしまった。

　再び馬車はゆっくりと動き出す。その横をヒルマン率ひきいる、若者たちの一団がしっかりと警護していた。

　その様子は幼おさないなりに、女王を警護する騎士のようにも見えていた。








よい夜を……ジュリアン……
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　王国が平和を取り戻して十年、アンナは十五歳になっていた。

　あの騒そう乱らんの夜のことは、今でも忘わすれていない。ジュリアンを永えい遠えんに失うしなうかと思うと、自分が殺されるより辛つらかったのだ。

　王のための玉ぎよく座ざは、未いまだに空席のままだ。隣りん国ごくに嫁とついだソフィ王女は、この十年の間に三人の皇おう子じを授さずかったが、いずれも体が弱く無事に成人するか分からない。王の血けつ縁えん者しやの大半が、バジェット将軍によって殺されてしまったから、ここでまたもやハンナ・ガルデン生せい存ぞんの望のぞみが囁ささやかれるようになっていた。

「アンナ様、ハードレー伯はく爵しやくより、お手紙がまいっております」

　アルフォンソが銀のトレーに手紙を載のせて、居い間まで寛くつろぐアンナのところに持ってくる。

　アンナの家庭教師だったイボンヌは、爵位を取り戻して女伯爵となった。奪うばわれた資産も取り戻したというのに、婚こん姻いんもせずに未だに独身のままだ。爵位や財産目当てもあっただろうが、降ふるほど縁えん談だんがあったというのに、イボンヌは縁えん戚せきから養よう子しを迎むかえて静かに暮くらしている。

「ありがとう、アルフォンソ……」

　椅い子すに座すわったままアルフォンソを見上げたアンナは、不ふ思し議ぎな気持ちになってくる。気が付いたらアルフォンソの髪には白いものが混じるようになり、目め尻じりの皺しわも深くなっていた。

　イボンヌにしてもそうだ。少し太ったイボンヌは、いかにも三十代の貴婦人といった外見になってしまっている。

　なのにジュリアンだけは、全まつたくどこにも変わった様子がない。いや、たまに訪おとずれるブルムもそうだった。彼らは本当なら四十歳前後の歳としだろうに、どう見ても未だに二十代の若者にしか見えない。

　夜しか会えないのは、今でも同じだ。どんな奇き病びように罹かかっているのか知らないが、ジュリアンが完かん治ちする様子はなかった。

　しかも夜しか会えないのは、ジュリアンだけではない。ブルムもまた、夜にしか姿を見せないのだ。

　アンナももう子供ではなくなった。人の上には平等に時が流れ、幼おさない者は成長し、そして老おいていくというのが当たり前のことだと知っている。

　なのになぜ、ジュリアンとブルムの上にだけ、神は平等に時を与えないのだろう。

　夜しか動かない人間には、時の魔力も効きかないというのか。そんなことはない。夜警をする兵たちだって、同じように老いていくのだから。

　ジュリアンがどんなものであっても、愛し続けることに変わりはなかったが、アンナはどうしても不安で、もっとも信頼のおける友となったイボンヌに、この疑問をそのまま書いた手紙を送ってしまったのだ。

『親愛なるレディ・アンナ。

　あなたが感じる疑問は、常つね々づね私も感じておりました。

　私があなたの家庭教師となったあの日から、十年の月日が流れたというのに、あのお二ふた方かたのお姿が変わることはないのですから、不思議に思われるのも当然だと思います。

　これから書くことで、不ふ愉ゆ快かいな思いをなさるかもしれません。

　けれどレディ・アンナ、そろそろ真実を知るべき頃ころかと思いますので、恐おそれずに書きましょう。

　レディ・アンナ、あなたのお祖じ父い様に当たる、先代のジュリアン・ザビエル侯こう爵しやく。

　そのかたは隣国に旅立たれ、旅先で亡なくなったと聞いております。それから二十五年後に、ザビエル侯爵の息子むすことしてあの城に戻られたのが、今のザビエル侯爵です。

　以前、マダム・ソルジェのお店で、彼女が言ったことを覚えておいでかしら。

　ジュリアン・ザビエル侯爵は、亡くなったという先代の侯爵と、生き写し、いえ、本人そのものといってもおかしくないくらい、似ていらっしゃるのですよ』

　そこでアンナは手紙から顔を上げ、部屋を出て階段の壁かべに飾かざられた歴代領主の絵を見上げる。

　様々な顔があるのに、ある時を境さかいにその顔はほとんど変化がなくなっていた。

「似ているなんてものではないわ……」

　百年の時の経過があるのに、肖しよう像ぞう画がに描えがかれた顔は、全くといっていいほど同じだったのだ。しかもそれ以降、新たな領主の絵は描かれなくなっていた。

　再びアンナは、手紙に目を戻す。そこには恐ろしい言葉が書き連つらねられていた。

『時の流れに逆さからって生きる者。

　人々に知られているのは、人じん狼ろう。

　それと吸きゆう血けつ鬼きです。

　どこにもそれらの存そん在ざいを示しめす文ぶん献けんなどありませんが、太たい古こより人々の口から口へと伝わっているのが、実在を示す証しよう拠こでしょう。

　レディ・アンナ、ここで恐ろしい告白をいたします。

　私は、かつてそちらの館やかたにいた時に、何度か首くび筋すじに不思議な傷を負ったことがあるのですよ。

　その傷がある数日は、体から力が抜けたようになっていました。

　あるいは血を吸われていたのかもしれないとも思いましたが、私が別のものになってしまうこともなく、今でもこのように元気です。

　毒どく虫むしに刺さされたのかもしれないけれど……レディ・アンナ、私は今でも夢に見るのです。

　あなたの住む館で、ブルム様が私の部屋を訪おとずれ、そっと私を抱き締しめてくる夢を。

　けれど不ふ埒らちなことをされた様子はありません。

　あるのは首筋の傷だけ。

　ここで私は、神に救いを求めなさいと書くべきでしょう。

　ですが書けません。

　ザビエル侯爵は、あなたをとても大切になさっておいでです。多分、人間とは違った、深い慈じ愛あいを持ってあなたをお育てになったのですわ。

　恐れることはないと申し上げたいところですが、気になるのはあなたの未来です。

　私の邸には、いつでもあなたが住まえるように部屋が用意されております。

　もし不安なようなら、ぜひ、私のところにいらしてください』

　アンナはそこで手紙を折おりたたみ、これは暖だん炉ろで燃やしてしまうべきかと考えた。

　けれど読んでしまった。脳のう裏りにしっかり焼やき付いてしまったものを、消すことはできない。そしてアンナの脳内にあれば、それはこの館では秘ひ密みつでも何でもなくなるのだ。

　アンナは窓まど辺べに寄った。

　空が茜あかね色に染まっている。じきに夜が訪れるのだ。

　物心ついてから、毎日夜が待ち遠しかった。夜になれば大好きなジュリアンに会える。その気持ちは今も変わっていないけれど、ここでアンナはどうしたらいいのか分からなくなってきたのだ。

　ジュリアンの食事がおかしいことは、とうに気が付いていた。一度としてジュリアンは、アンナと共ともに食事をしたことがない。貴族から食事に招待されても、決して料理に手を付けず、水を貰もらっているだけだ。

　奇病のせいで、特別なものしか食べられないと言っている。

　けれどその特別なものとは何だろう。

　香こう草そうでもなければ、生肉ですらない。

　アンナはもう知っている。ジュリアンの食事は、羊ひつじの血とこの館で働く誰かの血を混ぜたものだと。

　それは公然の秘密だった。血を提供した者も、それで騒さわぎ立てることもない。なぜなら十分な食事を与えられ、酷こく使しされるようなこともないからだ。しかもジュリアンは、人の心を巧たくみに操あやつる。この館で、操られるようなことがないのはアンナとアルフォンソ、そしてブルムだけだろう。

　たとえジュリアンが吸血鬼と呼ばれる魔物だったとしても、アンナはジュリアンを愛することを止められないが、そこにもまた問題が生じていた。

　自分は、ジュリアンの本当の子供ではないような気がするのだ。

　何度もジュリアンに、母のことを訊たずねた。けれど一度として、ジュリアンからまともな返事は返ってこない。曖あい昧まいな表現で母を語るか、毎回言うことが違ったりしている。

　それにジュリアンはアンナのことを愛してはくれるが、他のレディには全まつたく興きよう味みを示さないのもおかしいと思った。

　亡くなったアンナの母だけを愛していたというなら、それも納なつ得とくできるけれど、その母の実在さえ怪あやしいとなったらやはり不自然だ。

　世の殿との方がたというものは、レディの関かん心しんを惹ひきたがるものだと教えられた。そして用心しなければ、不埒な行いをするものだとも。

　それが男というもので、若いレディはしっかりと心構えを持って殿方と接するようにと言われたが、ジュリアンにはそんな汚よごれた欲望の欠片かけらも見あたらない。

　たまには同性しか愛せない人間もいるということだが、だからといってジュリアンと一番仲のいいブルムとの間に、そんな関係はありえなかった。

　ジュリアンの子供ではないとしたら、いったい自分は誰なのだ。

　この近くの森で、行方ゆくえ不明になった皇おう女じよ、ハンナ・ガルデン。

　生きていれば、アンナと同じ歳のはずだった。しかもガルデン公爵夫人は、黒髪で紫むらさきの瞳ひとみを持つ美女だったという。

　その話は、ラドベリー侯爵家のヒルマンから何度も聞いた。ヒルマンはアンナがその皇女ではないかと疑っているのだ。

　ヒルマンもその父親のラドベリー侯爵も、その昔ガルデン公爵夫人に会ったことがあるという。記憶にある夫人の姿に、ますます似てきていると言われて、アンナは戸と惑まどっていた。

　アルフォンソが蠟ろう燭そくを点つけ始めた。昼の光とはまた違った、優しい光が部屋の隅すみ々ずみを照てらし始める。物の影が時々踊おどるように揺れるのは、窓の隙すき間まから入り込む夜風のいたずらだった。

　待っていた夜が来る。

　なのに今夜は、夜になるのが恐い。

　このままではアンナは、ジュリアンに真実を教えてくれと迫せまってしまうだろう。

　真実なんて知りたくない。知ってしまったら、今のままでジュリアンを愛することができなくなってしまいそうだ。

　いや、すでに危あやうくなっている。

　ジュリアンを父親として愛することに、アンナは限げん界かいを感じていた。

　美しく気け高だかいジュリアン。この世のどこにも、彼以上の男はいない。けれど彼はアンナの父親で、しかも魔物かもしれないのだ。どうあっても、普通に愛することの許ゆるされぬ相手だった。

　空はますます暗くなっていく。目を凝こらせば、星の瞬またたきすら見えるだろう。

　今夜は月もない。暗く静かな空は、星たちの独どく壇だん場じようだった。

「アンナ様、お食事の用意がそろそろ整ととのいますが」

　アルフォンソに言われて、アンナは小さく首を振った。

「あまり食べたくないわ」

　血を採とった後の羊ひつじは、この邸の定番メニューだ。香こう辛しん料りようを利きかせて焼くか、時にはシチューにもなる。

　この邸にいる人間は、皆、喜よろこんで羊を食べた。けれどアンナは、羊が血を抜かれる場面を想像してしまい、とても今夜は食べられそうにない。

「伯はく爵からのお手紙に、何か気になることでも書かれていましたか？」

　アルフォンソは勘かんがいい。それはアンナも同じだ。ジュリアンの側そばに長年いると、自然と勘が鋭するどくなってしまうようだ。

「アルフォンソ、あなたはお父様のこと……不ふ思し議ぎだとは思わないの？」

　ついにたまりかねて、アンナは言ってはいけないことを口にしてしまった。

「あなたとたいして歳も違わないのに、お父様は、ヒルマンと同じ歳くらいにしか見えないわ」

「……ご病気のせいでしょう。それともなければ、ザビエル家の特とく徴ちようかもしれません」

「羊の血しか召めし上がらないのに、どうしてあんなに元気なの。私には、野菜でも肉でも何でも食べろと言うくせに、お父様は……」

　人の血も飲むせいかしらとは、さすがにアンナも言えなかった。

「たとえどのようなかたであろうとも、私は侯爵様に仕つかえられることを幸せに思っております。十年前、バジェット将軍の圧あつ政せいから人々を救ったのに、それで恩おんを着せるでもなく、静かに暮くらしていらっしゃる姿は、さすがだと思いますが」

　だから誰も、ジュリアンのことを魔物だと追おい詰つめないのだ。もしジュリアンが、バジェット将軍のような支配者になろうとしたら、すぐに追われていただろう。

「そろそろ侯爵様がお目覚めになられますので……」

「そうね……新しん鮮せんな……血を用意しないと」

　言ってしまった。けれどアルフォンソはそれで怒おこることもなく、黙だまって部屋を出て行った。

　アンナはまた椅子に座り込み、顔を覆おおって静かに泣ないた。

　子供の頃ころから、ほとんど泣いたことがない。悲しいことがあっても、ジュリアンの顔さえ見ればすべての悲しみは消えてしまったからだ。

　なのに今は、そのジュリアンのせいで泣いている。いつも相そう談だん相手になってくれたブルムにも、この話はできなかった。

　どれくらい泣いていただろうか。部屋の中に清せい涼りような冷気を感じて、アンナは顔を覆っていた手を退ける。

　十五年間、全く変わらないジュリアンの姿がそこにあった。

「食事をしなさい、アンナ。私のために泣くなんて、愚おろかなことだ」

　ジュリアンは窓辺に寄り、夜を見つめる。こんな晴はれた静かな夜を、ジュリアンは気に入っていた。

「お父様……」

　何も話す必要はない。ジュリアンにはアンナの考えていることなんて、すべて読まれているのだから。

「産うぶ着ぎがある。あれは……証しよう拠こになるだろう」

　ぽつりとジュリアンは呟つぶやいた。

「何のお話？」

「アンナの知りたい答えだ。そのとおり、私は森でアンナを拾い、狼おおかみの餌え食じきになる前にここに連れ帰った」

「お父様！」

　お願い、それ以上言わないで。これまでのように、私はあなたの娘だと言って。

　そう願うアンナの心の叫さけびも、今夜はジュリアンまで届かない。

「ソフィ王女の生んだ皇子が、この国の王位に就つけばいいと思っていた。だが……そんなことをする必要がどこにあるんだろう。ここに正式な王位継けい承しよう者しやがいるというのに」

「わ、私は、ハンナ・ガルデンなんかじゃないわっ」

「そうかな。どうしてアンナと名付けたか分かるか？　アンナが幼おさないながらも、自分で名な乗のった名前がそれだった。私は、よく聞こえないふりをして、わざとアンナと名付けたけれど、それもまた愚かなことだったかな」

　アンナの脳のう裏りに、泣いている赤ん坊の姿が浮かぶ。ピンクのリボンと、たくさんのレースで飾かざられた産着を着た、愛らしい赤ん坊だった。

「もうこれ以上、アンナの面めん倒どうは見られない。察さつしたとおりだ。私は……血を飲む魔物。この世にあって、この世にないもの……」

「ジュリアン・ザビエル侯爵よ。お父様は、ジュリアン・ザビエル侯爵なのよっ」

「時々、名前を変える。三百年も同じ名前でいるのは、不自然なのでね」

　アンナの美しい瞳は曇くもり、また新たな涙なみだが白くふっくらとした頰ほおを濡ぬらす。知ろうとした罰ばつがこれなのだ。真実はどんな作り話より残ざん酷こくで悲しかった。

「アンナ、幸せにおなり。おまえにはその権利がある」

「い、今でも、十分に幸せよ」

「幸せなものか……おまえは……本当ならあの宮殿の主あるじなのだから、こんな邸で毎日羊を食べて暮らすことはないんだ」

「羊は……好きよ。神のくださった、大切な家か畜ちくだわ」

　羊なんて食べたくないと、一瞬でも思ったのがいけなかっただろうか。

　それがジュリアンの機き嫌げんを損そこねてしまったというのか。

　もうジュリアンには、何も言って欲しくない。何か言われる度たびに、恐ろしい言葉が発せられそうで、アンナは耳を塞ふさぎたくなっていた。

「愛しているよ、アンナ。誰よりも、何よりも愛していた。だがアンナ、もう分かっているだろう。私は……おまえに人間としての幸せを取り戻させないといけない」

「これは人間の幸せじゃないの？　毎日、笑わらって、たくさん話して、心を通わせて、それだけでは足たりないって言うの」

「……ああ、足りない」

　ジュリアンは静かにアンナに近づいてくると、その頰に冷たい手を添そえた。

「冷たいだろう、私の手は……。死人と同じだ」

「そんなこと……ない」

　アンナはジュリアンの手に、自分の手を添える。それだけで涙がまた溢あふれてきた。

「今は、こうしていられても、いずれアンナは私の歳を追い越す。そうやって何人もの人間が、私の傍かたわらを通り過ぎていったものだ……」

　ブルムのくれた子こ兎うさぎは、たくさん子供を産うんだけれど、しばらくすると死んでしまった。続けてその子供がまた子供を産んだけれど、やはり何年かすると死んでしまう。そうやって命の素す晴ばらしさと儚はかなさをアンナは学んできた。

　ジュリアンにとって人間は、アンナにとっての兎と同じなのだ。

「共ともに老おいる相手と、寄り添うといい。昼も夜も、変わらず側にいてくれる人間が、アンナには必要なんだ」

「どうして……それがお父様ではいけないの？」

「私は……アンナの父親じゃないからさ……」

　まばゆい月のような瞳が、じっとアンナを見つめている。月は悲しみの色だと、アンナはその時思った。

「だったらジュリアン……」

　初めてお父様ではなく、ジュリアンと名前で呼んだ。

　そしてアンナは願った。

　ジュリアン、私を捨てないで。時の彼方かなたでも、闇やみの迷宮でもどこでもいい。私を一いつ緒しよに連れていってと。

「アンナ……」

　その手を取ってアンナを立ちあがらせると、ジュリアンは優しく抱き締しめてきた。だがその体からは、他の人間に抱き締められた時に感じる温ぬくもりが一いつ切さいない。

「愛することを思い出させてくれた大切なアンナを、闇の世界になど連れてはいけない。たとえ短みじかい命だとしても……人は……人としての生しよう涯がいを全まつとうすべきだ」

「だってジュリアンだって、魔物になることを望んだのでしょう？　ブルムおじさまだってそうだわ。ずっと二人だけでいるつもり？」

「ブルムは強い。肉体だけでなく、精神も。私はブルムほど強くなれないから、羊の血を飲んで生きながらえている、情なさけない吸血鬼なんだ」

　ジュリアンの手が自然とアンナの項うなじに触ふれていた。

　その瞬間、アンナはこれまで一度もジュリアンから感じたことのない、欲望に汚よごれた感情を感じ取ってしまった。

「私の真実が少しは分かったか……アンナ。私は、大切な娘と分かっていても、こうして嚙かみ付きたい欲望を感じる恐ろしい魔物なんだよ」

　美しい黄金こがね色だったジュリアンの目が、突とつ如じよ赤く光り始めている。そして風もないのに、金の髪が揺れていた。

「血が欲しいの？　ならあげるわ……」

　わざとアンナは、首筋をジュリアンに見せつける。

「そんな言葉を吸血鬼に言ってはいけない。すべての吸血鬼が……人間に優しいわけじゃないんだ。殺されてしまうぞ」

　ジュリアンがそうしたいなら、ここですべての血を捧ささげてもいいとアンナは思った。

　だがそれを感じ取ったジュリアンは、ぱっとアンナの体から離れた。すぐ側にいたはずなのに、一瞬でジュリアンは扉とびらの近くまで移動してしまったのだ。

　そこにいるのは、もういつものジュリアンだった。

　瞳はあくまでも寂しげに輝いていて、もう恐ろしい赤色ではない。

「明日、ラドベリー侯爵のところに行け。彼とレディ・ハードレーがアンナの後こう見けん人にんとしてすでに指名されている」

「いやよっ、ジュリアン。私はどこにも行かない。ここでジュリアンと暮らすわっ」

「……私は……いなくなる。だからここにいても無む駄だだよ、アンナ」

「駄目よ、駄目。どこかにいってしまうつもりなの？」

　アンナは急いでジュリアンに駆かけ寄った。けれどジュリアンは、まるで魔法のようにすっと居場所を変えてしまう。

　二度とアンナを抱き締めるつもりはないと、示しめしているのだろうか。

「宮殿なんて住みたくない。ここがいいのよ、ジュリアン。私の兎と、ジュリアンの羊がいる、この邸が私の家なんだから」

「アンナ、私を困こまらせるな。アンナの心だけは、弄いじりたくない。素直に言うことを聞いてくれ」

「いやっ！」

「平和になって十年もの間、皇女であることを知りながら、自分の娘として育てたことで私は罪つみに問われるんだ。だからといって、自分の身を守るために、ラドベリー侯爵たちを傷つけるのはごめんだな」

　それを言われると、アンナも何も言えない。

「隠しておくのももう限界だ。アンナはますます母上に似てきている」

「誰も、ジュリアンを責せめたりしないわ……」

「昼に行われる審しん問もん会かいに、私が出られると思うか？　そうなれば自然と、私の存在そのものが疑われる。どんなに親しくしていても……私が魔物だと知ったら、人々の態度は変わるんだ」

「そんなことない。だって私は……今でもジュリアンを愛しているもの」

　父としてではなく、アンナはジュリアンを愛している。

　けれどどんなに愛しても、決して夫おつとにはなれない相手だとも分かっていた。

「ありがとう、アンナ。その言葉だけで十分だ。明日からは、温かい体を持つ、頑がん強きような男を愛するといい。私のことは……忘れてもいいから」

　ジュリアンが再び近づいてきた。何をしようとしているか、アンナにはすぐに分かったから、思わず叫んでいた。

「いやよ、ジュリアン。私の記憶から、あなたのことを消さないで」

「……そのほうが、苦くるしまなくていい」

「そうよ、いつもそうやって、私の苦しみや悲しみをジュリアンは吸い取ってくれた。でも、もう子供じゃないわ。初めて知った愛を忘れたくない。私は強いもの、忘れなくたって生きていける」

「そうだな……もう、子供じゃない……」

　ジュリアンは記憶を消す代わりに、アンナをまた優しく抱き締めてそっとキスをしてくる。それは子供にするキスではなく、レディに対してするキスだった。
















「さよなら、アンナ。幸せになるんだよ」

　いつの間にか窓が大きく開いていた。

　そしてジュリアンの姿は、一瞬にして消えてしまった。

「ジュリアン、ジュリアーンッ」

　アンナはドレスの裾すそを持ち上げて、必ひつ死しに走り出す。

「ジュリアン、どこにいるの、戻ってきて、ジュリアン」

　邸内を駆け抜けて、アンナはついに外に飛び出す。

　満天の星空だった。月もなければ、僅わずかの雲もない。晴れ渡った空では、星たちがぎらぎらと輝かがやき、空から涙を流しているかのように、時折地上に向けて星を降らせる。

　そこはジュリアンの生きる夜の世界だ。

　なのにジュリアンの姿がどこにもない。

「いやよ……置いて……いかないで」

　この夜のどこかにいるはずなのに、もうアンナはジュリアンに会うことは一生できないというのだろうか。

「さよならなんて、私は、言わないわ……。よい夜を……ジュリアン」

　アンナはその場に蹲うずくまり、声を上げて号ごう泣きゆうした。
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　翌よく日じつ、泣なきはらした顔のまま、アンナはイボンヌの邸やしきに送られていった。同行したアルフォンソの手には、いつ書かれたものか分からないが、ジュリアンの手紙と産うぶ着ぎの入った箱はこが握にぎられていた。

　首都への旅は、いつでも楽しいものだった。けれど今回の旅の間、アンナには泣くより他にすることが何もなかったのだ。

　イボンヌは突とつ然ぜんの訪問だというのに、まるで来るのが分かっていたかのようにアンナを優しく出で迎むかえてくれた。

「レディ・アンナ……」

　アンナの泣きはらした目を見たら、イボンヌにも何があったか分かっただろう。

「レディ・イボンヌ。わ、私、わ、私、ジュリアンに捨てられたの」

　イボンヌに抱き付いて、またもやアンナは泣きだす。

「捨てたのではないでしょう。ザビエル侯こう爵しやくは……身を引いただけですわ」

　泣きじゃくるアンナの肩かたを抱いて、イボンヌは長椅い子すへと導みちびく。そして執しつ事じに命じていた。

「レディ・アンナに温かい飲み物を。それとすぐにラドベリー侯爵に使いを出して、こちらに来ていただけるようにと伝えなさい」

　今やイボンヌは、威い厳げんある立りつ派ぱな女伯はく爵だった。けれどアンナを前にすると、その顔は母親のように優しくなる。

「ハードレー伯爵様、アンナ様のことはすべてお任まかせいたします。私は……これで」

　アルフォンソがそのまま去ろうとするので、座すわったばかりなのにアンナはすぐに立ちあがらねばならなかった。

「アルフォンソまで行ってしまうの？」

「アンナ様、私は侯爵が不ふ在ざいの間、邸の管理を任されておりますので。何かございましたら、いつでも呼び寄せてください。馬を飛ばしてまいりますので」

「そんな……」

　ジュリアンにも会えない。そしてアルフォンソも側そばにいてくれない。アンナが不安になっていると、イボンヌがその手を摑つかんで慰なぐさめるように言った。

「レディ・アンナ、お心を強く持ちなさい。今からあなたは……女王として戴たい冠かんしなければいけません。もう自分のことだけを考えていられる立場ではないのですよ」

「いきなり女王なんて、無理です。私にはまだ何の準じゆん備びもできていないんですもの」

「そうね、時間を掛けましょう。まずは落ち着いて、アルフォンソに戻もどる自由をお与えなさい」

　アンナは頷うなずくと、アルフォンソに近づいていって、しっかりとその体を抱き締めた。

「アルフォンソ、今日までいろいろとありがとう。あなたは私にとって、もう一人の父だったわ」

　幼おさない頃ころから、昼の間はずっとアルフォンソに面めん倒どうを見てもらってきた。この忠実な執事がいなかったら、アンナもこんなに健すこやかに育つことはなかっただろう。

「アンナ様、私も……亡なくした娘とあなたを重ねて見ておりました。今日まで無事にお育てできたことは、私の誇ほこりです」

　その時、アンナは生まれて初めてアルフォンソの涙なみだを見た。

　いつも冷静で、ほとんど感情を表さないアルフォンソでも、やはり泣くことはあったのだ。

「変わらずにあなただけは、お父様を守ってね」

「はい、それはお約束いたします」

「ありがとう。もしお父様に会ったら、愛していると伝えて……」

「はい……必ずお伝えします」

　アルフォンソは恥はずかしそうに涙を拭ぬぐうと、そのまま後ろも見ずに去ってしまった。

　何もかもが変わってしまう。ジュリアンがそう決めたことなのだから、アンナには逆さからうことなどできない。

　イボンヌと居間に戻ると、そこで初めてアンナは箱を開いた。そして手紙をイボンヌに渡し、アンナは箱の中に大切に収おさめられていた、絹きぬの産着を手に取った。

　真っ白だったろう産着の一部は、褐かつ色しよくに変わっている。それはきっと傷つきながらも、何とかアンナを守ろうとした母の血だったろうか。

「イボンヌ、私、こんなに小さかったのね」

　アンナは泣き笑いの顔になった。

　イボンヌは何も言わず、ただ手紙に読みふけっている。

「お願い、イボンヌ。お父様、ジュリアンが罪つみに問われるようなことのないようにしてあげて」

「もちろんですわ……。ザビエル侯爵がどんなに大切にレディ・アンナを育てたかは、誰だれが見ても明らかですもの……」

「何と書いてあるの？」

　手紙の内容は、どうせこれまでのいきさつと、貴族たちへの詫わびだけだろう。

　だが詫びる必要などない。

　あの騒そう乱らんの夜、ジュリアンは自みずから首しゆ謀ぼう者しやと名な乗のりをあげて囚とらわれた。その後でバジェット将軍の身に起こったことを、皆みなは口にこそしないがジュリアンの策さく略りやくだったと思っている。

　そうでもなければおかしいではないか。突然バジェット将軍は気が狂くるったようになり、宮殿の中でももっとも高い望ぼう楼ろうから飛び降りてしまったのだから。

　バジェット将軍の死後、その座ざを奪うばおうとする軍人はいなかった。解かい散さんしていた王の騎き士し団だんが戻り、新たに国軍が編成されて事態はすべて好転したのだ。

　兵たちの中に、野心のある者もいただろう。なのに不思議と一人として、バジェット将軍の後継者を名乗る者はいなかった。彼らは何かに怯おびえるようにして、剣を捨てて宮殿内から逃げ出したのだ。

　ザビエル侯爵は魔力を持っている。そういう噂うわさも流れたが、ジュリアンが病を口実に領地に戻ってしまったので、それ以上は誰も追及しなかった。そしてそのまま十年の年月が、静かに流れた。

　イボンヌの側にいて、軽い食べ物と温かい飲み物を与えられているうちに、やっとアンナにも落ち着きが戻ってきた。

　すべては現実に起こったことなのだが、未いまだにジュリアンが吸きゆう血けつ鬼きなどという魔物であることが信じられない。実は今でもあの邸の奥で、眠っているような気がする。

　そうしているうちに、邸内が騒さわがしくなった。どうやら誰かが駆かけつけたらしい。

「アンナッ！」

　真っ先に部屋に飛び込んできたのは、ヒルマンだった。

　出会ってからの十年間、ヒルマンとはいい友人関係だった。兄きよう弟だいのいないアンナは、ヒルマンのことを兄のように慕したっていたのだ。

　やはりこんな時にも、心配して一番に駆けつけてくれる。

「ハードレー伯爵、父は勤務中なので、私がまいりました。何か、レディ・アンナに困こまったことがありましたでしょうか」

　イボンヌの前で威い儀ぎを正し、はっきりと話すヒルマンの姿には好感が持てる。誰もがこの次期侯爵となるヒルマンを、この国でもっとも優すぐれた若者だと認めるだろう。

「ラドベリー侯爵がいらしたら、詳くわしく話すつもりでしたが、まずはあなたにもお知らせしておきましょう。レディ・アンナが……ハンナ・ガルデン皇女であることは間違いありません。ザビエル侯爵は、皇女であることを知りながら、今日まで世間を欺あざむいていたことを罪と感じて、この国を出られました」

「やはり……そうでしたか」

　ヒルマンは喜びに顔を輝かせてアンナに近寄ると、跪ひざまずいてアンナの手を取り唇くちびるを押し当てた。

「レディ・アンナ、いえ、ハンナ女王、宮殿では皆みながあなたのお帰りを待ちわびております」

「ヒルマン、駄だ目めよ。私は……まだそんなものじゃないわ。いつものようにして」

「そんなことをしたら、父に叱しかられますよ。私としても……これまでと変わらずにいたいところですけれど」

　アンナを見つめるヒルマンの瞳は輝いている。頰ほおを染そめたその顔を見ていると、ヒルマンがアンナに恋しているのが感じられた。

「いいえ……変わらずに、私のよきお友達でいてください」

　そう願うしか、今のアンナにはできない。

「もちろんです。ザビエル侯爵がこの国を出られたというなら、以後は私が、命に代えてもレディ・アンナ、いえ、ハンナ女王をお守りいたします」

　ふとアンナの心に、意い地じの悪い考えが過よぎった。

　ジュリアンがいなくなった今、ヒルマンは自分がアンナにとってもっとも必要とされる男になれたと喜んでいるのではないだろうか。

　ずっとジュリアンと心を通かよわせていたせいだろうか、時々、人の心が読めてしまうようで、アンナとしては辛つらかった。

　ヒルマンは申し分のない男だ。ジュリアンが願ったような、温かい肌はだを持つ屈くつ強きような男だろう。

　そしてアンナと同じように歳を取る。

　初めて会った頃は、まだ少年だったヒルマンも、今では体たい軀くもがっしりと大きくなり、青年になっていた。

　時の魔力から自由になったジュリアンとブルムは、この先もずっと若者のままなのだ。けれど外見はどんなに若々しくても、その心に積つみ重かさなった悲しみは、歳の数だけ深いのではないだろうか。

　それを思うとまた辛くなる。アンナが側にいた間、ジュリアンが少しでも幸せだったなら、それでいいと思って、自分を慰なぐさめるしかなかった。
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　この薔ば薇ら園えんは、何百年経たっても変わらない。

　ジュリアンは、イパネラ女王の薔薇園の中に佇たたずみながら思う。

　どういう魔法なのだろう。ここには一年中、薔薇が絶たえることはなかった。棘とげが指を傷つけると知っていて、ジュリアンは一いち輪りんの花を手た折おる。

　領地の城で暮くらすのは好きだが、何十年か過ぎると身を隠さないといけなくなる。今から二十五年も過ぎた頃に、またザビエル侯こう爵しやくの息子むすことして領地に戻るまで、ジュリアンはこのイパネラ女王の居城に隠れ住むしかないのだ。

　同じようにしている貴族出身の吸きゆう血けつ鬼きは何人もいて、常つねに城には誰だれかが仮住まいをしていた。

「久しぶりね、ジュリアン」

　甘あまい声が聞こえて、ジュリアンは振り向く。

「まぁ、愛まな娘むすめを失うしなって悲しんでいるのね」

「はい……」

「悲しんでいる時と、怒おこっている時に薔薇に触ふれては駄だ目めよ。吸血鬼の怒りと悲しみは、薔薇を枯からせてしまうから」

「えっ……ああ」

　手折ったばかりの瑞みず々みずしい花だったのに、一瞬で枯れて花びらはかさかさになっていた。

「申し訳ありません。大切な花を……」

「いいのよ。花は枯れても、またすぐに次の花が咲さくわ。人間のようにね……」

　イパネラ女王はジュリアンの腕うでに触れ、慰なぐさめの気持ちを伝えてくる。

「愚おろかなジュリアン……人間なんかに恋をして……」

「恋ではありません。アンナは私にとって今でも娘です」

「私に噓うそをついているつもりなの？」

　そこでイパネラ女王は華はなやかに笑わらった。

　王国の領地も、玉ぎよく座ざもない女王は、変わらずに美しい。ジュリアンはその体から溢あふれ出た血を貰もらい、魔物へと変身したのだ。だからイパネラ女王は、ジュリアンにとってもう一人の母でもあった。

「アンナがもう少し愚かだったら、あなたも悩なやまなかったわね」

　ジュリアンの腕に自身の腕を絡からめ、イパネラ女王はゆっくりと歩き出す。自然とジュリアンも、イパネラ女王をエスコートするように歩き出した。

「二は十た歳ちになったら、仲間に加えたいと思っていたのでしょう？」

「それは……」

　吸血鬼同士の間では、秘ひ密みつが持てるはずだった。けれどイパネラ女王には、どんな秘密も持てなかった。

「ここに連れてきて、私の判断を仰あおぐつもりだったのね」

「はい……」

「なのに……できなかった。それはあまりにも深く彼女を愛してしまったから」

　イパネラ女王が薔薇の蕾つぼみに触れると、薔薇は急いで花を開き始める。夜だということなど、まるで忘れてしまったかのようだ。

「マダム・イパネラ。今はその話は……」

「そうね、ジュリアン。あなたの心は傷だらけだわ。薔薇の鞭むちで打たれたように、可か哀わい想そうに血を流し続けている。だけど……こうなることは分かっていたはずよ」

「はい……アンナを拾った時から、分かっていました。けれどこんなに深く愛してしまうなんて、思ってもいなかったんです」

　アンナと別れて三日になる。その間何度も、再びあの国に戻って、アンナを連れ去ろうかと思った。

　けれどアンナの本当の幸せを思ったら、ジュリアンにもさすがにそれ以上のことはできなかったのだ。

「心優しい吸血鬼。血が欲しくても、人の喉のど元もとに牙きばを食い込ませることもできない、ジュリアン・ザビエル。私は、あなたに血を与えたことを、後こう悔かいすべきかしら？」

　イパネラ女王に訊きかれて、ジュリアンは力なく首を振る。

「アンナに出会う前は、それなりに楽しく暮らしていました。見失ってしまった愛を、取り戻そうなんてしたことが誤あやまりだったんです」

「いいえ……そうじゃないわ。彼女が皇女だったことがまずかっただけ。あれが名もない村娘なら、あなたは何も迷まよわなかった。彼女を私たちの仲間にしたでしょう」

「はい、そのとおりです」

「そんなに必ひつ死しになって玉座を守っても、時は残ざん酷こくよ。何年かしたら、名前も残さずに消えていってしまう国などいくつもあるというのに」

　人が記しるす歴史の年数と同じくらい生きている、イパネラ女王の言葉はきっと真実なのだろう。けれどジュリアンには、必死になって国を守ろうとする人々の気持ちも分かるのだ。

「三十年もすれば、きっとその夢は醒さめるわ」

「三十年ですか？」

「アンナは数人の子供を生み、そして……あなたの母親のような姿になっている。もうあなたの可か愛わいい娘なんかじゃない。お分かりよね？」

　ジュリアンは頷うなずいた。

　その頃には、アンナに会いたいという気持ちは消えてしまうだろう。そして残るのは、いいようもない寂さびしさだけだ。

「今のあなたは、この薔薇園の花すべてを枯らしてしまいそうね。ここを出て、しばらく旅でもなさい。ヘイゼン伯はく爵しやくが北に向かうから、同行するといいわ」

「旅ですか？」

　それもいいかもしれない。見知らぬ国を旅しているうちに、月日はどんどん流れていってしまうだろう。

「私たちにとって、もっとも罪つみ深いのは同族殺しよ。それは知っているでしょ？」

「はい」

「嫌いやな旅になるわ。北の地に、自みずから女王と名な乗のる同族が出てきたの。この世界で、夜の女王を名乗れるのは私だけ。ジュリアン、人間と同じように愚かなことを、私たちもしなければいけないのよ」

　ジュリアンの脳のう裏りに、すぐにブルムの名前が浮かんだ。ここ数年、ブルムはジュリアンの側そばにいない。どこに行ってしまったのかと思ったら、ヘイゼン伯爵と同行しているのだろうか。

「ええ、優秀な戦士は、ヘイゼン伯爵といるわ。おかしなものでね、ジュリアン。かつて人間だった吸血鬼は、人だった時にしていたことと同じことをしたがるの。あなたはよい領主になりたがり、ブルムは戦いたがるのよ」

「戦う場があって、ブルムにもいいかもしれません」

　北の地域には人間も少ない。なのにその少ない人間を狩かり尽つくし、魔物として君くん臨りんしている同族の姿が見えた。

「やはり誰でも仲間にできるものでもないのよ。この女は、自分に血を与えてくれた主あるじを消し、人も、吸血鬼も支配しようとしている。望ぼう楼ろうから飛んだ、愚かな将軍と同じね」

　イパネラ女王の命令とあれば、ジュリアンも逆さからうことはできなかった。

　戦っているうちに、きっとこの心の痛みは薄うすらぐ。そして次に領地に戻る頃には、たとえアンナを見ても心が揺すぶられることはないようにと祈いのっていた。
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　雪深い国では、夜は凍いてつくような寒さむさだ。体温のない吸きゆう血けつ鬼きにとって、寒さはたいして苦くにはならないが、馬たちにとっては辛つらい旅だろう。そして同行している生なま身みの人間にとっても、かなり辛い旅となった。

「恐ろしいことになってるな」

　ブルムは一番最初に馬を下り、周囲に警けい戒かいの目を向ける。無人と化かした村に辿たどり着いた一いつ行こうは、廃はい墟きよとなった教会の中に入っていった。神が救ってくれると思ったのだろうか。中には大勢の人間の遺い体たいが、すでに白はつ骨こつ化かして転がっている。

「まず守らなければいけないのは、彼ら騎き士し団だんになりそうだ」

　ヘイゼン伯爵は、同行した騎士団を見回して心配そうに口にする。

　人間でありながら、吸血鬼と行動を共ともにし、彼らに血を提てい供きようする勇気ある若者たち。薔ば薇らの紋もん章しようを隊服に縫ぬい込んだ彼らは薔薇騎士団と呼ばれていて、イパネラ女王に忠誠を誓ちかう若者たちだった。

　ジュリアンは、かつて自分も彼らの一員だったことを思い出す。

　ここで忠誠を示しめせば、いずれ仲間に加えられ、永えい遠えんの命を与えられる。彼らはそう夢見ているのだ。

「油ゆ断だんするな、諸しよ君くん。やつらは血に飢うえている。人間の温かな血の臭においがしたら、すぐに集まってくるだろう。まずは火を熾おこせ」

　ヘイゼン伯爵がそう命じると、早さつ速そく焚たき火の準じゆん備びが始まった。

　廃はい材ざいに苦労することはない。何しろ椅い子すにしてもテーブルにしても、村には使う人間が一人もいなくなってしまったのだから。

「騎士諸君、首を切り落としたら、炎ほのおの中に投げ込め。火力が落ちないように、常つねに火を焚き続けることだ」

　自身も炎は苦手なのだが、ヘイゼン伯爵は近寄ってその火力を確かめた。

「聖水、銀の弾だん丸がん、そんなものが有効だというのは迷めい信しんだ。確実なのは、その体を陽ひにさらすか、首を胴から切り離して炎に投げ込む。それしか……消す方法はない。夜の間は、我われ々われが諸君を守る。朝になったら、やつらが眠っていそうな場所を捜して、寝台から引きずり出してくれ」

　すぐにヘイゼン伯爵とブルム、それにジュリアンは剣を構えた。

　永遠に生きられるはずの吸血鬼にも、やはり人間と同じように終わりは訪おとずれる。太陽にさらされての死は一瞬だが、首を切り離されてもすぐには消えないのが、人間よりも悲ひ惨さんだった。

「ヘイゼン伯爵、あなたはずっとこんな過か酷こくな任にん務むを負おっていたのですか？」

　ジュリアンは思わず訊いてしまった。

「ああ……もう何百年も、イパネラ女王のために戦っている。よい後こう継けい者しやに恵めぐまれたので、いつ消えても安心だな」

　そういってヘイゼン伯爵はブルムを振り返って見ている。ブルムは黙だまって、剣を手にしたまま周囲の気け配はいを探さぐっていた。

「私は小さな国の領主だったが、他国に攻せめ込まれて国を失うしなった。ところがその国も、より強大な国に吞のみ込まれてしまったんだ。敗戦の時は悔くやしかったが、長く生きている間に、いかに国を奪うばい合う戦いが虚むなしいものか分かるようになったな」

「本当に愚おろかなことですよね……」

「ザビエル侯爵、悲しみの中にいるのか？」

「はい……」

　もはや隠すことに意味もない。ジュリアンは素す直なおに頷うなずいた。

「消えてもいいと思っているんだろう？」

「……そこまでは……」

「消えてもらっては困こまる。我々に血を提供しながら、共に戦うために同行した騎士団を守る責せき任にんが侯爵にはある」

　ヘイゼン伯爵は冷静だ。たかが恋を失ったくらいで、狼狽うろたえるなと叱しつ責せきされているようにジュリアンは感じた。

「後こう悔かいだな」

「後悔ですか？」

「そうだ。侯爵は人間だった時、まともに恋もしなかった。未来を見たい欲望に負けてしまったことを、内心では後悔している。愛されたかったんだな、侯爵」

「はい……アンナは無心で私を愛してくれました。魔物だと分かっても、その愛は揺るがなかったのです」

　ジュリアンがアンナのことを思い出し、気持ちを暗く落ち込ませた時、ブルムの叫さけび声が聞こえた。

「来たぞっ！」

　すぐにヘイゼン伯爵は剣を手にして構える。

「騎士団、火の側に寄れ。近づいてきたやつの首は、迷まよわずに刎はねろ。やつらはもう人間ではないし、我らの同族でもない。正しよう真しん正しよう銘めい、血に飢えた魔物だ」

　暗闇から、獣けもののように赤く光る目だけが見えていた。

「食事付きで旅とは、いいご身分だな」

　下げ卑びた男の声が聞こえる。ジュリアンは迷わずその声の主の前に立ち塞ふさがった。

　人間を襲おそうことには抵抗のあるジュリアンも、相手が自分たち以下の魔物となれば冷酷になれる。即そく座ざに声の主の首を刎ねてしまった。

「女王の世界は終わる。おまえら明日には、みんな灰はいになっちまうぞ」

　首だけになっても、男はへらへらと笑わらって言った。

「そうだな。北の女王の世界は終わる。おまえは、もう灰だ」

　首を火中に投げ込んでしばらくすると、まだ蠢うごめいていた体が自然と燃え上がって灰になっていった。

　そうやってヘイゼン伯爵とブルム、それにジュリアンは剣で戦い続けた。

　騎士団も守られているだけでなく果か敢かんに戦ったが、いかんせん数が多すぎる。倒たおしても、倒しても、後から敵てきが押し寄せてくる。

「こんなにいたら、村に住んでる程てい度どの人間なんて、あっという間に食くい尽くしただろうな」

　ブルムは憎にくらしげに言いながら、ジュリアンの背はい後ごに迫せまっていた敵を斬り捨てた。

「北の女王は、こいつらを使って、世界征せい服ふくでもするつもりだったんじゃないか。こりゃ夜明けまで戦っても、終わりそうにない」

　続けてブルムとジュリアンは、一番年少の騎士に襲おそいかかろうとしているやつらを、剣で薙なぎ払っていた。

「ジュリアン、俺のことを節せつ操そうなく人を襲うと非ひ難なんするが、どうだ、これが同類の本来の姿なんだぞ」

　知性の欠片かけらも感じられない。血に飢えた魔物は、生きている騎士の血の臭においに引かれて襲ってくる。仲間が消されても哀あわれむ様子もなく、ただ己おのれの飢えを満みたすために必死だった。

　人間社会のように、やはり吸血鬼の世界にも階かい層そうがあることを、ジュリアンはここで身をもって知った。元々の人間性が、魔物になっても大きく影響するのだ。だからこそ誰にでも自分の貴き重ちような血を与えてはいけないのだった。

「こんなものを生いかしておいたら、人間世界の破は滅めつだ」

　また一人、ジュリアンの剣が首を切り落としていた。

　周りの人間をすべて滅ほろぼした彼らは、いずれ南下して別の村々を襲うだろう。そしていつかその魔ま手しゆは、ジュリアンの祖国スワンドールまで伸のびるかもしれない。

「そうはさせるかっ」

　ジュリアンの脳裏に、平和な領地の姿が蘇よみがえる。

　主を失った邸では、今でも変わらずに羊が育てられているが、当分の間、ジュリアンのために犠ぎ牲せいとなる羊はいないだろう。
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　衛えい兵へいの交代時間を告つげる鐘かねの音が、静かな宮殿内に響ひびき渡る。一列に並ならんだ衛兵たちは、互たがいの剣を交わして、交代の儀ぎ式しきを終えた。

　これが終わると、主要な回かい廊ろう以外の灯あかりはすべて消され、宮殿内に本当の夜の時間が訪おとずれる。

　アンナは寝ね間ま着き姿のまま、窓から外を見ていた。この宮殿に来てからもう三年になる。毎夜、こうして窓を開けて夜の世界を見るのは、いつになっても止められなかった。

「ハンナ様、もうお休みになりませんと」

　女によ官かんが窓を閉めようと近づいてきたので、アンナは引き留とめた。

「もう少し……外を見ていたいの。窓は自分で閉めるから、下がっていいわ」

「明日は……大切な日でございます。お早めに休まれますよう」

「ありがとう……よい……夜を」

　アンナは寂さびしげに微笑ほほえんで、女官が行ってしまうのを見送った。

　王位を継けい承しようするために、この三年間特別な教育を受けてきた。そしてついに明日、ヒルマンとの婚こん約やくを正式に発表し、来月には戴たい冠かん式を執とり行うことに決まった。

　アンナの意思とは関係ないところで、事態は進んでしまっている。けれどアンナの心の奥には、満たされない思いがどんどん積つみ重かさなっていた。

　何かが違う。吸きゆう血けつ鬼きのジュリアンが領主だったけれど、ザビエル侯こう爵しやくの邸やしきは自由が溢あふれていたように思う。そして一人一人が、もっと大切にされていたような気がした。

　もちろんアンナが粗そ略りやくにされているわけではなく、大切に守られてはいるが、それは女王になる娘だからだ。

　政治の発言権なんてものは、アンナにはないに等ひとしい。貴族と一般の代議員からなる国政議会に出席は許ゆるされているが、ただ話を聞いているだけだ。

　この宮殿でアンナが自由にできるのは、夕食に何の肉を食べるか選べることだけだろう。

　ドレス一枚にしても、選ぶ自由はない。より女王らしく見せるために、豪ごう華かではあるけれど、華はなやかではないものが強制される。それを嫌いやだと言えればいいのだが、一つ嫌だと言いだしたら、幾いくつもの嫌を口にしてしまいそうだった。

　マダム・ソルジェの店でドレスを作っていた頃が懐なつかしい。ジュリアンはたまに首都の別べつ邸ていにアンナを同行し、成長していくアンナに相応ふさわしいドレスを毎年新しく作ってくれた。

　自分で選べる自由、それがどんなに素す晴ばらしいものか、今頃になってアンナは気が付いたのだ。

「ジュリアン……これがジュリアンの言っていた幸せなの？　みんなが私に求めるのは、世よ継つぎを生むことだけなのよ。最近……そう思うようになってきたの」

　窓辺に座すわり、アンナは夜に向かって語りかけていた。
















　毎晩こうして、どこにもいないジュリアンに話し掛けるのが日につ課かになった。ジュリアンといた頃は、いつでも好きなだけ話し合うことができたのに、今のアンナには心を開いて話せる相手がいない。

　イボンヌとだけ親しくしていると、それを快こころよく思わない人たちがいるということを知った。誰だれだって女王のお気に入りの一人になりたいものらしい。そうなると特別に一人だけを優ゆう遇ぐうするのは難むずかしいのだ。

　アンナと親しいというだけで、今度はイボンヌが宮殿に出入りする貴族の女性たちから、冷遇されるようになってしまった。それはアンナの望んだことではない。

「何て心の狭せまい人たち……きっとバジェット将軍が支配していた時は、平然と彼に媚こびていたんだわ」

　同じようにヒルマンも非ひ難なんされてきた。幼よう少しようの頃からアンナを知っているというだけで、婿むこ候こう補ほのように振る舞まうなというのだ。

　もっと平等にアンナと接せつする機き会かいを与えて欲しい。その中から相応しい婚約者を選んでくれと騒さわぐ、独身貴族が大勢いた。しかも中には、わざわざ婚約破は棄きしようとしたり、妻つまと別れようとする者までいたのには呆あきれる。

　けれどアンナが愛せるのは、この世にたった一人しかいない。

　ヒルマンには悪いと思うが、ジュリアン以上の存在とはどうしても思えなかった。

「ジュリアン、教えて。あなたにはみんなの心が読めるんでしょう？　ここで本当に私の幸せを願ってくれる人は何人いるのかしら？」

　ラドベリー侯こう爵しやくも変わってしまった。息子むすこのヒルマンがアンナと婚こん姻いんすれば、自分が王にでもなれるかのように思っている。確かにアンナがヒルマンとの子供を生うめば、ラドベリー侯爵の地位は自然と次期王の祖そ父ふとなり、今より強きよう固こなものになるだろう。

「どうしてジュリアンが、首都の別邸にいるより、領地の邸やしきにいたがったのか、今ならよく分かるわ。私の兎うさぎ牧場……どうなったかな」

　広大なザビエル家の牧場の中に、ぽつんと作られた兎牧場は、どんどん大きくなっていった。

　毛皮は喜よろこんでマダム・ソルジェが買い取ってくれた。肉は牧童や農夫が食べていたが、それをアンナは拒きよ否ひしなかった。何しろ兎は、アンナの想像を超こえて増え続けたからだ。

　ジュリアンは兎から得た収入を、すべてアンナのために蓄たくわえてくれていた。たいした金額ではなかったが、アンナはあれで人々が生きるためにする労働や生産の意味を、学んだようなものだ。

　ザビエル家では、時間は特別ゆったりと流れていたような気がする。そしてあの家にいる人間は、他人を貶おとしめたり、噓うそをついたりはしなかったのだ。

　そろそろ眠らないといけない。けれどアンナは、いつまでも起きていたかった。

　この夜のどこかにジュリアンがいる。昼には、世界中を捜しても見つからないかもしれないけれど、夜にはその姿がどこかにあるのだ。

「会いたいわ、ジュリアン。お願い、私をここから連れ出して……。幸せになりなさいなんて言ったくせに……私は……ちっとも幸せじゃないの」

　涙なみだはもうあまり流れない。別れの時に、すべて流してしまったからだ。

　けれどその分、心の痛いたみは日々大きくなってきて、アンナから笑わらいも喜びも奪うばっていた。

　この夜のほんの数時間だけが、アンナの心が解放される時間だ。けれど今夜は、ただ悲しいばかりで、どこからも救いは現れなかった。
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　ブルムの考えていることは、いつでも謎なぞだ。今夜、ブルムがジュリアンを連れていこうとする場所に気が付いて、ジュリアンは思わず馬上から叫さけんでいた。

「ブルム、どこに行くつもりだっ!?」

「周りの風景を見れば分かるだろう？　ジュリアンの故こ郷きように向かってるのさ」

「そんなことは分かっている。だが、今はまだ国に帰れる時じゃない」

　極ごつ寒かんの地で三年近くを過ごした。人間相手に戦うのとは訳わけが違う。相手も自分たちと同じだけの能力がある。しかも北の女王を名な乗のる吸きゆう血けつ鬼きは、自分の血を大量にばらまき、仲間を大勢増やしていたのだ。

　いくつもの村が、彼らのせいで滅ほろびていた。猟りよう師しですら、そのような狩かりの仕方は選ばない。次の獲え物ものがなくなるほどの乱らん獲かくは、まさに破は壊かい行こう為い以外の何ものでもない。

　ヘイゼン伯はく爵しやくは冷静な指し揮き官かんだった。そしてブルムは、誰だれよりも優すぐれた戦士だった。

　ではジュリアンは、いったいあそこで何をしていたのだろう。

　ひたすら戦った。戦わねば、自分がやられてしまう。いつか消えるとは思っていたが、あんな卑ひ劣れつな魔物たちの手によって、この世から消されるのだけは耐たえられなかった。

　最後に北の女王を追おい詰つめ、ブルムがその首を切り落とした。けれど吸血鬼はその程度では消えない。口くち汚ぎたなく呪のろいの言葉を吐はく体を、誰だれも来ない荒あれ地に括くくり付け、朝を待った。

　翌日の夜、そこを再び訪おとずれると、ただ灰はいだけが残っていた。

　果はたしてあれで本当に終わったのだろうか。

　また同じように、自分が世界を支配したいと思う吸血鬼が現れないという保ほ証しようはない。

　決して楽でもないし、苦くるしいばかりの旅だった。その間にアンナのことを忘れられたかというととんでもない。辛つらければ辛いほど、ジュリアンはアンナのことを思ってしまったのだ。

　イパネラ女王の居城に戻って数日、疲つかれも癒いえたと思ったら、いきなりブルムが出掛けようと誘さそった先は、どう考えてもスワンドールの首都だった。

「ブルム、引き返そう。これならまだ、私の領地の邸やしきに行ったほうがいい」

「あそこはアルフォンソがしっかり管理している。何の問題もないだろ」

「だったら首都にだって、何の問題もないはずだ」

「あるさ。大ありだね」

　ブルムは心持ち馬の速度を緩ゆるめて、ジュリアンと並んで走りながら言ってきた。

「アンナが、ヒルマン・ラドベリーと婚こん約やくするぞ」

「何だ、そんなことか。いいじゃないか。ヒルマンは優すぐれた若者だ」

「ジュリアン、本気でそう思ってるのか？」

「ああ、思っている」

「じゃあ、アンナがそれで本当に幸せだと思ってるのか？」

「おかしいじゃないか。最初に、ブルムがそうしろと言ったとおりにしただけだ」

　さっさとアンナをラドベリー侯こう爵に預あずけろと言ったのは、ブルムだったはずだ。そしてジュリアンはそのとおりにした。なのにここに来て、なぜブルムはおかしなことを言いだすのか。

「ああ、言ったよ。だからさっさと手放しておけばよかったんだ。それをいつまでも手元に置いておくから、こんな面めん倒どうなことになったんだろ」

「面倒って……」

「おまえとは二百年以上付き合ってるが、こんなにおかしくなっちまったのを見るのは初めてだ。どうかしてるよ、ジュリアン」

「わ、私は、どこもおかしなところなんてない」

「心を隠かくすのが下へ手たになってる。側そばにいるだけで、おまえの痛みが伝わってきてうんざりだ」

　ブルムは怒おこっている。ここ最近は怒ってばかりだったが、すべて北の女王のせいだと思っていたのは間違いだったようだ。

「諦あきらめられないなら、また取り戻せばいい。簡単なことだろ」

「何を言ってる。アンナは、この国の女王になるんだぞ」

「それは違う。次の王の母親になるだけさ」

　ブルムの怒いかりは、まるで切っ先の尖とがった剣で、突つかれているように感じられた。ジュリアンはあまりにも辛くて、そんなブルムの怒りにも気付かずにいたことになる。

「そんなことはない。アンナは皆みなに愛されて、気け高だかい女王になるはずだ。それが彼女にとって、一番の幸せだろう」

「北の女王みたいな、極ごく悪あくな女王にでもなってくれれば、まだ慰なぐさめられるけどな」

　さすがにその言葉には、ジュリアンもむっとする。

　イパネラ女王が血の儀式と呼んでいる、新たな仲間を加える儀式はここ百年ほど行われていない。北の女王のように、心こころ根ねの悪い者を仲間にすると、悲ひ惨さんな結果になるのは分かっていた。だからイパネラ女王は、そう簡単に誰にも血を与えたりしないのだ。

　だがジュリアンやブルムだって、その血を相手に飲ませれば仲間を作ることはできる。

　ブルムの脳内にある考えは、まさにそれだった。

「アンナを仲間にするつもりかっ？　無理だ、そんなことはしたくない」

「俺の血を飲ませようなんて思っていない。やるのはジュリアン、おまえの仕事だ」

「できないと言ってるだろ」

　そこでジュリアンは、馬を止めてしまった。するとブルムもすぐに馬を止めて、ついには下りてしまった。そしてジュリアンに近づいてきたブルムは、大きく肩かたを落としていた。

「いいか、ジュリアン。このお人ひと好よしの俺がだな、宮殿まで行って、内部の事情を探ってきたことまでおまえは知らないんだろう」

「……何で、そんなことを隠すんだ」

「そ、そりゃ、隠すさ。この俺が、いい人の真ま似ね事ごとをするのは、食事時間でもないのに、犬けん歯しを伸のばすのと同じくらい恥はずかしいことだからだよ」

　ふいっとブルムは横を向くと、意味もなく犬歯を伸ばしてみせる。そして笑わらった。

「国中の男たちが、アンナの婿むこになりたくて大おお騒さわぎだ。ラドベリー侯爵は、すっかり嫌いやなやつになっちまって、もう国王気き取どりになってる。ヒルマンは……純粋にアンナを愛してるが」

「それならいい。ブルム、もう人間界のことは放っておこう」

「だけどアンナは、幸せじゃないんだ」

「幸せじゃないって……どうして分かるんだ」

「分かっちまったのさ。宮殿に忍しのび込んだら、アンナの心の叫さけびが聞こえてきた」

　またもやブルムの言葉が、ジュリアンの心に鋭するどく突つき刺ささった。まさかアンナ自身が、そんなに辛い思いをしていたなんて、ジュリアンは思わなかったのだ。

「ジュリアン、俺がアンナを愛していないとでも思ったのか？　おまえとは愛しかたが違う。純粋に妹いもうとのように愛しているだけだが、それでも愛していることに変わりはないだろ」

「ああ……分かってる……」

「赤ん坊の時に、さっさと返しておけば、俺だってこんなことを言わずに済んだんだ」

「だが……バジェット将軍に見つかって、殺されていた」

　ブルムは余よ程ほど恥ずかしいのか、そわそわと落ち着かない。たとえ何百年生きようとも、元々の性格はそう変われるものではないらしい。生まれつきブルムは、思ったことを素直に口にできない恥ずかしがり屋なのだ。

「アンナは、俺たちで育てたんだ……」

「最初はデザートにしろと言ったくせに」

　いつの間にか、ジュリアンも笑っていた。ブルムが必死になって、アンナとジュリアンのために何かしようとしてくれているのが、嬉うれしくてたまらない。言葉にしなくても、ジュリアンの思いは素直にブルムに伝わっていた。

　するとブルムは照てれたように下を向く。こんな表情を見せることは滅めつ多たになかった。

「明日は婚こん約やく発表の祝しゆく宴えんだ。その後で戴たい冠かん式になる。そこまでいってしまったら、アンナを奪い返すのは難むずかしい」

「ブルム、本気でアンナを奪い取るつもりなのか？」

「そうしなけりゃ、ジュリアンが後こう悔かいするからさ。おまえ流のやりかたでいいじゃないか。羊の血でも、兎の血でもいい。適当に混ぜて飲ませておけば、アンナは今のままでずっと俺たちといられる」

「……」

　ジュリアン、私を攫さらいに来てとアンナが叫んでいるような気がした。だがジュリアンはすぐには決断できない。

「イパネラ女王が許ゆるしてくださるだろうか……」

「ああ、許すに決まってる。このままじゃジュリアンが、女王の大事な薔ば薇ら園をすべて枯からせてしまうからな」

　吸血鬼の怒りと悲しみで枯れるような薔薇を、あんなに美しく咲さかせている力はいったい何なのだろう。吸血鬼の喜よろこびが、咲かせているのだろうか。今のジュリアンでは、薔薇園を歩くこともできなかった。

「いいか、ジュリアン。おまえのように、平和的に血を人間から貰もらっているやつだっているんだ。アンナまで北の女王になってしまうなんて心配はしなくっていい」

「そんな心配はしていないさ。ただ私が恐いのは……いつか、互たがいの気持ちが醒さめてしまうことだ」

　ついに本ほん音ねをすべてさらしてしまった。

　そうなのだ、ジュリアンはたとえ愛が手に入ったとしても、それがいつか壊こわれてしまうことを何より恐れている。

「そんな先のことは、あと、千年も生きてから考えろ。吸血鬼ってのは、人間だった時のままに生きるものらしいから、今のアンナだったら、ジュリアンを愛することしか考えられないさ」

　そこまで言うと、ブルムはふわっと飛び上がりまた馬に乗っていた。

「アンナを取り戻せば、ジュリアンは憂ゆう鬱うつな気分から抜け出せる。俺ももううんざりだ。女王もヘイゼン伯爵も、みんな同じようにうんざりしてたぞ」

「そうなのか？」

「ああ、そんなことも気が付かないほど、ジュリアンの気力が萎なえてるってことだな」

　悲しみまで共きよう有ゆうしてしまうのは、吸血鬼の困こまったところだ。気力が充実していれば、秘密などいくらでも持てるのに、ジュリアンはそれができずに、皆みなに迷めい惑わくをかけていたらしい。

「直接、アンナの気持ちを確かめてみるといい。それで駄だ目めなら、大人しく引き下がればいいだけだ。だけどアンナは、次の国王を産うむためだけの女じゃない。だって俺たちが育てたんだぞ。羊ひつじや山や羊ぎを育てたんじゃないんだ。最高のレディを育てたつもりなんだが」

「ブルムが言うと、噓うそ臭くさいな……レディを育てただって？　いったいどんなことを教えたんだ」

　ジュリアンの気持ちは、久ひさしぶりに明るくなっていた。

　アンナが幸せだったら、ジュリアンの不幸はそのまま続いていただろう。アンナの不幸が幸せだなんて失礼なことだと思ったが、ジュリアンが救われたのは事実だ。

「心優しい、平和主義者の吸血鬼……。それがおまえだ、ジュリアン。失うしなった恋の苦くるしみに浸ひたってる、悲ひ劇げきの主人公なんておまえじゃない」

「ありがとう、ブルム……」

「ありがとうって言葉は……嫌きらいだ」

　ブルムは馬の腹を蹴けり、速度を増していく。ジュリアンも同じようにして馬を走らせた。

　久しぶりにいい夜だなとジュリアンは思う。

　アンナと別れてからの三年間、一度もいい夜だと思ったことがなかったなと、今さらのようにジュリアンは思っていた。
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　また新たな夜が来る。今こ宵よいは婚こん約やく発表の祝しゆく賀が会かいだ。アンナはほとんど白に見えるクリーム色のドレスに、母の形見だと言って譲られた、アメジストのネックレスをしていた。

　婚こん姻いんした女性は、髪を結ゆい上げないといけない。けれどまだ婚約だけだから、そのまま垂たらしておいて、小さなティアラを着けられた。

　手には薄うすい絹きぬの手て袋ぶくろを塡はめる。ダンスの時に、手に直接触ふれられることを避さけるためだという。そんなことまで神経質に拘こだわるなら、いっそダンスをしなくていい決まりにすればいいと思ってしまう。

　ダンスの練習相手は、いつでもジュリアンだった。時たまブルムも相手をしてくれたが、いつもブルムはステップを間違える。どうやらブルムの知っているダンスはかなり昔のもので、今のダンスとは違っていたらしい。

　その理由も今は分かっていた。ブルムも、何百年も前に生まれた人間だったからだ。

「式次し第だいのご説明をさせていただきます」

　女官長が、着替えの仕上げをしているアンナの側そばで、いかめしい顔をして式次第の説明を始める。その合間に着付係は、ドレスが変に緩ゆるんでいないか何度も確かめ、化け粧しよう係がかりは少しでも髪が乱みだれると櫛くしを入れてきた。

　みんな何のために必死になっているのだろうと、アンナは他ひ人と事ごとのように思っていた。

　髪が多少乱れていたって、ドレスが少し緩かったとしても、それがどうだというのだ。一番大切なのは、この婚約をアンナが喜んでいるかどうかではないのか。

　嬉うれしくなかった。

　ヒルマンに対して失礼だと分かっていても、アンナは全まつたく楽しんでいない。今夜の祝賀会を一番喜んでいるのは、ラドベリー侯こう爵しやく親子だけだろう。

　ジュリアン、私をこの偽にせ物ものみたいな世界から連れ出してと、アンナは祈いのる。

　けれどジュリアンは、どこか遠くに行ってしまった。ザビエル家はアルフォンソが守っているけれど、主あるじはずっと不在のままだ。

「ハンナ女王様、祝賀会では……」

「私はまだ女王ではないの。レディ・アンナと」

　女官長はきりっと眉まゆを上げる。そして慇いん懃ぎんな態度で訂てい正せいした。

「それではガルデン皇女様、祝賀会では、お一人に話し掛ける言葉は三通りで結構です。お祝いを述のべられたら、感謝いたします。自己紹介されたら、これからもよろしく。非礼なことを言われた場合は、軽く会え釈しやくなさるか、そうですかとお答えください」

　ほら、言う言葉まで決められている。どうして自分の言葉で話してはいけないのだろう。

　宮殿内部は昼のように明るい。けれど今は夜なのだ。こんなに灯あかりを灯ともして、華はなやかな祝賀会など催もよおしていたら、民みん衆しゆうの中からまた反感が生まれるのではないかと、ついアンナは考えてしまう。

　以前の王は、穏やかでいい人だったかもしれないが、こういった催しがいかに無駄かまで気が付かなかったようだ。バジェット将軍よりもう少しましな人間が、再び王を追い出したらどうなるのだろう。今度は民衆も、そちらの味方になるかもしれない。

　用意が調ととのうと、アンナは侍じ従じゆうと衛えい兵へいに守られて、回かい廊ろうを通って広間へと向かった。そこまでの距きよ離りが、アンナには果はてしなく遠く感じられてしまう。

　引き返したい。今なら引き返せる。

　けれど引き返してどこに行くのか。

　馬を盗ぬすんで、ジュリアンの邸やしきに逃にげ込んだらどうだろう。そんなことをしても衛兵たちがアンナを連れ戻しに来るだろうか。

　気持ちに合わせて歩みはどんどん遅おそくなる。衛兵たちは、苦労してそんなアンナの歩みに合わせてくれていた。

「皇女様、しばしお待ちを」

　一いつ行こうは立ち止まる。

　回廊の途と中ちゆうに、黒いマントに全身を包んだ者が立ち塞ふさがっていた。すぐに衛兵は剣を構え、その者を追い払おうとした。

「何者だ！　行く手の邪じや魔まをするな」

「心配することはない。その娘の父親だ」

　黒いマントのフードが外れると同時に、輝かがやくばかりの金の髪が現れる。それを見た瞬間、アンナは夢を見ているのかと思った。

「ジュリアン……」

「ハンナ・ガルデン皇女は……私が広間に送り届ける」

　ジュリアンがそう言うと、侍従も衛兵もぼうっとし始める。するとジュリアンは、静かだがよく通る声でさらに命じた。

「さぁ、行け。皇女を守る必要はもうない」

「守る……必要はない」

　誰でもこんなに簡単に操あやつられるわけではないが、意志の弱い者や、命じられたからやっているというだけの人間にはよく効きくのだ。彼らは緊きん張ちようしていたのもあったのか、あっさりとジュリアンの意のままになっていた。

　足並みを揃そろえて、衛兵と侍従が去さっていく。すると回廊には、アンナとジュリアンしかいなくなった。

「どうして……ジュリアン」

「ここは危険だ、すぐに見つかる。アンナ、昔みたいに空を飛ぼう」

「えっ！」

　幼い頃、よくジュリアンはアンナを抱えて高い木に登った。だが今は、幼い子供ではない。そう思ったのに、ジュリアンはいきなりアンナの脇わき腹ばらに手を回すと、回廊から飛び出して一本の綱つなに手を伸のばす。

「ジュリアン、ジュリアン、何で、いきなりこんなことをするの」

「望ぼう楼ろうに行こう。そこなら誰にも邪魔されない。だが安心していい。バジェット将軍が空に向かって飛び立った望楼は使わないから」

「だ、だって、今から、祝賀会なのに」

「出たければ、すぐに広間に連れていく」

　そこでアンナは、小さく首を横に振った。

「行きたくない」

「それでは、しっかり私に摑つかまってくれ」

　ジュリアンは片手でアンナを抱えたまま、飛ぶようにして宮殿の外がい壁へきを昇のぼり、一番低い望楼へとアンナを運んでしまった。

　恐いと思う余よ裕ゆうもなかった。まだアンナには、本当にここにいるのがジュリアンなのか信じられない。

「こんな高いところに昇ったのは初めて」

「まだまだ下のほうだ」

　そう言うとジュリアンは、遠くに見える灯りを示しめす。

「岬みさきの灯とう台だいだ。あれがあるから、夜でも船が迷わず航こう行こうできるんだ」

　まだ眠らない首都には、あちこちで灯りが瞬またたいている。その光は、砕くだけた月の欠片かけらのようにも見えた。

「美しいだろ？　こんなものを見られるレディはそういない」

「そうね……美しいわ」

　悲しかった夜が、徐々に素す晴ばらしい夜へと変わっていく。ジュリアンがいるだけで、夜は最高に美しく輝き出すのだ。

「ジュリアン、どうしてこんな夜に来てくれたの？」

　願いが通じたのだろうかと、アンナは思う。まさか本当にジュリアンが攫さらいに来てくれるなんて、アンナは夢にも思っていなかったのだ。

「アンナが幸せかどうか、確かめたかったんだ」

　ジュリアンはアンナを見ずに、遠くばかりを見つめている。きっとアンナを見てしまったら、一気にアンナを連れて飛び去りたくなってしまうからだろう。

「もう分かっているんでしょ。ジュリアンの噓うそ吐つき。宮殿に来たって、女王になったって、私、ちっとも幸せじゃないわ」

「私には、何が幸せかまだよく分からない。今は苦しくても、いつか幸せになれるかもしれないだろ？」

「ジュリアンのいない世界では幸せになんてなれないって、嫌いやというほど分かったのに、まだそんなこと言うの」

　ついにアンナはジュリアンに抱き付き、忘れていた涙なみだを流し始めた。

「ジュリアンがいなくなってから、一度もいい夜なんてなかった。みんなが私に望むのは、次の王を生むことだけなんだわ。ドレスも自分で選べない、こんな生活のどこが幸せなの」

「だが、魔物と暮くらすよりましだろう？」

　ジュリアンの金茶の瞳ひとみは、今夜も悲しげに見えてしまう。アンナはこんな悲しい色ではなく、輝くような瞳を見たかった。

「魔物みたいな人間と暮らすより、人間みたいな魔物と暮らしたい」

　アンナの言葉に、ジュリアンは体を揺ゆすって笑いだす。

「そうか、この宮殿には、そんな人間ばかりなのか」

「そうよ。みんな何を考えているのか分からないんだもの」

　抱き付いたジュリアンの体からは、相あい変かわらず温ぬくもりは感じられない。それなのになぜだろう、アンナはジュリアンといるだけで、心の中に温かいものが広がっていくのを感じていた。

「しばらくはこの国に戻れない。次に戻るとしたら、二十年以上後だ。それでもいいか？」

「どういうこと？」

「私と……行くということだよ」

　ついに待っていた言葉が、ジュリアンの口をついて出た。

　アンナはその言葉の意味について考える。

　永遠とも思える時間がどんなものか分からないけれど、それでもアンナはジュリアンとなら旅立ちたかった。

「その間、どこに行くの？」

「薔ば薇らが咲さいている、綺き麗れいな城だよ。そこには、夜にだけ生きている女王がいる」

　ジュリアンが何も言わなくても、美しい薔薇園と、ジュリアンの姉と言ってもおかしくないような金髪の美女の姿が、アンナの脳のう裏りを過よぎった。

「そこに私を連れていってくれるつもり？」

「……二度と陽ひの光は見られない。食事もできなくなって、代わりに血を飲まないといけなくなる。その代わりに人の心が簡単に読めるようになって、体は重さを失うしなう。遠くの物音も聞こうと思えば聞こえるし、夜なのに……まるで昼間のようによくものが見える」

「それが魔物の世界なの……」

「ああ……そうだ。だけど人間たちのように、子供を持つことはできないんだ」

「だったら羊ひつじを育てましょう。それに兎うさぎを……」

　いつかジュリアンは、マントの中にアンナの体を抱き込んでいた。こうしていると、まるで夜の中に溶とけ込んでしまったみたいで、どこから見てもその姿が見られることはない。

　今頃下の広間では、アンナが消えたと大おお騒さわぎになっているだろう。

「いろいろと辛いことがあったんだ。その間も、アンナのことばかり考えていた。アンナだけは幸せになっているとばかり思っていたのに」

「私は、魔物に育てられたの。だから人間世界の幸せなんて分からないままなのよ」

「そうだな。何にも縛しばられず、愛だけはたっぷり与えられて育ったアンナが、ただでさえ息苦しい、宮廷生活に馴な染じめるはずはなかったんだ」

　アンナはこくこくと頷うなずくと、ジュリアンの頰ほおにそっと手を伸ばした。

「もう置いていかないで。魔物になってもいいの。ジュリアンの側にいたい」

「……夜しか、生きられないとしても？」

「夜は好きよ……」

　窓を開いておけば、そこからジュリアンが突然現れるような気がしていた。けれどジュリアンは窓からではなく、夜の人気のない回廊で待ち伏ぶせしていたのだ。

　何と素す敵てきな待ち伏せだろう。

　アンナの中から思いは溢あふれだし、ジュリアンの心を浸ひたしていく。

「アンナ……許してくれ。もう耐たえられない」

「何？」

「これが魔物流の愛しかたなんだ」

　ジュリアンは強くアンナを引き寄せ、その項うなじに唇くちびるを押し当ててくる。

　アンナは首を伸ばして目を閉じた。

「二人で、夜を生きよう……アンナ、もう二度と置いていかない。愛しているんだ」

「ジュリアン……」

　喉のどに何かが突つき刺ささったけれど、痛みはなかった。

　代わりにアンナを包み込んだのは、目め眩まいがしそうなほどの恍こう惚こつ感だった。

　アンナの体内にあった血が、勢いよくジュリアンの中に流れ込んでいくのがはっきりと分かる。それと同時に、冷たかったジュリアンの体に温もりが生まれていた。

　これまでアンナの知らなかった世界が、次々と浮かんでは消えていく。ジュリアンの両親、霧きりの中の馬車、そして泣いている赤ん坊、兎、そしてアンナ自身の成長した姿。

　アンナは血を与えながら、ジュリアンから思い出を分け与えられたのだ。

「これからは……もっと私のことが浮うかぶんだわ……」

　言葉にならなくても、ジュリアンから溢れるほどの愛が伝わってくる。それはアンナが初めてジュリアンに抱かれた時から、変わらないものだった。

「アンナ……大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ……」

　本当は体中から力が抜けている。もう立っていることもできないほどだ。それでもアンナは気き丈じように、ここから抜け出す方法について考えていた。

「心配することはない。外でブルムが、馬を用意して待っている。夜明けまでに、身を隠す場所に辿り着ける。それからさらに馬で進んで……」

「薔薇の咲いている城に行くのね」

「そうだ。そこで……女王の許しを得て結婚しよう」

　ジュリアンはアンナの体をしっかりと抱えると、再び夜に向かって飛び上がる。

　たとえどんなに高いところを飛んでいても、ジュリアンと一緒にいるだけでアンナに不安はなかった。
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　アルフォンソはいきなりヒルマンの訪ほう問もんを受けた。数人の兵を連れてやってきたヒルマンは、かなり窶やつれた顔をしていてまるで病人のようだ。

「どのような御用向きでしょうか、ラドベリー準じゆん侯こう爵しやく様」

「邸内を調べさせていただきたい」

「それは、ただいま主あるじのザビエル侯爵は旅に出ておりまして」

「どんな理由をつけても無む駄だだ。ガルデン皇おう女じよを隠しているのは分かっているんだ」

　そこで勘かんのいいアルフォンソには、すべてが分かってしまった。

　アルフォンソはヒルマンに見えないようにして笑わらった。そうか、やはりジュリアンは、アンナを攫さらいに戻ったのだと嬉うれしくなってしまう。

「邸内をくまなく捜さがせ」

　ヒルマンの命令に、兵たちが走り出した。

　こんなこともあるだろうと、アルフォンソはジュリアンの身に疑いがかかりそうなものはすべて片付けていた。それも無駄になるかと思ったら、そんなことはなかったようだ。

「ラドベリー準侯爵様、よろしければ待っている間、お茶などご用意いたしましょうか？」

「余よ計けいな配はい慮りよは不用だ」

　ヒルマンは怒おこっている。けれど彼の怒いかりはやり場がない。アンナを捜し続けるしか、ヒルマンにできることはないのだ。

「ザビエル侯爵が隠したに決まっている。ハンナ皇女は、私の大切な婚こん約やく者だ」

「……ですが、侯爵様は、あれから一度もこちらに戻っておりません」

「噓うそをつくな。従い兄と弟このブルム・ザビエルと共ともに、皇女を攫ったんだろう？」

「アンナ様は強い女性です。それが嫌いやなら、自みずから断ことわると思いますが。それよりバジェット将軍の配下だった者が、復ふく讐しゆうのために連れ去ったとはお思いにならないのですか？」

「ありえない。守りは強固だった」

　どんなに強固に守りを固めても、ジュリアンだったら奪っていける。そんな恐きよう怖ふ感が、ヒルマンの中に満ちあふれていた。

「そもそもジュリアン・ザビエルとは何者なんだ？」

　ふとヒルマンは、思ったままを口にした。アルフォンソの静かな気け配はいに安心して、本ほん音ねが思わず口をついて出たのだろう。

「私の主です」

　アルフォンソはそれだけを答える。

　そして生きている間に、もう一度あの二人に会えるだろうかと考える。できるだけ病気などしないようにして、より長く生きるしかない。そうすればまたいつか、あの美しい二人に会えるだろう。

「世界中捜して、きっといつかハンナ皇女を取り戻すんだ……彼女と結婚するはずだったのに」

　ついにヒルマンは頭を抱え込んでしまった。

「ラドベリー準侯爵様、さしでがましいようですが、言わせてください。果はたして本当にアンナ様を愛していらしたのでしょうか？」

「愛していたに決まっている。私はハンナ皇女が、ザビエル侯爵令れい嬢じようのままだったとしても、いずれ求婚するつもりだった」

「では……そんなに愛していらしたのに、なぜ、アンナ様はあなたに助けを求めなかったのでしょう。誰が連れ去ったにしても、アンナ様があなたを愛していらしたなら、きっとあなたに何かを伝えたと思いますが」

「ハンナ皇女が……私を愛していなかったというのかっ？」

　怒りに燃もえたヒルマンは、剣の柄つかに手を掛ける。

　ここで斬きり殺されたくはないなと、アルフォンソは思った。

　何しろ長生きしなければいけない。そうしないとジュリアンにもアンナにも会えなくなってしまう。

「お怒りをお鎮しずめください。あるいはあなたの幸せを妬ねたんだ者の仕し業わざかもしれません。アンナ様に一度でも近しくした者は、皆、同じようにアンナ様に惹ひかれてしまいますから」

「それも考えた……。だがそうなると、国中の独身貴族を疑わないといけなくなる」

　ヒルマンは嘲ちよう笑しようを浮かべて、剣の柄から手を離した。

「どうすればいい、執事殿？　私は、これからどうすればいいのだ」

　それがヒルマンのもっとも正直な気持ちだっただろう。

「ご助言になるかどうか分かりませんが、私は……愛する妻子をバジェット将軍によって失いました。けれどまだこうして生きております。生きているうちにはきっと、新たな生きる望みも生まれてくると思いますが」

　こんな言葉を言っても、まだ若いヒルマンには上う手まく伝わらないだろう。

　何の慰めにもならないと分かっていたが、それでもアルフォンソは言いたかったのだ。

　ジュリアンはいいこともたくさんしたが、一つだけ悪いことをしたようだ。ヒルマンの心に生しよう涯がい消えない傷を残した。

　時の魔法がその傷を薄くしていったとしても、きっとヒルマンは死の床で、アンナのことを後悔と共に思い出すのは明らかだった。
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　薔ば薇らが咲さき誇ほこっている庭園の中を、ジュリアンと手を繫つないで歩くだけで、新たに蕾つぼみが次々と開いていく。その様子を見てアンナは、これまで知らなかった感動に包まれていた。

　夜に旅をして、やっとここまで辿たどり着いた。昼の間はジュリアンと共ともに、暗い穴あな蔵ぐらのようなところで眠った。そのおかげで新しいドレスは泥どろだらけになり、アンナの顔も手足も汚よごれてしまったけれど、それでもアンナはジュリアンの側そばにいられるだけで嬉うれしくて気にもならなかった。

「ジュリアン、俺の役目はここまでだ。後はおまえたち二人でやれ」

　数日一緒に旅してきたというのに、ブルムがそこでとんでもないことを言いだす。

「どうして、ブルムおじさま？　ここで一いつ緒しよに暮くらさないの？」

「ああ、俺は平和な世界なんてものに興きよう味みはない。それにジュリアンは、しばらくの間、アンナのことしか考えていないだろうから」

　そこからまた引き返そうとするブルムに、ジュリアンは笑え顔がおで言った。

「ブルム、あまり無茶をするな。私の邸やしきに好きなだけ隠れていいが、襲おそう相手を選ぶ時は節せつ度どを守って欲しい」

「……まぁな……節度ってやつがどんなものか、俺なりに考えてはみるが……いずれ、貴族社会は崩ほう壊かいする。俺もそろそろ好このみの対象を変えないといけなくなりそうだ」

　そしてブルムは、騒そう乱らんの世界に戻っていく。悲しいことに、生きていた時そのままに、戦うことでしかブルムに安あん息そくはないのだ。

「アンナ、さよならは言わないぞ」

「ええ、私もさよならは大嫌きらい。ブルムおじさま、ありがとう」

「俺はありがとうも嫌いだ」

　真っ黒なマントに真っ黒なシャツ、黒髪のブルムはすぐに闇やみの中に溶とけ込んでしまう。

　だからアンナは、大きな声で叫さけばないといけない。

「よい夜を、ブルムおじさま」

　ブルムは手を振ったのだろうか。白いものがちらちらと揺ゆれたような気がした。

　再び歩き出したアンナの前には、不ふ思し議ぎな形の城が聳そびえている。そこに一歩踏み込んだら最後、アンナの人間としての生は終わるのだ。

「恐こわいのか、アンナ……」

「ええ、少し……」

「私も恐かった。だけど終わりのない命の誘ゆう惑わくには勝てなかったんだ」

「それでいいのよ、ジュリアン。だってあなたがそうならなかったら、私たち、巡めぐり会えなかったんだもの」

　三百年も先に生まれた恋人と結ばれる。そんなことは普通に生きていたらありえない。

　そしてその恋人と、これからどれだけの時間、生き続けることができるのだろう。

「ジュリアン、一つだけ約束するわ」

　アンナは意を決して、もっとも大事なことを口にした。

「もしあなたが消えたら、私も……消える」

「アンナ……」

「あなたが助けてくれた命を、あなたに捧ささげるわ、ジュリアン」

　アンナは少し歩みを遅おそくして、ジュリアンを見上げる。

　最初ははるかに見上げる感じだった目線が、今は顔一つ分だけになった。すぐ近くにあるジュリアンの顔は、今夜も少しだけ悲しげに見える。

「それじゃあ、私も同じように約束しよう。アンナを失ったら、消えると」

　駄だ目めだとアンナは言わない。それが二人にとって、もっとも幸せなことだと今は思えるからだ。

　城の入り口には、美しい者たちが大勢待ち構えていた。彼らは手に手に薔薇の花を持ち、にこやかに微笑ほほえみながら二人を出で迎むかえる。

「ようこそ、アンナ……夜の世界へ」
















　中央にいるのは、夜の女王イパネラ。

　アンナはその姿のあまりの神こう々ごうしさに、思わず跪ひざまずいて挨あい拶さつしてしまう。

「これでやっと私の薔薇園も平和を取り戻したわ」

　嬉うれしそうにイパネラ女王は言うと、アンナの手を取り立たせてくれた。

「ジュリアン・ザビエルの美しい花はな嫁よめ……これからのあなたの夜が、よりよいものであることを、祈いのっているわ」

　そう言うとイパネラ女王は、優しくアンナを抱き締しめる。そしてアンナの耳元で囁ささやいた。

「もっとも高貴である、私の血をあげましょう。祝福するわ、アンナ」

　アンナにはもう何も考えられない。

　まるですべてが夢の中のようで、こんな素敵な夢から醒さめるのが恐こわくなっていた。

「ジュリアン、アンナの血を貰もらいなさい。これが最後になるわ」

　人間である最後の時間が訪おとずれようとしている。アンナはジュリアンを振り向き、しっかりとその手を握にぎる。

「愛しているよ、アンナ」

　ジュリアンはアンナを抱え込み、その首筋に愛ある牙きばを突き立てた。

　アンナの意識は遠のく。けれどすぐにジュリアンと一体化して、周りのものすべてを見ていた。美しい人々が、それぞれ手にした薔薇を投げている。これからいよいよ結婚式が始まるのだ。

「それでは新婦に、麗うるわしいドレスを贈おくりましょう。初夜の床とこにつくのに、それではあまりにもおかしいわ」

　イパネラ女王が合図すると、若者が深しん紅くのドレスを手にして現れる。胸元の大きく開いたドレスは、今着ている婚約式のドレスよりも華はなやかで、異国のもののように見えた。

　すぐにレディが二人やってきて、アンナを支えて城の一室に連れていく。そこで新たなドレスへの着替えが始まった。

「普通は血を吸われたら気を失うものなのに、まだしっかり立っていらっしゃる。ご立りつ派ぱよ、レディ・ザビエル」

　一人の女性に言われて、アンナは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

　まだどうにか立っていられる。鼓こ動どうは速くなっているが、足の震ふるえはどうにか抑おさえられた。

　着替えを終えて出て行くと、ジュリアンが待ち構えていた。その姿を見て、ジュリアンは心底嬉しそうに呟つぶやく。

「美しいよ……アンナ。あなたは私の誇ほこりだ」

　そしてアンナはジュリアンに抱え上げられて、不思議な祭さい壇だんに向かった。

　神の印はどこにもない。あるのは女王のための玉ぎよく座ざだけだ。そこに座った女王に、美しい若者の一人が、深紅のビロードに包まれた、先の尖とがった短刀を差し出す。

　続けてもう一人の若者が、恭うやうやしく金の杯さかずきをイパネラ女王の手元に差し出した。

　イパネラ女王は艶えん然ぜんと微笑みながら、小指の先を短刀で傷つける。するとまるでルビーのようにきらきらと輝く血の玉が、一つ、また一つと杯の中に転がり落ちていった。

「アンナ……しっかりして。あれを飲み干ほすんだ」

　ジュリアンに支えられて、どうにかアンナは目を開く。そして若者が捧ささげ持ってきた杯を受け取り、一気に飲み干した。

　体が溶けていくような感じがした。それと同時に闇が薄うすれ、夜の世界が不思議な色に輝きだす。

　優しい夜が、アンナの全身を包み込み、再びその姿が蘇よみがえっていくような気がした。

「ジュリアン……ああ、ジュリアン、世界が変わってしまったわ」

「そうだよ。私たちは、夜だけ生きることになるんだ」

「そうね……きっとこれからは、夜がとても待ち遠しくなるんだわ。ジュリアンといられる夜が……。いいえ、違う、私は、ずっと前から、夜を待っていたんだわ」

　ベッドに入っても、眠るのが嫌だった。ずっと夜も起きていられれば、それだけジュリアンと一緒にいられるのにと、いつも願ったものだ。

　反対に朝は嫌いだった。なぜならジュリアンの姿は、邸中のどこを捜さがしてもなかったからだ。

　いつも夜が待ち遠しかった。だから陽の暮れるのが早い冬は大好きで、いつまでも太陽が去らない夏は嫌いだった。

　もう夜を待たなくていい。なぜならこれから生きるアンナの世界には、夜しかないのだから。

「二人用の特別の棺ひつぎを用意したわ。そこで朝まで仲良く語らいなさい。そして、夜明けが近づいたら、抱き合って静かに眠るのよ」

　イパネラ女王に言われて、アンナは膝を折って礼をする。

「よい夜を、ジュリアン、そしてアンナ。二人の愛が、永遠という言葉に相応ふさわしいものでありますように」

　夜の女王の祝福を受けて、アンナはジュリアンと共に初夜の床に向かう。それは豪ごう華かなベッドではなく、特別製の棺だったが、それすらアンナには喜ばしく感じられたのだった。











[image: ]






　イボンヌ・ハードレーは、じきに七十歳になろうとしている。

　家か督とくはすべて養よう子しに譲ゆずり、今は養子夫ふう婦ふとその子供たちと共ともに、静かに暮くらしていた。

「お義か母あ様、大変です」

　午後のお茶を愛あい猫びようを膝ひざに楽しんでいたイボンヌは、慌あわてて飛び込んできた嫁よめの言葉に眉まゆを顰ひそめる。この嫁は何でもすぐに大おお騒さわぎしたがるのが、唯ゆい一いつの欠けつ点てんだった。

「どうしたの、セシリー？」

「以前、お義母様がお世話になった、ザビエル侯こう爵しやくのお邸やしきに、ご子し息そくが戻られましたのよ」

「えっ……ザビエル侯こう爵しやくが」

　イボンヌは思わずカップを落としそうになって、愛猫を大火傷やけどさせるところだった。

「お一人で戻られたの？」

「いいえ、奥様がご一いつ緒しよに」

「その人は、もしかして黒髪の美しいかたではなくて？」

「はい、そのようですわ。そのお顔が、行方ゆくえ不明になられたガルデン皇女にそっくりだとか」

「セシリー……それは、決して口にしてはなりません」

　イボンヌが厳きびしい口く調ちようで言うと、嫁のセシリーは慌てて首をすくめる。そしてまた慌ただしく去っていった。

「そう……お戻りになったのね……」

　一人になったイボンヌは、口元に微笑ほほえみを浮うかべて、窓まどの外に目を向けた。

　結局、ソフィ王女の生んだ子供が、新王として迎むかえられた。当時はまだ幼おさなかった王も、すでに立りつ派ぱな王になっている。

　イボンヌは目を閉じ、あの不ふ思し議ぎな数年間のことを思い出していた。

　夜になるとどこからともなく現れる黒い影かげ。

　彼に恋したことは、死ぬまで誰にも言えない秘ひ密みつだ。

　ジュリアンとアンナが生きているなら、彼もまだ生きているのだろうか。

「あれでよかったのよ。あの時にそうしなければ、アンナ様は私のように歳を取り……」

　死ぬまで心にジュリアンのことを宿やどしながらただ生きていくのは、アンナには辛つら過ぎる。二人が結ばれたのだと知って、イボンヌは自分のことのように幸せだった。

「夜になったら、訪たずねていらっしゃるかしら……」

　イボンヌは窓から、陽ひの様子を見る。大分西に向かって下りてきた太陽は、じきに一日の役目を終えて眠りにつくだろう。

　その後に夜が訪れる。

「よい……夜を……アンナ」

　ふと呟つぶやいたイボンヌは、皺しわだらけの目元に涙なみだがたまるのを感じた。

　自分は置いていかれてしまったんだと、寂さびしく感じたのだ。

　だがそれでいい。イボンヌには未来への旅は重おも荷に過ぎる。時が過ぎゆくのを見守りながら、静かに朽くちていくのがもっとも人間らしい生きかたなのだから。











終













あとがき






　いつもご愛あい読どくありがとうございます。そして初めての読者様がいらっしゃいましたら、これからもどうぞよろしく。




　今回はどこともしれない国、スワンドールの物語です。

　今より数百年の昔、電気も車もまだ発明されていない、夜になると闇やみの濃こい時代です。

　海外旅行で指し紋もんを照しよう合ごうされたり、国民総番号制なんてもののない時代、魔物たちがもっとも魔物らしく生きていた頃ころの物語となりました。

　現代では、誰だれも吸血鬼の存在を信じてはいません。なのにファンタジーの世界では、相あい変かわらず人気があるのはどうしてでしょう。

　血を吸って生きている。夜しか活動できない。陽に当たると消えてしまう。

　何だかあまり効率的な生き方をしていないように思いますが、そこがいいんでしょうか。

　さてさて、今回もあとがきページがたくさんになってしまいました。だったら本編をきっちり書けよと叱しかられそうですが、すいません、校こう了りよう間ま際ぎわまで、あとがきページ数がわからない、私のミスです。

　で、ですよ、何を書くかというと、戦闘シーンであります。本編とぜんっぜん、関係ないんですけど。




　ブルムは剣を手にすると、体中の血が騒さわぐ。剣なんて使わなくても、楽に人を殺あやめることができるというのに、やはり剣で薙なぎ払う感触が大好きなのだ。

　元は剣士だったブルムにとって、戦うことが生きることだ。だが残念なことに、剣の腕うでを試す機会はそうあるものではない。だから北の女王の討とう伐ばつ隊たいに参加できることになって、誰より喜よろこんだのはブルムだった。

「あーあ、だけどこうも鬱うつ陶とうしいやつがいると、戦意も喪そう失しつするな」

　ブルムは馬を並べて進むジュリアンを見て、ため息をつく。

「毎日、毎日、くらーい思念ばっかり送られてくるからな、ジュリアンからは。アンナのことしか考えてないんだから」

　文もん句くを言いたくても、ジュリアンには聞く耳というものがもうない。すっかり落ち込んで、自分の世界にどっぷりと浸ひたっている。

　こうなったらせっせと戦って北の女王を葬ほうむり、ジュリアンの心を自由にしてやるために、力を貸してやるしかなさそうだ。

　訪おとずれた村の荒こう廃はいぶりは凄すさまじかった。廃はい墟きよとなった村には、人っ子一人いない。それどころか野の良ら犬いぬ一匹、猫ねこ一匹もいなかったのだ。

「まさに食くい尽つくしたって感じだな」

　同族殺しなんてあまり気が進まない。けれどここまでくると話は別だ。こんな野や蛮ばんな魔物と同列に思われるのは、ブルムのプライドが許ゆるさない。

　到とう着ちやくしたと同時に、早さつ速そく襲しゆう撃げきを受けた。

　ブルムは颯さつ爽そうと戦たたかう。際さい限げんなく戦える幸福感に、ブルムは酔よい痴しれた。けれど討伐隊には生身の人間も混じっている。夜の女王イパネラに心しん酔すいし、いずれはその血を貰もらってブルムたちの仲間になろうとしている人間だ。

　しかも彼らは旅の間、ブルムとジュリアン、それに隊長のヘイゼン伯はく爵しやくに血を提供してくれる。彼らを守らねばならないから、戦いは大変なことになった。

　戦いは思ったより長くなり、数日が過ぎた。このままでは人間の騎き士したちが疲ひ弊へいしてしまう。彼らは日中にブルムたちを守らねばならず、夜は夜で魔物たちにその血を狙ねらわれるのだ。

「ヘイゼン伯爵、こんな雑ざ魚こを相手にしているより、親玉の女王を一気にやっつけたほうが早くないですか」

　ブルムの提案に、ヘイゼン伯爵は頷うなずいたものの困こん惑わくしている。

「だがどこにいるんだ？　神殿があるわけでもないし、城があるわけでもない。女王を名な乗のる不ふ埒らちな女の隠れ場所を見つけることが先決だ」

　そこでブルムは考える。焚たき火びの中に、呪のろいの言葉を吐はきながら同族の首が次々と投げ込まれていくが、こんなやつらはどうせ使い捨ての兵でしかない。

「ヘイゼン伯爵、人間の匂においを捜さがしましょう」

「人間が残っているとは思えないが」

「だったら、女王は誰の血を飲んでるんです？　我われ々われと同じように、提供者がいるはずですよ」「さすがだな、ブルム。いい着ちやく眼がん点てんだが、どうして人間の匂いがしないのだろう」

「仲間も信用できないから、隠かくしてるんですよ。俺おれが捜してきます」

　そこでブルムは、相変わらず暗いままのジュリアンと、一番若い騎士を連れて、さらに森の奥へと足を進めた。

「ブルム、何かを燃やしている匂いがするな」

「んっ？　俺たちが燃している焚き火じゃないか」

　ブルムは風向きを読む。すると風上から流れているのがわかった。

「ジュリアン、役立たずだと思ってたが、少しは使えるようだな」

　にやっと笑うとブルムは剣を手にして、匂いのほうに進んでいく。すると洞どう窟くつの中から煙けむりが立ち上のぼっているのが見えた。

「吸血鬼なら、暖あたたまる必要なんてない。あそこに人間を隠してるんだ」

　餌えさになる人間と言いたいところだが、人間の仲間が側そばにいる。さすがにブルムも、そこまで失しつ礼れいなことは言えなかった。

　そのとき、洞窟の中から一人の少女がよたよたと出てきた。

「騎士様、助けて、どうか、助けてください」

　少女は若い騎士目め指ざして、手を出しながらふらふらと歩み寄る。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。助けに来たぞ」

　若い騎士は勇いさんで走り出す。

「あーあ、若いってのはこれだからな、少しは疑うたがうってことをしろよ。何で待ってたみたいに都つ合ごうよく出てくると思ってるんだ」

　ブルムはひらりと舞まい上がると、騎士に抱だき付こうとする少女の前に飛び降りて行く手を阻はばんだ。

　確かに少女だ。どう見ても少女にしか見えない。しかも美しい。

　けれどその少女は、ブルムに激はげしい乾かわきを感じさせなかった。

「何年生きてたのか知らないが、ちょっと女王を名乗るには、幼おさなくないか？」

　ブルムの問いかけに、少女の目が怪あやしく赤く輝かがやきだす。

「せめて吸血姫くらいに言っておけば、イパネラ女王も本気になって怒おこらなかったかもな」

　ブルムの剣がさっと動く。それと同時に少女の体も飛び上がった。

　その顔には牙きばが表れ、魔物の顔になっている。

「消える前に、若い騎士の血が欲しかったのか？　残ざん念ねんだったな」

　けれどブルムから逃にげ切ることはできずに、少女にも見える北の女王は、あっさりとブルムの剣によって首を刎はねられていた。







　きっとそういう話があったのに違ちがいないのですよ。

　うーん、少女の吸血鬼っていうのは、結構ツボだったりするんですけどね。

　スワンドールを舞ぶ台たいにした物語は、今後いくつか書かせていただける予定です。そこでもまた、彼らの姿すがたがちらっとでもお見せできたら嬉うれしいのですが。




　イラストお願いいたしました、黒くろ葉ば．Ｋ様。麗うるわしい二人をありがとうございました。

　キャラクター紹しよう介かいページまでご尽じん力りよくいただき、感謝しております。

　担当様、いろいろとご迷めい惑わくおかけしっぱなしです。すいません。

　そして読者様、夢の世界への旅を、楽しんでいただけたなら幸さいわいです。

　それではまた。
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我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。
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11月５日生まれ・蠍座・Ｏ型、北海道在住のイラストレーターです。

初めて小説の挿絵を担当させて頂きました。

ずっと憧れていたので緊張しています……！
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